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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第二十七話　玖里子、結婚する　上







　こちこちと、時計が針を刻む音だけが響ひびいている。


　クラシカルな外装を施ほどこされたクオーツ時計は、時間に正確である。この部屋に全員が入ってからきっちり一時間二十八分三十七秒を刻んでいた。電波時計でもあるので、日本標準時からずれることはない。


　そして室内で誰だれも発言しなくなってから、二十一分四十九秒が経過していた。


　ゆったりとした部屋は板張りで、西洋の応接室に似ている。調度類も豪ごう華かであり、特にソファは座り心地どころか寝ね心ごこ地ちも良さそうで、すぐにでも居い眠ねむりをしそうな塩あん梅ばいであった。唯ゆい一いつ、時々漂ただよう紫し煙えんだけが違い和わ感かんを醸かもし出していた。


　ここは東京にある風かぜ椿つばき邸てい。風椿玖く里り子この実家。


　部屋の中には玖里子と、彼女の姉四人全員が集まっていた。


　風椿の女は皆みな忙いそがしい。家訓として男よりも強く、仕事ができるようにと教えられている。これは戦争で男が全員出で払はらって、女だけで守もり立てなければならない時代があったからだ。以来、男子に恵めぐまれないこともあって、彼女たちがグループ企き業ぎよう全体を支えている。


　多くの場合、彼女たちの忙しさは実家にいない時間に比例する。すなわち顔を合わせる機会は滅めつ多たにないわけで、正月でもないのにこれだけ集まっているのは、偶ぐう然ぜんか重要な案件があるときのみであった。


　今はその、どちらも当てはまっていた。


　玖里子は扉とびらの近く、下座に着席している。場所としても会話の内容からも、全員に注目されていた。


「……玖里子」


　口を開いたのは、長女の麻ま衣い香か。風椿家の実質上の当主であり、グループ全すべての頂点に位置する風椿商事の社長である。葵あおい学園の理事にも名を連ねており、多額の寄付金をはずんでいた。


「あなたももう三年生よ。ぼやぼやしている暇ひまはないんだけど」


「…………」


「卒業したらまた一からやり直しみたいになるわよ。それじゃ困るわ」


　そうですか、と玖里子は小声で答えた。きちんと言わなかったのは、せめてもの抵てい抗こうである。


　彼女は麻衣香とあまり仲が良くなかった。麻衣香は、歴史が浅く商才で成り上がった風椿家を体現したような女性で、手法は男勝まさりで強引である。対外的な評判は好意と悪意が半分ずつであり、乱暴者との意見も多い。玖里子の目にもしばしば好ましくないものとして映る。性格的にはむしろ二人は似ているのだが、それが故ゆえに反発心を抱いだいていた。


「このままだらだら過ごすつもり？」


「…………」


「あなたは楽でいいかもしれないけど」


「お姉様」


　と言ったのは玖里子ではない。次女の柚ゆ美み恵えである。常に和装を欠かさず、今も着物姿だ。雰ふん囲い気きは優しげで、トゲがあるタイプの多い風椿の女の中では異質である。だが早いうちから婿むこ養よう子しを取り、夫を操縦する術すべは誰よりも長たけていた。


「あまり玖里子を責めないでください。この子はまだ十八です」


「あなたは二十で結けつ婚こんしたわよね」


「ええ……」


「玖里子の年にはもう婚こん約やくしていた。早くはないわ」


「でも私は進学するつもりがありませんでしたから。玖里子は……」


　柚美恵が視線を走らせる。玖里子はわずかに肩かたをすくめた。


「……大学に行くのでしょう。それは私たちの希望でもあって、命じたのは」


「私よ」


　麻衣香が答える。


「風椿の女として、将来は家を支えてもらう。進学は当然よ。学歴は意味がないなんて言う人間もいるけど、そんなのは心がけ次第。意味のある学歴にするために大学に行くのよ」


「玖里子の成績なら、心配はないでしょう」


　柚美恵が言う。玖里子はずば抜ぬけて頭が良く、葵学園入学当初からテストは常にトップをとり続けており、二位以下に落ちたことがなかった。これは創設以来、三人目とのこと。


「大学のことは心配していないの。玖里子なら自分でいい大学を選んで、入学するでしょう。問題は」


　麻衣香が妹たちの顔を眺ながめる。


「結婚のこと」


　玖里子の身体からだが、傍はたから見ても分かるくらい緊きん張ちようした。麻衣香は続ける。


「頭も身体も心配ない。だったら次は男よ。風椿のためになるような婿をとってもらわないと」


「まだ高校生でしょう」


「もう高校三年生。さっきも言ったとおり。私は早いとは思わない」


　そこで彼女はいったん言葉を切り、


「ま、すぐがいいとも言わないわ。もうすぐ江え美み那なの結けつ婚こん式しきがある。短期間に二回は、確かに無む駄だよ」


　玖里子の右みぎ隣どなりに座っている女性、四女の江美那がやや困ったような笑みを浮うかべた。彼女はまもなく某ぼうデパートの会長の孫と結婚する。風椿グループが比ひ較かく的てき弱いとされていた小売業は、これで盤ばん石じやくなものになると期待されていた。


「数年は間を置きたいわね」


「……わたしの結婚はいいんだけど……」


　と江美那。


「玖里子の方は、この娘この意思が重要でしょう」


「あなたは自分の意思で結婚しようとしてないって言いたいの？」


「そうじゃないわよ。わたしはしたくて結婚をするわ。会長の孫だからじゃなくて、あの人だから結婚をするの。婿になってくれるのはたまたま。でも玖里子はどうなの」


　江美那の視線がこっちに向けられた。


「あなたの気持ちは？」


　話を振ふられ、玖里子は身体を小さくした。彼女は百七十センチ以上あり、女性の中では背が高い。この中でも二番目に長身なので、あまり小さくはならない。


　ただし人間的大きさというか迫はく力りよくは別だ。姉たちは皆みな会社経営やら社外取とり締しまり役やくやらを経験しているので、一いつ介かいの高校生としては頭を低くしているしかない。


「どうなの、玖里子」


「あたしは……」


「相手の男の子、式しき森もり和かず樹き君、だったわね」


「はい……」


「彼と、あなたの気持ちは？」


「…………」


　玖里子は答えない。麻衣香が言い放った。


「気持ちは関係ないわ」


　さすがに妹たちは驚おどろいていた。彼女たちの気持ちを代弁するかのように江美那が言う。


「姉さん、どういうこと？」


「男をものにするかしないかということ。規定事じ項こうなんだから、気持ちのことは意味がないのよ」


「わたしだって好きで結婚するのに。柚美恵姉さんだって好きあって結婚してるじゃない」


「私は愛情なんて関係なく結婚したわ」


　冷ややかに麻衣香は言い、江美那は口をつぐんだ。


　麻衣香は長女であり、風椿の女としてあらゆることを仕込まれた。財産と権力に溢あふれた家は往々にして当人の意思とは関係ない力が入り込むが、麻衣香の場合はまさにそれで、母親によって進路が決められ結婚相手も決められたのである。彼女は逆にそれをバネにして事業に邁まい進しんした。


　もっとも、麻衣香は自分が風椿の家を切り盛りするようになるや否いなや、さっさと離り婚こんをしている。それでも女として充じゆう実じつすべき時期を、好きでもない男と過ごしたことは間ま違ちがいない。


「柚美恵も江美那も、運が良かったわよ。好きになった相手と風椿の家の方針が一いつ致ちしていたから。そうじゃない場合もある。それだけのこと」


「でも麻衣香姉ねえ」


　玖里子ははじめて、一番上の姉を見つめた。


「あたしは和樹を……式森和樹をものにしろって言われました」


「そうよ。それが風椿のためになると考えたから。でも、こうもなにも進まないようでは、方針も変えたくなるわ」


　麻衣香はブリーフケースから、大判のマニラ封ふう筒とうを取り出した。封を開け、クリップで写真が留められた書類の束を引き出す。


「堀ほり池いけ義よし昌まさ。海運会社の社長の次男」


「……？」


「結婚しなさい」


「は!?」


　玖里子は思わず立ち上がりそうになり、かろうじて自重した。一いつ瞬しゆん、訳が分からなくなった。一足飛びどころか、なにもかもをすっ飛ばしていきなり結論から入られたからだ。


「年は二十……忘れたけど、三十にはなってなかったわよ」


「姉さん！」


「向こうの会社は財政状じよう況きようも健全で、家もきちんとしている。私立探たん偵ていを雇やとったけど、ＤＶもなし。性せい癖へきは知らないけど、あなたがなんとかするのね」


「姉さん!!」


　玖里子は二回叫さけんだ。そしてついに立ち上がる。


「なんでいきなり結婚なんですか」


「風椿のためになるから。株式の十パーセントも同時におさえるつもりよ。玖里子が結婚するなら、堀池の家はさらに四パーセント手放してもいいと言っている」


「それじゃ政略結婚じゃないですか！」


「そうよ。当然」


　麻衣香は断言する。隠かくすことも、取とり繕つくろうこともしていない。それがどうしたと言いたげであった。


「そんなことは聞いてません」


「今聞いたわ」


「あたしは和樹をものにしろって言われてたんです。なんで見ず知らずの男と結婚なんて」


「ものにできた？」


　玖里子は黙だまる。


「あの男の子の魔ま力りよくがあれば、風椿は百年は安あん泰たいよ。でもそうじゃないなら、遊んでいて欲しくはないの」


「あたしは学生です。家でごろごろしてるわけじゃありません」


「すぐに結婚しろとは言わないわ。さっきも言った通り、数年は婚約中ってことにする。二十過ぎたら結婚するのね」


「勝手な！」


　玖里子の苦情を、麻衣香は意にも介かいしていなかった。この姉の手しゆ腕わんは強きよう靭じんな意志の力によって支えられている。ベテラン政治家や外国の要人とも平気で渡わたり合うのだ。一番下の妹の文句など、蚊かの羽音くらいにしか感じていないのだろう。


「勝手じゃないわよ。あなたには十分自由な時間があった。そうでしょ」


「だってあたしは……」


「高校生だって台詞せりふは聞きき飽あきたわ」


　玖里子は反論の余地を失う。麻衣香が結婚したときはなんと十九歳。以来ひたすら風椿の家そのものに尽つくしてきたのだ。しかも忙いそがしい母親に代わり、妹たちの面めん倒どうを見ることすらしている。


　しばらく麻衣香の精神のみが場を支配する。


「麻衣香姉……」


　口を開いたのは、三女の葉は流る華かだった。終始くわえタバコであり、部屋に漂ただよう紫し煙えんは彼女の仕し業わざである。


「せめて卒業まで待ったらどうだ。学校との両立はきついだろう」


「結けつ婚こんしても学校に行けるわ。なにもそこまでしろとは言わない。婚こん約やくで十分」


「当人の意思が重要だと思うんだが……」


　聞こえるように呟つぶやく葉流華。麻衣香がじろりと視線を飛ばす。


「私はあなたの独身主義を許してるわけじゃないの」


「それはどうも。男は苦手でね」


　ちっとも苦手ではないような口調だ。


「姉がそうだから、玖里子がたるむのよ」


「わたしの生活スタイルはともかく、玖里子にも好きな男と付き合うくらいの権利はあるだろう」


「好きな男……？」


　麻衣香が怪け訝げんな顔をする。それから玖里子を向き、


「玖里子。誰だれのこと？」


「え……」


「もしかしてあなた、式森和樹が好きだったの」


「…………」


　口ごもる玖里子。


「確か私がものにするように命じたときに、『好きでもない男の方がやりやすい』って言ってたわよね。違ちがった？」


「そうですけど……」


「考えが変わったの。風椿玖里子ともあろうものが」


　挑ちよう発はつめいていた。麻衣香は時々こういう言い方をする。さすがに外部の人間には使わないが、家族が相手だと皮肉っぽくなることがあるのだ。


　玖里子は首を振る。


「あたしと和樹がどうでも、そんな見たこともない男と結婚なんかできません」


「今は婚約よ。夫婦生活を何年か続けたら離婚すればいいじゃない。今さら離婚くらいでガタガタ言わないから」


「そういう問題じゃありません」


「じゃあ、結婚したらずっと添そい遂とげるのね。構わないわよ」


　暖簾のれんに腕うで押おしというよりは、はじめから玖里子の反発を受け入れるつもりがないようであった。


　玖里子は大きくため息。その様子を、葉流華がじっと見つめている。


「麻衣香姉……一つ提案なんだが」


「葉流華。認めないわよ」


「そう言うなって。式森君を玖里子がものにしていない。ものにする気がないから、結婚させるんだろ」


「そうね」


「じゃあ、式森君が玖里子のものになればいいわけだ」


　ぴく、と身体からだを動かしたのは玖里子。他の姉たちはあまり驚いていない。


「そうですね」


「いいわよ」


　柚美恵と江美那が言う。麻衣香は眉まゆをひそめている。


「今さら？　さっきも言ったけど、チャンスはずっとあったのよ。時間を無む駄だにするのは好きじゃないの」


「最後のチャンスってことでいいだろ。玖里子は式森君と男と女……あー、ま、どうでもいいや。とにかくそういうことになってくれればいい。元々そういう予定だったんだから」


　麻衣香の表情は渋しぶいままだ。一方玖里子は泡あわを食っている。


「葉流華姉、いきなり……！」


「おい玖里子。お前がはっきりしないからだ。感謝して欲しいくらいだぞ」


「だって和樹とそんな……」


「前はやる気満々だったじゃないか。今ためらったってしょうがない。じゃあ見たこともない男と結婚するか？」


　玖里子は絶句する。それはもっと嫌いやだ。ちらっとだけ写真を見たが、苦労の欠片かけらも知らなさそうな顔をしており、なによりつまらないとしか言い様がない。結婚したら、さぞ退たい屈くつな日々が待っているだろう。


「でも……」


　葉流華は手を振ふって話を終わらせる。


「決まり決まり。これでいいだろ、麻衣香姉」


「……いいわよ」


　風椿の長女は、苦々しい表情を崩くずしてなかった。


「ただし条件をつけるわ。玖里子、式森和樹を私のところに連れてきなさい。ちゃんとあなたのものになったか、確認させて」


　眼めをしばたたかせる玖里子。


「麻衣香姉……それはどういう……」


「意味は自分で考えなさい。そうね」


　彼女はちらりとカレンダーを見上げた。


「一週間後。この家に式森和樹を連れてくること。そこが限界。葉流華も私も海外に行ってしまうから。分かったわね」


　否も応もなかった。麻衣香がこれ以上の要望を聞くつもりが無いことは、誰にでも理解できた。





　　　　○





　翌日。宮みや間ま邸てい。


　この家は大人数で住んでいるが、かなり間取りに余よ裕ゆうはある。もっともプライベートな空間がある程度確保されると人間は満足してしまうことが多く、ただの倉庫代わりになっている部屋も多い。


　一番利用頻ひん度どが高いのはリビングであった。大画面のテレビがあるのとそもそも広いので、皆みなでごろごろするのに都合がいいのである。今はそこに、五人の男女が勢せい揃ぞろいしていた。


　中心には玖里子。彼女はさっきから頭を下げていた。


「……というわけで、和樹を連れていきたいの」


　事情を聞かされた他四人は、ぽかんと口を開けている。中でも顔つきからなにから変化が激しいのは、やはり宮間夕ゆう菜なであった。


「なっ……なんですかそれは！　許せません!!」


　怒おこり方もいつもより強きよう烈れつである。


「和樹さんをものにするなんて、そんな……！　わたしだってまだなにもしてないんですよ！」


「ものにすると言っても、ほら、あれ……」


　玖里子がなんとか説明しようとするが、


「あれってなんですか。ものにするんだから、あれなんじゃないんですか」


「まあ、そんな感じかしらね……」


「玖里子さん！」


　夕菜は口から火を吐はかんばかりの怒り方であった。


　神かみ城しろ凜りんはそれより少しだけ冷静である。


「それで玖里子さんは承知したのですか」


「した」


「何な故ぜです」


「だってそうしないと、あたし結婚させられるのよ！」


　いかにも困った表情で、玖里子は答える。頭を抱かかえていた。


「見たことも聞いたこともない男と。写真だけちらっと見たけど、全然タイプじゃないフケ顔よ。顔は我が慢まんできても性格が無理。二十になるまで母親に着き替がえを手伝ってもらってたんだって。あたしなんでそんなマザコンと結婚しなきゃなんないわけ!?　いくらなんでも限度があるわよ！」


　いつもの強気な彼女とは違い、心底困っているようである。


「凜、あんた結婚したい？」


「いや……それは将来の話ですから」


「わたしは和樹さんとすぐにでも結婚したいです」


　夕菜が喋しやべるが、玖里子は手で制する。


「それは好きな男とでしょう。見ず知らずの男と結婚するのは勇気がいるなんてもんじゃないわ。東京タワーのてっぺんから飛び降りる方が、まだ楽ってもんよ」


　夕菜の怒いかりも凜の呆あきれも徐じよ々じよにほぐれていき、玖里子への同情の念が強まっていく。女の子同士、気の毒に思える気持ちが上回った。


　和樹もそんな彼女を不ふ憫びんに思っていた。彼は玖里子の姉、麻衣香と葉流華に会ったことがある。どちらも風椿の女性らしく個性が強く、頭も良い。年上で人生経験も積んでいるだろうから、太た刀ち打うちするのは難しそうだ。


　しかし話のキーになっているのは、なんと自分である。


「うー」と唸うなっていた玖里子が、ゆっくりこっちを見た。


「ねえ和樹……あたしのものになってくれる？」


「ええっ……！」


「玖里子さん」


　また抗こう議ぎをする夕菜。ただその台詞せりふは、前よりはきつくはない。


「分かってるわよ夕菜ちゃん。借りるだけ。オーバーな言い方じゃなくてあたしの人生がかかってるんだから。怒らないで」


　手を合わせて拝む玖里子。夕菜も絶対に反対するつもりはなかったようで、「分かりました」と承しよう諾だくしていた。


「凜は文句ないわよね」


「…………」


「凜？」


「ええ、そうですね。ありません」


　少し間が空いてから、返事がくる。どことなく不服そうだが、さすがに反対はしない。


「舞まい穂ほちゃんは……」


「別にいーよー」


　ぴょんぴょんと飛とび跳はねつつ、栗くり丘おか舞穂が答える。


「玖里子さんと和樹君の情事を教えてくれればいいからー」


　その台詞は、全員が聞かなかったことにした。


　玖里子はほっとして、胸をなで下ろす。大げさではなく、本心から安あん堵どしていた。


「これで一安心だわ……。あの麻衣香姉に対たい抗こうすんのは辛つらいけど、なんとかしのがないとね」


「そんなに大変なんですか」


　と夕菜。


「大変なんてもんじゃないわよ。麻衣香姉は実家だけじゃなくて、風椿グループすべての権力者なんだから。変にごまかすと見み抜ぬくだろうし。葵学園の理事だってやってんだから、口先ばかりの噓うそでなんか絶対にごまかせない──」


「あのー……」


　恐おそる恐る、和樹が切り出した。


「念のために訊ききますけど、僕の意思は？」


　女の子たちは全員、こいつはなに言ってるんだ、という目つきをしていた。


「和樹さん……お友達のピンチに協力しないんですか」


「男らしくないぞ式森」


「にゃー、和樹君だらしないー」


　ブーイングが殺さつ到とうする。玖里子がじろりと睨にらみながら言う。


「あんた、ここで嫌だって言うつもり？」


「そうじゃありませんけど、やっぱり僕の気持ちってものも……」


「式森和樹の協力は大前提なの。絶対に動かせないわけ」


　玖里子がずいと顔を近づける。


「分かった？」


　拒きよ否ひはあり得ない。彼は「はい」と返事をしていた。





　ささやかな疑念は封ふうじ込こめられ、全員の意思が一いつ致ちしたのはめでたいとして、さてどうすればいいのか。


「式森和樹をものにした」のを証明しなければならないのである。それも麻衣香の前で。


「それって、麻衣香さんの前だけですか？」


　夕菜の言葉に、玖里子は少し首をかしげる。


「どうかしら。葉流華姉が出国する前に期限を切られたのよ。もしかしたら、姉さんたち全員がいるのかも」


「うわあ……」


　和樹は嘆なげいた。ただでさえ知らない人の前に引っ張り出されるのが苦手なのに、おっかない女性が四人ときた。


「小手先のごまかしはききませんね」


　凜が呟つぶやく。


「そうなの。とすると、本気でやらなきゃってことに……」


　本気という言葉に、夕菜の眉まゆがぴくりとするが、さすがになにも言わない。代わりにたじろいだのは和樹である。


「く……玖里子さん。本気ってなんですか」


「本気は本気よ」


　彼女は当たり前すぎる返答をしてくる。その台詞を舞穂が引き取る。


「にゃー、本気ってことはつまり×××××が×××になって、×××××××が××××……」


　凜が素す早ばやく手を伸のばして口を塞ふさぐ。もがもが言い続けているが、剣けん豪ごう少女は手を離はなさなかった。


「……舞穂ちゃんのエロトークは忘れるとして、あたしと和樹は本気になんなきゃいけないの」


「えっと……その本気ってのは、本気で噓をつくってことですよね」


「本気でやるの」


「だから本気の噓」


「本気なの。いいこと和樹、あたしとしては人生の瀬せ戸と際ぎわに立たされているわけ。半はん端ぱな気持ちじゃ麻衣香姉に勝てないのよ。あんたも本気になって」


　だから本気の内容が気になるんですと、彼は口の中で呟いた。


　玖里子は腕うで組ぐみをしてソファに座り直した。


「ようするに和樹が本当にあたしのものになったって、証明すればいいのよ」


「はあ。僕になにをしろと」


「アイディアない？」


「その……付き合ってるって、誰だれかに証言してもらえばいいんじゃないでしょうか。事情を話せばいいんで」


「誰よ。あんたのクラスの子？」


　それは無茶もいいとこだ。こんなネタを二年Ｂ組の連中に話した日には、翌日にはアマゾンの奥おく地ちにまで知られている。ついでに根も葉もない噂うわさがつく。


「じゃあ夕菜たち……」


「考えたけど弱いわ。麻衣香姉、葵学園の理事だって言ったでしょ。あたしたちの交友関係くらい知ってるわよ」


「じゃあ山やま瀬せさん……」


「それは……千ち早はやが嫌いやがるんじゃない？」


　その台詞に、夕菜と凜も同時にうなずいていた。和樹には理由が分からない。


「へ？　なんでです？」


「なんでもよ」


「意味分かりません」


「分かんなくてもいいわよ。千早も気の毒ね。それより、対策考えないと。アイディア出しに協力して。お願い」


　いかにも深刻な面おも持もちで、玖里子は懇こん願がんした。


　全員「うーむ」とうなった。麻衣香が葵学園の理事というのが難点だ。全生徒の交友関係まで把は握あくしているとは思えないが、自分の妹のことなら結構なところまで知ってるだろう。ここの家で同居していることも、とっくに承知しているはずだ。


　その時、ようやく凜の手から脱だつした舞穂が言った。


「にゃー、写真」


「なに？」


　虚きよを突つかれ、和樹は戸と惑まどう。


「写真にするのー。和樹君と玖里子さんが色々してるところを撮とって、アルバムにして見せるー」


「ああ、なるほど……」


　確かにそれなら物的証しよう拠ことなりうる。言葉だけではなくはっきりとしたものなのだから、誰にでも理解できるだろう。


　しかし。


「で、舞穂ちゃん。色々してるところって……？」


　舞穂はにっこりとした。


「決まってるのー。あのねー」


「いや、いい」


　和樹はなにか言われる前に制した。瞬しゆん時じに理解できた。どうせ例の伏ふせ字じである。確かにそれなら証拠だろうが、道徳的に問題がある。以前もラブホテルで変な形をした木馬に乗せられて、酷ひどい目にあったのだ。


　こりゃ駄だ目めだと思ったが、玖里子は身を乗り出した。


「それ、いいわね」


「くっ、玖里子さん!?」


「生なま半はん可かな手段じゃ麻衣香姉に見抜かれるのよ。だったら徹てつ底てい的てきにやった方がいいわ」


　悲ひ壮そうというか玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの司令官みたいな語調だ。よく見ると、彼女の瞳ひとみはどんよりとして、濁にごりを帯びている。うっすらとだが目の下に隈くままでできていた。


「あたしは身体からだを張るわよ。和樹、あんたもやんなさい」


「いや、でも……」


「やんの！」


　命令口調に、和樹はきょろきょろと室内を見回し、助けを求める。だが凜も、大変珍めずらしいことに夕菜まで玖里子に同情的であった。


「倫りん理りとして問題がありますが……しかたありません」


「和樹さんが汚よごされるのは嫌ですけど、できるだけ協力を……」


　ええっと悲鳴を上げる和樹。なんとか窮きゆう地ちを脱しようと頭を絞しぼった。


　もちろんいい案なんて出てこない。


「……どうやるんですか。下へ手たなことはできないんでしょう」


「だから徹底的によ。麻衣香姉が引くまでやるわ。ドン引き上等。デジカメ、あったでしょう」


「あるよー」


　舞穂が返事。


「デジタルビデオもあったわね。あとフィルム式のカメラも。ネガも提出すれば合成じゃないって分かるでしょう」


　玖里子は不安を吹ふき飛ばすかのように大声を出した。


「こうなったら勝負よ。あんな変な男と結けつ婚こんなんかしないからね！」





　　　　○





　玖里子は率先して準備をした。そろそろ夕方になるが、「むしろその方が都合がいい」と彼女は断言した。


「夕暮れの方が、写真が淫いん靡びになるでしょうが」


「淫靡……」


「淫靡でも猥わい雑ざつでもなんでもいいわよ。それくらい気合い入れろってこと」


　先頭きって歩き出す。腕うでには撮さつ影えい機材を抱かかえたまま。なんだか前に新聞部の取材でやらされたのに似ている。


　ただ今度はもう少し深刻である。


「で、なにからするんです？」


　家から離れたところで止まる。和樹が訊いた。


「まずデートのシーンよ。たまたまデート中に写真を撮られたってことにする」


　玖里子は撮影機材を舞穂に渡わたす。夕菜と凜は、通行人が来ないようにする見張り役。


「芸能人みたいですね。僕たち、パパラッチに狙ねらわれる理由とかありました？」


「いいのよ」


　玖里子が強引に、和樹の腕に自分の腕を絡からませた。力が強い。


「い、痛いですよ玖里子さん」


「我が慢まんすんの」


　それから引きずるようにして歩き出す。和樹も仕方なく歩いた。


　玖里子は和樹よりも背が高い。おかげで腕を引っ張り上げられるハメになった。これでは連行される犯人だ。痛いので顔は引きつり、ますますなにかの犯人じみている。


「……にゃー、なんか変ー」


　カメラを持ったまま、舞穂が文句を言う。


「顔がこわばってるー。玖里子さん怖こわいー」


「取とり繕つくろってる余よ裕ゆうがないのよ」


「でもデートっぽくないよー」


「写真技術でなんとかして」


　それでは合成写真と変わらないのではなかろうか。


　二人は、というか玖里子が一方的にずんずん歩き、舞穂が仕方なくシャッターを押し続ける。


「……こんなもんでいいかしら」


「……いいんじゃないですか」


　解放され、和樹は腕をさすった。玖里子も荒あらく息を吐はいている。


「舞穂ちゃん、ちゃんと撮れた？」


「んー」


「言わなくていいや」


　撮り直しになってはたまらない。それこそあとでパソコンに取り込み、修整するしかなさそうである。ネガは出さない方向で。


「さあ次よ。夕菜ちゃんと凜にも協力してもらうつもりなんだけど」


「なんですか」


「二人が不良に扮ふんしてあたしたちに襲おそいかかり、和樹が撃げき退たいするってシーン」


「……リアリティが」


　和樹はさすがに苦情を言った。自分で言うのもなんだが、噓うそくさいにもほどがある。夕菜も呆あきれていた。


「なんでわたしが不良なんですか」


「暴力を振ふるうところが重要なの」


「そんなことしません」


「してるじゃない。魔ま法ほうで」


　和樹としてはうなずける意見でもあるのだが、やはり不良に扮するのはおかしい。以前に同じようなことをしてたとしてもだ。


「分かったわよ、じゃあ撤てつ回かい」


　玖里子は手を振る。


「もっと別なのやるわよ。えっと……」


　彼女は辺りを見回す。眼が血走っているので、ちょっと怖い。


「あそこあそこ」


　指をさす。公園があった。あまり大きくはないが、通学の途と中ちゆうにあるので、彼らには馴な染じみが深い。


「あそこで撮るから」


　小走りに近寄っていく。子供たちが何人か遊んでおり、やってくる高校生の集団を、不思議そうに見ていた。


　玖里子はベンチを見つけると座った。


「和樹、あんたも座んなさい」


「はい」


　素す直なおに従う。二人は並んで腰こしかける格好になった。


「仲の良い二人が公園でいちゃつくってシーンだから。撮って」


　舞穂は首をかしげながら撮影する。いちゃつくというよりは、ただ着席しているだけなのである。変に背筋を伸のばしているので、ポーズもなにもあったものではない。普ふ段だんの玖里子なら、こういうとき和樹にしなだれかかることくらい簡単なのだが、事情が事情なので緊きん張ちよう感かんが先に立っているのであった。


「つまんないよー」


「さっさと撮る」


　シャッターとモータードライブの音が響ひびいていく。


「さあ次よ。和樹、あの草むらに行って」


「は？」


　この公園は手入れが行き届いていないので、うっそうとした草むらがある。その中に入れと言う。


「なにするんですか」


「あたしとのデートに興奮した和樹が、草むらに引きずり込んで襲いかかるのよ」


「げ！」


　和樹は跳とび上がった。


「なんですかそれ！」


「これならあたしは力ずくで和樹にものにされたことになるでしょう」


「玖里子さんが僕をものにするんじゃないんですか!?」


「この際どっちでもいいわよ」


　狼ろう狽ばいする和樹だったが、玖里子は本気だ。なにしろ目つきが尋じん常じようではない。


「ちょっと玖里子さん！　それは認めません！」


「破は廉れん恥ちすぎます！」


　さすがに夕菜と凜も抗こう議ぎ。だが玖里子は、怒おこったときの夕菜並みの恐きよう怖ふ視線を、一同に浴びせた。


「こっちは未来がかかってるのよ！　あんな結婚をしないためなら、鬼おにでもなんでもなるわ。夕菜ちゃんと凜は見張り！　早く！」


　迫はく力りよくで抗議を封ふうじ、彼女は和樹を強引に引っ張る。


「さあおっぱじめるわよ。さっさと押おし倒たおしなさい」


「なんか変ですよ！」


「いいのよ！」


　騒さわいでいると、遊んでいた子供たちがやってきた。どの子も興味深げだ。


「ねー、お姉ちゃんたちなにやってるのー？」


「虫取りー？」


　慌あわてて夕菜と凜が立たち塞ふさがり、見えないようにする。


「なんでもありませんから。ちょっとした……遊びです」


「小さい子が見るものではない」


　子供たちは見たい見たい、僕もやると騒ぎ出した。禁止されるとやりたくなるのは子供の性さが。文字通り首を突つっ込こもうとしている。


　夕菜はたまらず言った。


「早く終わらせてください！」


「終わらせるわよ！　どうせ和樹は早いわ！」


「なんの話ですか！」


　和樹は声こわ高だかに異議を唱える。玖里子が無理に引っ張るため、二人は草むらに頭から倒れ込んだ。




[image: ]


「いてて、なんか枝が！」


「新しいプレイよ！」


「痛い痛い……うわっ、なんかズボンに虫が！　足がたくさんある！」


「我が慢まんしなさい。あたしなんかさっきから鳥が突つついてるわよ」


「頭の上に巣があるんですよ！」


「気にしなーい！」


　玖里子の命令と和樹の絶ぜつ叫きようが、公園中に響き渡っていった。




　第二十八話　玖里子、結婚する　下







「そもそも、こんなことでうまくいくわけなかったのよ」


　風かぜ椿つばき玖く里り子こが断言した。式しき森もり和かず樹きはうんざりして、


「言い出したのは玖里子さんですよ」


「うまくいく訳なんかないって、最初から思っていたわ」


「僕も思ってました」


「思ってんなら止めなさいよ」


「止めたじゃないですか。聞いてくれなかったけど」


「女は人生がギャンブルなのよ。道を踏ふみ外はずす前にストップかけるのが男の役目よ」


「初耳ですそれ」


　いつもの家にいつものリビング。焦あせりを見せている玖里子に、疲つかれたような和樹。そんな二人を呆あきれたように眺ながめる宮みや間ま夕ゆう菜なと神かみ城しろ凜りん。なんであろうと楽しそうな栗くり丘おか舞まい穂ほ。


　五人の態度はそれぞれバラバラであり、時計の針だけが無情に進んでいた。


　ガラス製のテーブルの上にはプリントアウトされた写真が散らばっている。玖里子が「結けつ婚こんにもちこまれないようにするため」撮とったものであった。


　相手は無論和樹。もはや二人が深い関係になっていることを証明するために、あちこちで撮さつ影えいしていた。しかし出来は、はっきり言ってよろしくない。


「あー、こんな写真じゃ駄だ目め」


　玖里子が頭を抱かかえた。


「どれもこれも、和樹が心底困っているのよ。あんたあたしに恨うらみでもあんの？」


　和樹は両手を振ふって反論する。


「だって、玖里子さんが強要するからですよ。僕にだって心の準備が」


「これじゃあたしが襲おそいかかっているみたいじゃない。見てこれ。あんた涙なみだ浮うかべてるわよ。裁判で持ち出されたら、あたし負けるわ」


「僕も勝てる気がします」


「もっとちゃんとしないと……」


　なにが「ちゃんと」なのか和樹にはいまいち不明だった。元々無理がある上に、やってることも無茶苦茶である。噓うそに噓を塗ぬり重ねるというか、フィクションすぎた。


　はじめからやり直すとなると、今度は時間がない。玖里子の姉たちと会う日は、目前まで迫せまっている。


「どうするのです。いっそ玖里子さんが風か邪ぜをひいたことにでもしますか」


　と凜。


「病気だったらお姉様方も納得されるでしょう」


　玖里子は即そく座ざに否定した。


「麻ま衣い香か姉ねえは絶対許してくれないわよ。無理にでも連れ出されるから。体調管理も上に立つものとして重要だって言うんだもん」


「理り屈くつではありますが」


「二、三日姿をくらませたらどうでしょう」


「追ってくるわよ。麻衣香姉の組織力なら、三十分もあれば見つけられるわ。南半球に逃にげたって無理」


　本気でやるだろう、と思わせるところが恐おそろしかった。玖里子は今にも死にそうな顔をしている。


　夕菜が心配そうに訊きいた。


「じゃあどうするんですか。もう手なんかありませんけど」


「んー……このままで行くしか……」


「にゃー、いい方法があるよー」


　舞穂がにこにこしながら喋しやべっていた。


「……一応訊くけど、どんなの？」


「あのね、写真をアメリカの×××って本の切きり抜ぬきと交こう換かんして、あとインターネットのサイトで……」


「はいはい、そこまでそこまで」


　予想していたのか、玖里子はさっと制する。同時に凜が口を塞ふさいだ。このあたりの動きは皆みな慣れっこである。


　この場はこれで収まったものの、玖里子の結婚に関してはなんの解決にもなっていない。勝手に決められるのは誰だれだろうと確かに嫌いやで、聞いた和樹たちも驚おどろいた。しかし、いい手はない。


「で、この写真はどうするんです？」


　凜が訊く。これでも高価な機材と数日潰つぶして撮った写真である。おまけに無む駄だに高額の印画紙を使っていた。


　玖里子はどんよりとした眼めで答える。


「一応実家に送る。悪いけど出しておいて」


「それは……怒おこられるのでは……」


「いいわよ。勘かん当どうにでもなったらなおいいわ。あと着ちやく払ばらいね。せめてもの嫌がらせで」


　彼女にしてはせこい手段である。


「本当に手がないんですね」


　夕菜が言う。


「気分は敗戦処理のピッチャーよ。なんかもう負けるのに登板させられるって気分」


「悪い方に考えすぎですよ。姉妹なんですから、そんなに無茶なことばっかり言わないんじゃないんですか」


「麻衣香姉は言うの。あたしの人権なんか無視すんの。国連が子供の権利とか言ったって、あたしだけは別べつ枠わく扱あつかいって思ってんだから」


「でも結婚だなんて、高校生には早すぎますからなんかの冗じよう談だんかも」


「だから本気」


「麻衣香さんに、ご自分で結婚してって言ってみたら」


「あたしじゃなきゃ駄目なんだって。麻衣香姉は別の男と結婚するつもりなのよ。なんてったかしら。アメリカの富ふ豪ごうの次男」


　あの姉は、誰と結婚しようとまるで気にしてない、と玖里子は語った。


「数年で離り婚こんして、慰い謝しや料りようを山のように取るつもりなんじゃないかしら」


「いくらなんでも、それは」


「あー、どうしよ。夕菜ちゃん、こうなったら実家に乗り込んで、魔ま法ほうで爆ばく破はしてくれない？」


「わたしをなんだと思ってるんですか」


「葵あおい学園の核かくミサイルと呼ばれる夕菜ちゃんならできるでしょ」


「……初耳です」


「あたしが今でっち上げたのよ。うー」


　彼女は微び妙みような冗談を言ってしまうほど、切せつ羽ぱ詰つまっていた。


　時間だけがどんどんと過ぎていく。玖里子の悩なやみは深く、それにつれて夜も更ふけていった。


　もはやかけるべき言葉も見つからず、和樹たちはじっと玖里子を見つめている。その玖里子の顔は、高速度カメラのように頰ほおがこけていき、目の下に隈くまができていった。


「……仕方がない」


　ぽつりと言った。


「このまま会いに行くわ」


「諦あきらめたんですか!?」


　和樹が言う。


「なんとか抵てい抗こうする。最後は自殺するって騒さわぐ。それでなんとかする」


「あの人、自殺くらいで考え変えますか？」


「……変えないと思うけど、いい」


　悲ひ壮そうとまでは言わないが、それに近い決意だ。姉妹喧げん嘩かとしては実力に差がありすぎるので、自じ爆ばく覚かく悟ごでないと通用しないのだ。しかもその戦法すら怪あやしいときてる。


「分かりました。えーと、頑がん張ばってください」


　玖里子は、濁にごった瞳ひとみを和樹に向けた。


「あんたも来るのよ」


「……やっぱりそうですか」


「そうよ」


　和樹はしばし考え、一応抵抗してみることにした。


「僕、初対面の人とか苦手なんですが」


「それがどうしたの。逆に好都合ね。一いつ緒しよに苦しみなさい」


　彼女はそれだけ口にして、反論に蓋ふたをした。





　　　　○





　そして当日。


　和樹は玖里子に連れられ、風椿の屋や敷しきに来ていた。


　タクシーを降りて、門を見上げる。以前、パーティーに呼ばれたことがあるが、ここの家は本当に大きい。面積もさることながら都内にあるのがすごい。固定資産税もかなりのものになると思われた。


　玖里子個人の持ち物ではないが、家族なのだから自由に使ってもいいはずである。なのに彼女の顔色は、タクシーに乗ってからずっと悪いままだった。


　逆に和樹は、抵抗しても無駄だと分かったのでリラックスしている。


「玖里子さん、お腹なか、痛いんですか？」


「痛いのは頭よ。あとこれからの人生全部が激痛だわ」


「オーバーな……」


「あんたも麻衣香姉のことは知ってるでしょう。やると言ったら必ずやる人なのよ」


　まるで幽ゆう霊れいみたいな表情だ。そもそも、迎むかえの車が来るはずだったのに、断ってタクシーに乗るあたりが、心情を表している。なるべく実家の雰ふん囲い気きのあるものに触ふれたくなかったのだ。


「あー……こんなことなら電車にすればよかった。もし事故れば来なくてすんだわ」


「遅ち刻こくの言い訳みたいですね」


　玖里子はじろりとひと睨にらみ。


「あんたがもう少しまともだったら、こんな悩まなくてすんだのよ」


「あれじゃ無理ですよ」


　質の悪い自主制作映画みたいになったのだ。期待をかけるだけ損をすると和樹は考えていた。


「そっちじゃなくて」


「は？」


　首をかしげる和樹。


　玖里子は「もういいわよ」と言っていた。心なしか、さらに顔色が悪くなった気がする。


　彼女は門の前で何度もため息をついていた。和樹はとっくに諦めている。


　鉄製の門がきしみを上げて開く。中から、初老の男性が出てきた。


「お帰りなさいませ、玖里子様」


「どーも、村むら井いさん」


「お姉様方がお待ちです」


　二人は執しつ事じの案内で邸てい内ないを歩いた。


　何しろ広いので、門から屋敷までかなりある。手入れのされている庭のため、和樹は見ているだけで楽しかったが、玖里子は死にそうになっていた。


　屋敷内に入る。彼女はそろそろ心臓が止まりそうであった。


「和樹……」


「はい？」


「救急車呼んでくれる？」


「嫌ですよ」


　シャンデリアの下がったホール。奥おくの扉とびらから現われたのは、和服を着た若奥様であった。その女性は和樹を見て、にこりとする。


「いらっしゃい。あなたが式森さんね」


「はい……？」


　彼女は「姉の柚ゆ美み恵えです」と名乗った。和樹は急いで「式森です」と挨あい拶さつをする。


「ようこそ。狭せまいところですけど、くつろいでね」


「狭……い？」


　和樹は玖里子に囁ささやいた。


「ここ広いですよね」


「そうでもないわ。都内はやっぱり土地の規制があるから。カナダにある別宅の方が何十倍もあるわよ。敷しき地ち内に山と湖あるし」


「は……」


「いくら広くても、あたしの気持ちはぎゅうぎゅう詰づめだけどね」


　なにを話してもネガティブになるようであった。彼女は諦めきったように、姉に言う。


「柚美恵姉、麻衣香姉は……」


「奥にいるわよ」


　長い廊ろう下かを指さす。


「仕事はいいの？　日本にいたって山ほどあるんでしょう」


「あるはずね。ＵＡＥの原油とブルネイの天然ガスの輸入仲ちゆう介かい。アメリカの小麦とアルゼンチンの大豆とブラジルのトウモロコシの買い付け。あと別商社との合がつ併ぺい問題に銀行を怒ど鳴なる仕事。全部部下に任せたって言ってたわ。よっぽど玖里子に会いたかったみたい。姉さん、今日って決めたら必ずやる人だから」


「延期にしてくれてもいいのに」


「風か邪ぜだってひかないんだから、無理ね」


　柚美恵は村井に下がっているよう告げると、和樹の方を向いた。


「私が案内しますから。玖里子、あなたは麻衣香姉さんの相手をしていて」


「え……なんで!?　あたし麻衣香姉と一緒にいるの!?　もしかして二人きり!?」


「葉は流る華かが一緒にいます。たまには悪くないでしょう」


「悪い！　あんなおっかない人が二人も……」


「身内の悪口を言ってはいけません」


「だいたい和樹をどうするつもり……」


「いいから」


　柚美恵は和樹と玖里子を強引に引ひき離はなした。まるでガードするように連れて行く。ちょっとだけ振ふり返かえったが、玖里子は途と方ほうに暮れていた。


　仕方ないので、二人きりで大きな家を歩く。玖里子の姉は和服姿で動きづらそうに見えたが、慣れているのか歩行にもよどみがない。


　恐おそる恐る訊きいてみる。


「あの、僕をどこに」


　彼女は直接の返事をしなかった。


「写真を見ました」


「え」


　悪い予感と共に、心臓が跳はね上がる。


「ど……どうでした」


「写真だとは分かったのですが、封ふう筒とうに『覚かく悟ごして開けるように』と書いてありました。珍めずらしいですね」


　誰だれの仕し業わざだ、と和樹は心の中で呟つぶやく。


「ユニークと言えないこともないですけど、姉を説得するのは難しいですね」


「でしょうね」


　同意せざるを得ない。


「十枚中九枚で式森さんが泣いているのもちょっと。姉に見せる前にしまっておきましたから、眼は通してないはずです」


「……ありがとうございます」


　とりあえずほっとした。あんなものを見せられた日には、結けつ婚こん云うん々ぬんを抜ぬきにするとしても、高校生活で多大な支障がある。葵学園の理事である麻衣香は、寄付金の額がトップなのだ。


「でも、なんで見せなかったんですか」


「私たちにも事情がありますから」


　和樹は気づかなかったが、複数形であった。


　洋風の屋敷なのに、廊下はうねうねしていた。どうやら増築を繰くり返しているらしい。よく手入れのされた庭も見えるので、それほど飽あきることはない。


「時に式森さん」


「はい」


「失礼な質問になってしまいますが……ご実家はどちらに？」


「東京の西です」


「御両親は？」


「元気です。父は神社の神主だったんですが……」


「あら、そうなのですか」


「今は違ちがうんです。辛しん気きくさいから嫌いやだって言って、サラリーマンになっちゃいました。おもちゃのメーカーで働いています」


「まあ」


　彼女はくすくす笑った。


「すみません笑ってしまって。信心が少し変わってますね」


「ええ。僕が言うのもなんですけど、おかしな父親です」


「私の夫の実家も、そういう方が多いんですよ。遊び人ばかりで、博打ばくちの才能があるんですって。会社経営なんてギャンブルと同じだなんて言われました」


「はは……なんで僕に、そんなことを？」


　柚美恵はにこやかなままで、返事をしなかった。


　またしばらく歩き、彼女はようやく離れのような部屋で立ち止まった。ノックをしてから扉を開ける。


「江え美み那な、式森さんを連れてきたわよ」


　雑誌を読んでいた女性が顔を上げた。やや幼いところを残す顔立ちだが、和樹よりは明らかに年上だ。はじめて見る人なので、きっとこの人が風椿家の四女だろう。


「どうぞ座って」


　彼女は和樹を座らせてから、「玖里子の姉の江美那です」と自己紹しよう介かいした。


　二人とも美人だなあと和樹は感じていた。柚美恵は清せい楚そで純和風であり、江美那は芸能人のような華やかさを持つ。以前出会った葉流華は知的なクール系だし、麻衣香は美人女社長という単語がぴったりだ。美形の家系なのだろう。もちろん玖里子も綺き麗れいなのだが。


「なにか飲む？」


　江美那が訊いてきた。断ろうかと思ったがそれも失礼になるかもしれないので、「なにか温かいものを」とお願いする。


　彼女は小さいベルを鳴らす。どこにいたのか村井が飛んできた。初老の執事は飲み物の要望を聞くと、一礼して引き下がった。


　しばらくしてから、村井がお茶を淹いれて持ってきた。三人の前に置く。急きゆう須すとポットを運んでから下がる。


　和樹は口をつけた。が、まだ緊きん張ちようしているので味がよく分からない。あたりまえだ。初対面で、しかも美人二人に招かれたのだ。


　その二人は、じっと和樹を眺ながめていた。


「あの……」


　彼はたまらず訊く。


「なんの用でしょう」


「ねえ、式森さん」


　柚美恵は答えず、聞き返した。


「あなた、風椿の財産は欲しいですか？」


「へ……？」


「風椿グループは全世界で千社以上。家の資産は国内で五十か所以上の不動産に、数千億円単位の金きん融ゆう資産。世界に広げるとその十倍以上になります。全部とは言いませんが、一部でも手に入れられるとしたら、どうします？」


「ええっとそれは……なんの話です？」


「財産の話です。あなたの年でこれだけのお金が使えることは、そうはありませんよ」


「冗じよう談だんは止やめてください」


　和樹は目の前で両手を振る。


「なんの話なんですか」


　二人は顔を見合わせる。それから咳せき払ばらいをして、江美那が話しはじめた。


「知ってると思うけど、姉の麻衣香が、玖里子に結けつ婚こんしろって言ってるの」


「聞きました。玖里子さんすごく嫌がってました」


「そりゃ嫌よ。わたしたちは自分の意思で結婚したし、するんだけど、あの娘こは違うの。政略結婚。高校三年生でそんなことを言われたら誰だって頭に来るわ」


「ええ。ですから、協力して……ま、色んなことを」


　資源の無む駄だ遣づかいと化した写真のことを思い出す。


「それでね、わたしたちは玖里子が嫌がる結婚をして欲しくないの」


　和樹は少し意外な気がした。姉妹による総意だと思い込んでいたのだ。


「でも麻衣香さんは……」


「麻衣香姉は本気。で、わたしたちも本気。玖里子はちゃんと幸せになんなきゃ駄だ目め」


「政略結婚なんて、あの娘こには重すぎます」


　と柚美恵。


「風椿の事業は十分成功しているのですから、焦あせらなくてもいいのです。麻衣香姉さんは前に走りすぎます。そう思いません？」


「僕は難しいことはちょっと。でもその、どうして皆みなさん、そんなに反対してるんですか」


「それは簡単。わたしたちは玖里子が可愛いの」


　江美那が言う。


「あの子がうちに来たときは、まだ小さかった。ちょっと内気で、人見知りをしてて、でも本当に人形みたいだったわ」


　笑いながら柚美恵が喋しやべった。


「江美那はお姉さんぶっていたわね」


「当たり前よ。末っ子だったわたしにあんな可愛い妹ができたんだから。嬉うれしかったわよ。あちこち遊びに連れて行ったわ」


「これ覚えてる？　玖里子はあんまり笑わなかったから、みんなでコントのビデオをずっと見せていたわ」


「柚美恵姉、落語聞かせていたじゃない。子供には分かんないわよ」


「いいの。ああいう文化に触ふれることも必要です」


　二人は本当に楽しそうだった。心の底から玖里子のことが好きなんだと分かる。ちょっと怖こわいところがある麻衣香とは大おお違ちがいだった。


「でも……玖里子さんは、あんまり……その、楽しくなかったって」


　聞いた柚美恵は若じやつ干かん悲しそうな顔をしていた。


「ええ。私たちも、自分たちの基準で遊んでしまいましたから。あの娘を孤こ立りつさせてしまったんです。あの娘が別の家に入いり浸びたっていたのは、私たちのせい」


「それにお母さん……わたしたちの産みの母じゃなくて、後妻で来た玖里子の母親は、玖里子に辛つらく当たったのよ。立場が立場だから、そうしたんだと思うけど……あの娘可哀かわい相そうだった。だから余計責任を感じている。玖里子は幸せにならなきゃ駄目」


　江美那も言いい添そえていた。


「わたしたちは玖里子のためならなんでもするのよ。あの娘はあまり分かってくれないけど……でもいいのよ。だからこの結婚は認めたくないの」


　二人は真顔だった。冗談も噓うそもそこにはない。実業家でも資産家でもない、姉妹としての純じゆん粋すいな感情であった。


　恐おそる恐る、和樹は切り出した。


「ええと、お話は分かったんですけど、僕はなんでここに連れてこられたんですか？」


　柚美恵がにこりとして。


「先ほど、ちょっとだけお話ししましたわ」


「財産ですか？　でも僕には関係ない……」


　その時、ノックもなしに扉とびらが開いた。


　入ってきたのは、黒っぽいジャケットをラフに羽織った女性。風椿の三女、葉流華であった。


「ふーっ」


　彼女はちらっと和樹を見ると、隣となりに座った。柚美恵が急須からお茶を入れる。


「お疲つかれ様さま、葉流華。玖里子はどうだった？」


「麻衣香姉と一いつ緒しよにいるよ。面と向かっているだけで、あんま会話してない。ありゃ我が慢まん大会だ。今にガマの油が取れる」


「あなた、もう少し相手をしていなさい」


「やだよ。わたしだってああいう時の麻衣香姉は苦手だ」


　彼女は入れられたお茶をがぶ飲みした。柚美恵が飲むのを待ってから話しかける。


「ねえ葉流華、あなたも玖里子のこと、好きよね」


「ん？　もちろん好きだよ」


　紙巻きのタバコを口に咥くわえた。


「妹のことが嫌きらいなら、姉の必要がないだろ」


　葉流華はジッポーライターで火を点つけようとしたが、和樹を見てから止めた。


「あの娘は幸せになる権利があるよ。連れ子の自分をずっと気にしてたんだ。好きな男くらい自分で選ぶべきだろ」


「葉流華は前に、玖里子と式森さんをデートさせていなかった？」


「させたっていうか、式森君にしてもらった。そこから進展は……見りゃ分かる」


　彼女は、今度はじっと和樹を見る。


「それで、式森君の方は？」


「は……？」


「玖里子は嫌いか？」


「嫌いじゃない……ですけど」


「じゃあ好きってことでいいかな」


「え、なんでそうなるんですか」


「好きになってくれないと困る。玖里子が別の男と結婚する。わたしもデータを見たが、ありゃ酷ひどかった。野良犬の方がまだましだ」


「待ってくださいって。なんか僕と玖里子さんが結婚するみたいじゃないですか」


　和樹としては、冗談を込めたつもりだった。なにしろこっちは高校二年生。婚こん姻いん届とどけも出せない年ねん齢れいだ。


　だが葉流華は真しん剣けんだった。他の二人も。


「そうだよ」


「ええっ!?」


　和樹は泡あわを食った。いきなり結婚。付き合ってもいないのに。


「なんで……僕が玖里子さんと……!?」


「だから玖里子のことが嫌いかどうか訊きいたんだ。ああ、まだ婚こん約やくだぞ。キミは結婚できない年齢なんだからな」


「そうじゃなくてですね！」


「肝かん心じんなことを教えてあげよう」


　葉流華は一いつ拍ぱく置いたが、もったいぶらなかった。


「あの娘は君のことが好きだ」


　今度は声が出なかった。喉のどに詰つまってしまったのだ。


　それはないでしょう、と言おうとしたがやっぱり出てこない。噓だと思いこもうとしたが、柚美恵と江美那もうなずいている。


「姉としては願いを叶かなえてあげたい」


「ぼ……僕の願いは」


「柚美恵姉から聞かなかったか？　風椿の財産が手に入る。わたしもできるだけ協力するよ。欲しいものがあったらなんでもいいなさい」


「そういうことじゃなくてですね」


　おろおろする和樹を尻しり目めに、柚美恵が革のファイルケースに包まれた分厚い書類を取り出した。


「とりあえず、年商十億の会社の取とり締しまり役やくでいいかしら。すぐに式森さんの名前を書き入れますが」


「みみっちいことを言うなよ柚美恵姉。社長にしたらどうだ」


「そうね。ここの三人だけが役員だから、臨時役員会議を開いたことにして……」


「ストップストップ！　ちょっと待って！」


　たまらず和樹は大声を出した。


「会社なんかいらないですよ。なにもできません」


「不動産がいいならやるぞ。飯田橋の高級マンションは、買ったきり住んでないんだ。近くに出版社まである」


「ですから、僕はそういうのはいいんです。なんていうかその……手に負えないんです」


　我ながら情けないとは思うが、そうなのだ。高校生活だけでも一いつ杯ぱいで、月の小こ遣づかいをどうやりくりするかで悩なやんでいるというのに、この上大層なものを背負い込んだらパンクしてしまう。


　柚美恵は和樹を眺ながめると、ファイルを閉じた。


「欲よくがありませんのね」


「小市民ですから」


「そんなのでは、玖里子と結婚したときに尻しりに敷しかれてしまいます。もう少し男らしくしても構いませんよ」


　江美那が同意する。


「そうね。気に入らないことがあったら二、三発殴なぐるくらいの方がむしろ安心」


「ドメスティックバイオレンスじゃないですか！」


「それくらいの気持ちでいてってこと。本当に殴ったら困るわよ」


　本気なのか噓なのか分からなくなってきた。ただ、目つきが真剣なのはよく分かる。


「あのですね、僕は」


　葉流華がタバコの煙けむりを吐はき出して、遮さえぎった。


「君、彼女いるか？」


「いない……ですけど」


「じゃあ今から付き合ってくれ。結けつ婚こんはもちろん前提。玖里子は絶対喜ぶ」


「喜ぶんですか……」


「玖里子だけじゃない。わたしたちも安心なんだ。とにかくあの馬ば鹿かげた男とだけは結婚させたくない。頼たのむ」


　葉流華が頭を下げた。心の中で和樹は驚きよう愕がく。とてもそんなことをするタイプに見えなかったのだ。


　しかも三人の女性全員が頭を下げている。和樹は色んな意味で動どう揺ようした。


「……その、協力するのはやぶさかじゃないっていうか、いいんですけど……」


「結婚してくれるか」


「そうじゃなくて……えーと、玖里子さんを政略結婚させないことには手を貸します。やっぱり気の毒ですから」


「よかった」


　葉流華は壁かべ掛かけの、豪ごう勢せいな時計を見上げた。


「……そろそろ麻衣香姉がしびれを切らす。行こうか」


「えっ、もうですか!?」


「麻衣香姉は即そく断だん即そつ決けつ。待たされることが嫌いなんだ。時じ間かん稼かせぎもこれくらいが限界だ」


「心の準備が」


「歩きながらしてくれ」


　彼女はさっさと立ち上がる。


　他二人の女性も椅い子すを引いていた。予想していたのか、和樹みたいに情けない顔をしてはいない。


「本当にお願いしますね、式森さん」


　柚美恵はすがるような目つきだった。


「玖里子は奔ほん放ぽうに見えますけど、まだ処女なんです。知識だけの頭でっかちですから、ぜひ式森さんにリードしてもらわないと……」


「……へ？」


「いざとなったら関係を結んでください。多少乱暴なことをしても、私たちは目をつむります」


「ちょ、ちょっと、そりゃなんです？　玖里子さんのことが可愛いんじゃないんですか!?」


「姉の私から見ても、玖里子は男の人を知る必要があると思うんです。そうじゃないと麻衣香姉さんとはとても渡わたり合えません」


「え、えっ!?」


　和樹はよりいっそうあわてふためいた。当然のように、葉流華と江美那は動揺していない。むしろいい案だ、という顔をしていた。


「男性を経験するのはいいことね」


　江美那にいたっては完全同意だ。


「あの娘こももっと艶つやが出て、しっとりとしたいい女になると思うわ。今は身体からだばっかり成熟してアンバランスよ。葉流華姉、二人のためにどこか場所を空けてあげてよ」


「ちょうど赤坂のホテル、スウィートルームを借り切っているんだ。あそこなら邪じや魔まも入らないだろうから……」


　柚美恵が横から口を挟はさむ。


「葉流華、式森君をものにしろって言われてるんだから、もうしちゃったってことの方がいいわよ」


「そうだった。じゃあそういうことにして、事実関係はあとからつけるということで」


「なんですかそれー！」


　抗こう議ぎをしたが受け入れられない。それどころか強引に、部屋から押し出された。





　結局、和樹が先頭になって麻衣香と玖里子の待つ場所まで行くことになった。


　屋や敷しきに来たときはあれだけ長く感じたのに、今は一いつ瞬しゆんだった。樫かしの木で出来た扉とびらの前に立つ。


　緊きん張ちようしながら扉を開けた。


　室内には小さめのテーブルと六脚の椅子。そして玖里子と麻衣香が向かい合わせになって座っていた。


　麻衣香は腕うで組ぐみをしたまま。玖里子は両手を膝ひざにおいて緊張している。きっとここに来てからずっと、同じ姿勢だったのだろう。


　和樹はとりあえず、麻衣香に一礼する。彼女は無言で座るようにと促うながした。


「これで当事者たちが揃そろったわね」


　と麻衣香が言う。


「ずいぶんかかったみたいだけど、なにをしてたのかは訊かないわ。玖里子、あれだけ大口叩たたいたことは実行できたんでしょうね」


　玖里子はびくっとしながらも返事をする。


「で……できました」


「式森和樹君をものにできた？」


「できました。証しよう拠この写真だって」


「写真？」


　そこに柚美恵が口を出す。


「証拠写真みたいなものがあります。姉さんは見てないかもしれませんけど、私たちはちゃんと」


「ふん。どうだったの」


「それは……この場で口に出すのはどうかと」


　恥はずかしがる柚美恵。極道の妻並みに胆たん力りよくのある女性なのだが、和服で恥じらう仕草も似合っていた。他の姉妹も首しゆ肯こうする。


「わたしも見た。あれはポルノだ」


「婚こん約やく者しやには見せられないわね」


　麻衣香はうさんくさそうにしていたが、叱しかったりはしない。和樹にじろりと目線をやって、


「あなたはどうなの？」


「……え？」


「玖里子のものになって満足？　正直に言っていいわよ。家一いつ軒けん買えるくらいの手切れ金を渡すから」


「満足っていうか……あのですね」


　和樹は唇くちびるを湿しめらせた。


「やっぱり無理な結婚はよくないんじゃないかって。玖里子さんのことを考えると」


「玖里子はどうなの？」


　今度は、さきほどとは比べものにならないくらい、鋭するどい視線が飛んだ。


「それでいいの？」


「…………」


「私に逆らうの？　あなたの意見一つで家の将来が決まるの。ぐずぐずしている暇ひまはないのよ」


「その……」


「なあに」


　玖里子はきっとして顔を上げた。


「あたしは逆らいます。和樹がいいです」


　彼女は言い切った。


「見ず知らずの男は御ご免めんです。あたしにだって自分の意思くらいあります。前は麻衣香姉の言うことを聞いて和樹に近づいていました。でも今は、自分の意思です。あたしの」


　きっぱりとした意見だった。誰だれに強制されたものではない、彼女自身から出た言葉だ。


　しばらく沈ちん黙もくが支配する。


「……いいわ」


　冷ややかな視線は消えなかったが、麻衣香は言った。


「麻衣香姉、じゃあ……」


「堀ほり池いけの次男との婚約話はなし。向こうには私から謝あやまっておきます」


「はい……よかった……」


　玖里子は大きく息をついた。他の姉たちも、ほっとしたのが見て取れた。


　麻衣香は軽く首を振ふる。


「決心があるなら、あとは自由にしなさい……まったく、一番下の妹が、いつも手間がかかるのね。あなたがおねしょをした時を思い出したわ」


　玖里子はほんの少しだけ顔を赤くして、


「小さいときの話です」


「私から見れば、あなたはいつまでも小さいわよ」


　麻衣香は立ち上がった。ヒールのためか、背せ丈たけは玖里子よりも高かった。


「これから会議があるから、私は抜ぬけます。葉流華、式森君の面めん倒どうを見てあげて。江美那はニューヨークに連れん絡らく。柚美恵、たまには旦だん那なさんのところに早く帰ってあげなさい」


　そして廊ろう下かに出ようとして、足を止めた。


「玖里子」


「……はい？」


「あの写真、もっとちゃんと撮とりなさい。あれじゃ幼よう稚ち園えん児じだってごまかせないから」


「……え、見たんですか!?」


「見たわよ」


　それだけ言うと、彼女は振り返らずに部屋をあとにした。
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　第二十九話　かおりのゲーム人生・その２







　伊い庭ばかおりは常々、仕事は人生を豊かにするためにあるのであり、仕事そのものが目的になってはいけないと主張している。彼女の職業は教師であり、これは大変稼かせぎがいいというのが主張の根底にあるのだ。そんな訳で給料をそのまま趣しゆ味みに突つっ込こむのは当然であり、貯金などしていては人生の半分以上を損すると考えていた。


　その趣味とは何か。ゲームである。家庭用であれアーケードであれ、彼女はゲームに金を投入する。あればあるだけ投入する。ゲームというのは一いち期ご一いち会えであり、今このタイミングを逃のがしたら、二度と巡めぐり会あえなくなるかもしれないのだ。とりわけワゴンで売られているゲームとか。


　これはもはや哲てつ学がくの域に達しており、やっかいなことに一定の説得力を持っていた。この手の消費文化は次から次へと現われては消えていく。目の前を通りすぎたらなくなってしまうかもしれないのだ。かといって財布が空からになるまでつぎ込むのはやり過ぎだが、かおりの中では立派な文化保護活動である。国から表ひよう彰しようされてもいいくらいだと思っていた。


　日曜日、かおりは外をぶらぶらしていた。徘はい徊かいではない。彼女の中ではパトロールである。迷子を保護するためだ。無論、人ではなくゲームソフト。しかもあまり売れていないやつ。普ふ通つうは保護とは言わないが、彼女はいつも大いばりで買っていく。


　難点は世に出ているソフトの量に比べてかおりの収入が低すぎること。これでは全すべてのゲームソフトを網もう羅らするという彼女の計画はいつまでも完成することはない。週明けの授業内容をどうするかということより、深刻な悩なやみであった。


　かおりはポケットに手を突っ込み、やたらと軽い財布を確認しながら歩いていた。


　中古ソフト屋を横目に見ながら通りすぎる。あそこは昨日入って、めぼしいものは全て買ってしまったのだ。店員に訊きいて今日は仕入れがないことを確認している。ちなみに彼女はゲームならとりあえず手を出すため、店で「悪あく食じき」と呼ばれていた。


（いくらなんでも少ないな……）


　心の中でかおりはぼやく。およそいい年した社会人が持つ額ではない。


（給料日まであと十日か。売れる物は売っちゃったし、同どう僚りようは金貸してくれないし、こうなったらサラ金か……）


　唸うなりながら、自分の頭をこんこん叩たたく。


（サラ金はやだなあ。闇やみ金きんの方がまだましか）


　どう考えてもその選せん択たくは最悪なのだが、相手が非合法の方が踏ふみ倒たおせると考えているのだ。腕うでっ節ぷしには、それなりに自信がある。


（借りるだけ借りて、警察に通報するか。ヤクザが出てくるとまずいから、あらかじめ組事務所を叩いておいて……駄だ目めだ。なんかめんどくさい）


　特に目的もなく歩き続ける。マンションにいても金が増えるわけではないので外に出たのだが、こうしていて金が入ることも、またない。


（せめて金かね蔓づる。金蔓金蔓……ん？）


　彼女は前方を眺ながめた。顔をしかめると回れ右をしようとする。


　その前に見つけられた。


「伊庭」


　長ちよう髪はつ、高身長の青年が声をかけてくる。そこにいたのは養護教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきであった。かたわらには小こ柄がらな少女、栗くり丘おか舞まい穂ほがいる。親子連れに見えないこともない。


　かおりは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。


「なんだあんたか。前にもこんなことがあったな」


「そうだな」


　紅尉は苦く笑しようしている。以前にも同じようなシチュエーションで出会っている。あのときはゲームショップの真下だった。


「伊庭は散歩か？」


「そのつもりだったけどやめる。どう考えても厄やく日びだ」


「意外と古風だな。厄日や厄やく年どしを気にするタイプだったか」


「アンタに会う日は大だい凶きようなんだよ。なにしてんだ、栗丘まで連れて」


「にゃー、検査してきたのー」


　と舞穂。彼女は独特の魔ま力りよくを持っているため、時々検査をする。その場合は紅尉が立ち会うことになっていた。


「前は神かみ城しろだっただろ。休日潰つぶして、ご苦労なこった」


「先生も潰してるのー？　彼はー？」


　子供のわりに痛いところをつく。男なんかいるわけもない。


「大人は恋れん愛あいなんてめんどくさいもんはしないの」


「にゃ。恋こい人びと欲しくないの？」


「恋愛ゲームなら、ぎりぎり欲しい」


「紅尉先生はー？」


　虚きよを突かれ、かおりは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。横目で長髪の養護教諭を見る。


　平然としていた。


「……あのな、こんな年ねん齢れい不ふ詳しようの化物に惚ほれる女がいるのか。わたしは人間だ」


「紅尉先生はいいよねー？」


「私か。別に構わないが」


　さらりと答えるので、むしろかおりが驚おどろいた。


「こら。冗じよう談だんもほどほどにしろ」


「栗丘君の言うことは、できる限り肯こう定ていするようにしている」


「場合によるだろ。わたしは髪かみばっか伸のばしているような優やさ男おとこには興味ないんだ。金を持っててゲームがわたしよりちょっと弱い男がいい」


　あんまりゲームが強いと、対戦していて腹が立つからである。金は言わずもがな。


　舞穂は首を傾かしげている。


「紅尉先生、お金持ちだよ？」


「だから、ゲームが重要なんだ」


「じゃあ紅尉先生が、伊庭先生よりちょっと弱かったらー？」


　無む邪じや気きな瞳ひとみで見つめてくる。かおりは言葉に詰つまり、急いで頭を回転させた。


「……ないよ」


「えー、つまんない」


「ないの。ゲームがどうだって、紅尉はない」


「紅尉先生ー、ないってー」


「残念だな」


　紅尉は表情が変わらない。苦笑しているようにも見える。舞穂はどこか残念そうに、


「お金持ちなのにねー」


「私もゲームに財産をつぎ込むような連れ合いは御ご免めんだな」


　むっとしたかおりは中指を突き立てた。


「ろくに趣味ももってない男なんか、こっちが願い下げだ。帰って実験でもしてろ」


「わーん。伊庭先生が怖こわい」


　舞穂が紅尉の服の裾すそにしがみつく。養護教諭は彼女の頭を撫なでた。


「気にしないことだ。あれは貧困が精神的不安を招いているだけだ。財布に余よ裕ゆうがないと心も狭せまくなり、文句ばかり出てくる」


「うるさいな」


　薄うす々うす自分でもわかっていたことをずばり指し摘てきされ、かおりは大声を出した。今の彼女は「金持ち喧けん嘩かせず」の逆をいっていた。


「せっかくの休日にケチばっかつけんな。わたしは忙いそがしいんだ。どっかいけ」


　なおも喚わめき立てる。そのかいあって、紅尉と舞穂は豆を撒まかれた鬼おにのように、小走りに遠ざかっていった。


「……ったく」


　大きく息をつく。無む駄だな時間を消費した。


　胸の内に若じやつ干かんの後こう悔かいがやってくる。あんなに文句を言わなくてもよかったかもしれないが、どうもあの養護教諭が相手だとやらずにはいられないのだ。水素と酸素を反応させると水になるのと同じように、ある種の必然なのかもしれない。


　この場から遠ざかろうと、回れ右をする。と、いきなり電でん飾しよくで飾かざられた看板が目に飛び込んできた。


　ローン会社の看板ではない。派手な色いろ遣づかいと激しい音。店の前に置かれているクレーンゲーム。ゲーセンだ。このあたりにある、最大のゲームセンターだった。


　かおりは無意識のうちに、足を向けていたのだ。紅尉との口くち喧げん嘩かの最中にもゲームを忘れなかったとは、我ながら恐おそろしい。


　さすがわたしだ、ゲームが呼んでいると考えていたら、知ってる顔が出てきた。


「およ……式しき森もり！」


　呼ばれた式森和かず樹きが、こっちを向いた。


「伊庭先生、どうしたんですか」


「キミはデートか」


　和樹は少しうろたえた。隣となりに宮みや間ま夕ゆう菜ながいるのだ。


「いえ……遊んでいるだけです」


「わたしの基準では、そりゃデートなんだが」


「デートです。当然です」


　夕菜が満面の笑みでうなずいた。両手で、お気に入りらしい景品のぬいぐるみを抱かかえていることもあるだろう。


「二人で出かけることってあまりありませんから、嬉うれしいです」


「僕は寝ねてるつもりだったんですけど」


「ほら。和樹さんこんなことばっかり言うんです。今日だってわたしが無理に誘さそったんですよ。本当は昨日も出かけたかったのに」


「二日連続は疲つかれるからやだよ」


「寝てる方が疲れちゃいます」


「待った待った。痴ち話わ喧げん嘩かなら別のとこでやってくれ」


　かおりは呆あきれて割って入った。高校生なのにお盛んなことである。かおり自身は色いろ恋こいにとんと興味がないので、羨うらやましくはない。


「先生はまたゲームなんですか」


　と和樹が訊きく。


「そうだよ。他になにがあるんだ」


「こないだ、ホームルームでお金がないって言ってませんでした？　仲なか丸まるが十日で四割の利子で貸すとか言ってたような」


「あんな悪徳、誰だれが借りるか。闇金よりたちが悪いじゃないか。踏み倒そうにも自分の教え子じゃ……」


　そこまで喋しやべってから、ふと彼女は和樹の顔を見た。


「式森、これから帰るとこか？」


「来たばかりですけど」


「じゃあ懐ふところには余裕があるんだな」


「ええ……？」


「よしよし」


　かおりはにんまりとする。そして和樹の肩かたをがっしりと摑つかんだ。


「ちょっとこっちに来なさい。宮間、式森を借りるぞ」


「え、なっ、なにをするんですか!?」


　和樹はとっさに抵てい抗こうしようとするが、両りよう腕うでを押さえつけられてしまい、身動きが取れない。


「きゃっ、和樹さん。先生、なにを……」


「借りるだけで色いろ抜ぬきだ。安心しろ」


「安心だなんて……和樹さん！」


　夕菜が悲鳴を上げる。かおりはまったく気にせずに、和樹を引っ張っていった。





　かおりが引っ張っていった先は、和樹と夕菜が出てきたゲームセンターであった。ここは複数階に分かれており、一階はクレーンゲームとメダルゲームが設置されている。


　彼女はゲーム台と人の間を、縫ぬうようにして歩いた。


「先生、どこに行くんです!?」


「いいから」


　教え子の悲鳴を無視し、奥おくの階段へ。さすがに心配になったか夕菜もついてきていた。二階は飛ばして三階まで上がる。


　薄うすい青の壁へき面めんが見えてきた。ここのフロアは他と雰ふん囲い気きが違ちがっており、多種多様なゲーム台は置かれておらず、同一機種で大型の台が整然と並んでいた。隅すみには小型の自じ動どう販はん売ばい機きのようなものがあり、客が硬こう貨かを入れてはカードを受け取っている。


　和樹が、かおりの腕からなんとか逃のがれようとしつつ訊いた。


「なんです、これ」


「知らんのか。高校生のくせに」


「知りませんよ」


「ゲーム雑誌くらい読め。こいつは最近流行の、オンライン型アーケードゲームなんだよ」


　彼女は偉えらそうに説明をする。


「プレイヤーは自分専用のデータカードを作って筐きよう体たいに乗り込む。ゲーム自体は剣けんと魔ま法ほうの世界で、モンスターやらライバルの剣けん士しやらをぶちのめすと勝ち。ＲＰＧじゃなくて、格ゲーの進化版だな」


「はあ」


「勝てば勝つほどいい装備が買えて強くなる。しかも成績上位者は全国ランキングで発表されるんだ。しかもだな、そいつらにはネットワークを通じて対戦を申し込める。ここが熱いんだ。上位者には一人の相手に複数で試合を申し込んでもいいことになっている。こういうのに打ち勝たなきゃ真の勇者とは言えないってことだ」


「はあ」


「わたしも稼か働どうしてすぐにはまってさ、ＤＳほっぽり出してずっとやっていたんだ。kaoriってキャラクターネームは、アーケード界じゃちょっとした有名人だったんだぞ」


「前も確かkaoriでしたね。自分の名前が好きなんですか」


「ゲーム界ではいくら有名になってもいい」


「はあ」


　和樹は生返事をした。かおりの言ってることを理解する気がない。しかも「なんでこういう人たちは、自分の趣しゆ味みを早口で語るんだろう」などと考えていた。


　むしろ夕菜の方が、内容をちゃんと聞き取っている。


「伊庭先生は、このゲームをやるんですか？」


「もちろん。最近金がなくてやってなかったんだ。いい機会だ」


「ええっと、お金を出すのは」


「こいつ」


　かおりは和樹を引っ張った。


　和樹はしばらくの間「僕になにをやらせるんですか」「先生は大人なんですよ」「恥はじを知らないんですか」と抵抗した。だがかおりがなだめ、懇こん願がんし、最後は土下座せんばかりに頭を下げて「頼たのむから貸してくれ。小銭でいい。くれなきゃ死んじゃう」とまで言ったので、渋しぶ々しぶ百円玉を渡わたした。
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「こんなのおかしいですよ。僕は教え子なのに」


「教え子でも先生でも、金を持ってる方が貸すもんだ」


　根本的にずれたことを言いつつ、かおりはうきうきしながら筐体に近づいた。ソフトを買い漁あさっていたせいでしばらくご無ぶ沙さ汰ただったが、ようやくプレイできるのである。


　シートに座り、百円玉を投入する。和樹と夕菜は両側から覗のぞき込んでいた。この手のゲームには珍めずらしいことだが、見学ができた。


　自分専用のカードも入れて、いざスタート。スティックを二本握にぎる。


　眼前の画面には、ポリゴンで形成された女性キャラクターが映し出されていた。


「これが先生のキャラクターですか？」


「うん。わたしの名前そのまま、kaoriだ」


　和樹の質問に、かおりは嬉き々きとして答えた。


「なんか立派そうな格好ですね」


「そりゃそうだ。金と時間に糸目を付けなかった。給料全額ぶち込んだときもあったからな。この剣なんて、全国で最初にわたしが手に入れたんだ」


　装備はきらびやかで紋もん章しようも入っており、剣士というより騎き士しである。真横に映し出されている経験値の数値も高く、いかにかおりが熱中したかを物語っていた。


「順位は……と」


　このゲームはほぼリアルタイムで全国順位が変動する。確認も容易だった。


　数字が現われた。五千番よりさらに下。


「ずいぶん下がっちゃったな」


「前はもっと上だったんですか？」


　と夕菜。


「トップファイブだったよ。やってなかったから当然なんだけど」


　かおりは画面の隅を指さす。そこには細かいアルファベットが並んでいた。


「こいつらが全国のトップテン。あっという間に追い抜いていった。どんな暇ひま人じんだ」


「この人たちも、私立高校の教師なんじゃ」


「皮肉は聞こえないなー」


　彼女はキャラクターを操って、石造りの町並みの中を歩かせた。ショップらしきところは全すべて通過し、ひときわ大きな建造物へ。


「どこなんですか？」


「コロシアム。ここで戦って、順位を稼かせぐわけだ。町の外でモンスター相手に戦ってもいいんだけど、こっちの方が金も経験値も貯たまるし、なにしろプレイヤーキャラクターが相手だから熱い」


　かおりはためらうことなく中心部まで行き、手早く出場手続きをした。画面が一いつ瞬しゆんだけ暗くなり、切きり替かわる。


　スピーカーから歓かん声せいが漏もれる。いつの間にかkaoriはコロシアムに降り立っていた。手には盾たてと剣。


　すぐに相手も登場する。ごつい、熊くまみたいな男だ。星形の鉄球を構えている。


　かおりはにやっとした。


「こいつは常連さんだ。ゲームの最初期からやってるけど、わたしに勝ったことは一度もない。久しぶりだから、狙ねらってきたな」


『容よう赦しやしねえぞ』


　スピーカーから男性の声が流れてきて、和樹が驚おどろいた。


「喋しやべった!?」


「定型文を喋らせることができるんだよ。機械の合成音だけどな。『返り討うちね』と……」


　続けて彼女は「肉声を流すと本気で腹が立つことがあるから、機械の声でワンクッション置いている」と二人に解説した。それからスティックを握りしめる。画面に大きくＳＴＡＲＴの文字。


「よしやるぞ！」


　相手が突つっ込こんできた。kaoriは盾を構えつつ横に移動。大男は構わず鉄球を振ふり回す。何度か当たり、キャラクターがよろめいた。


「おー、久しぶりだから勘かんが摑めないな」


　などと言いつつも、剣を振るってタイミングを見計らう。やがて突きを繰くり出だし、男の腹にダメージを与あたえる。


　相手の体力ゲージが赤くなり、ふらついていく。


「よしとどめ」


　一回、二回。kaoriの剣が刺ささって、男は動きを止めた。


　コロシアムから拍はく手しゆが巻き起こる。


「こんなもんかな」


　かおりは満足げにうなずいた。夕菜が感心したように言う。


「勝ったんですか。凄すごい」


「これくらいなら余よ裕ゆう。今のやつはあんま強くないから」


「続けてできるんですか？」


「勝ち抜けば三回までできる。それ以上は金がいる」


「じゃあまた、和樹さんに借りるんですか？」


「答える必要はないよな」


　かおりは続いてのキャラクターも、あっという間に屠ほふった。ほとんどダメージは受けていない。周囲の筐きよう体たいからもどよめきが上がっていた。


　びっくりした和樹がきょろきょろする。


「驚くなって。みんな今の戦せん闘とうを見てたんだ」


「そんなことができるんですか」


「画面の右上にサブウィンドウが開くから、そこで観戦すんだ。あんま熱中してると、自分のキャラクターがおろそかになるけどな」


　かおりは両手を揉もんでマッサージ。このゲームはいくらでも細かい操作ができる。バックステップを踏ふみつつ盾を前に押し出し、下から突き上げるようにして剣けんを振るうことも可能なのだ。無論そのためには卓たく越えつしたコントロールが要求され、両方の手と指に全てがかかっていた。


　また新しい相手キャラクターが出てきた。今度は変わった色の棍こん棒ぼうを持っている。


「なんですあれ」


　和樹の質問にかおりも首をかしげた。


「わたしもはじめて見る。新しい武器が実装されたのか……？」


　スタート。相手はいきなり、棍棒の先から火の玉を発射した。


「ぎゃー！」


　かおりは叫さけぶと、スティックを滅め茶ちや苦く茶ちやに操作する。kaoriがあちこち逃にげ惑まどった。


「なんだ今の!?」


　見物していた夕菜の方が冷静である。


「魔ま法ほうを使えるんですね」


「こんなの知らないぞ。いきなり撃うってきやがって」


「ここになにか書いてあります。ええと……」


　夕菜は筐体の隅すみに貼はられている、シールの文を読んだ。


「本ゲームは予告なく新しい武器、コマンドが追加されることがあります。ご了りよう承しようください……」


「悪ふざけがすぎる」


　なおもかおりは、スティックをあちこちに倒たおし、キャラクターを逃げ続けさせた。その後方から火の玉がいくつも飛んでくる。


　かおりは自分が燃えてるわけでもないのに悲鳴を上げた。


「あちあち」


「負けちゃいそうですね」


「冗じよう談だんじゃない。せっかく復帰したんだ。ここで負けちゃあ伊庭かおりの名が廃すたる。わたしは全国一位を目指すんだ」


　言葉も身体も力が入っている。その熱意を授業に生かせばいいのに、と二人は思っていた。当然かおりはそんなことに気づかない。


　彼女はいきなり、スティックをがちゃがちゃ動かした。片手を離はなして、スタートボタンやらなにやらをいくつも押す。


　突とつ然ぜん、kaoriの手元から黒い液体が噴ふき出した。相手の足下を濡ぬらしていく。


　いきなり巨きよ漢かんが転てん倒とうした。


「よし！」


　かおりは叫ぶとキャラクターを接近させた。真上から剣で、斬きるのではなく殴なぐりかかっている。


　和樹が眼めを丸くした。


「どうなっているんです？」


「隠かくしコマンドの一種なんだよ。特定の操作で油が出てくる」


「さっき悪ふざけがどうとか言ってませんでした？」


「正当防衛だ」


　kaoriに気の済むまで殴られ、巨漢はノシイカみたいに伸のびていた。歓声と同時に、「卑ひ怯きよう者もの」「恥はじ知しらず」といった定型文による罵ば声せいも飛んでくる。


「評判よくないですよ」


「ゲーマーにありがちな嫉しつ妬とだ。気にしたってしょうがない」


　この人たちの方が正しいんじゃないかと、和樹は思っていた。かおりは委細構わず手のひらを出す。


「まだやっから、小銭貸して」


「返すあて、あるんですよね」


「次の給料まで待て」


　かおりは百円玉を奪うばい取ると、次々に投入していく。スタートボタンを荒あらっぽく押した。


　画面に若じやつ干かんの変化。コロシアムに、別の相手が現われた。


　男の戦士のようだ。精せい悍かんな顔つきと引ひき締しまった身体からだ。マントを翻ひるがえしており、武器もやたらと高そう。


　かおりは眼を細めて画面を眺ながめた。


「こいつ……全国一位のキャラじゃないのか!?」


　急いで順位表をチェック。キャラクターネームと照らし合わせる。間ま違ちがいない。全国でトップの成績を誇ほこるR-doctorであった。


「わたしを見て乱入してきたな……」


　舌打ちするかおり。和樹が画面を覗き込んだ。


「このR-doctorって人、前にも会いませんでした？」


「こんな知り合いいないぞ」


「確か、ええと、先生の家でパソコンゲームをしたときに見たような」


「……あ」


　かおりが呟つぶやく。以前に二人は、かおりのマンションでオンライン対応のゲームに興じたことがあった。その時に対戦したのだ。ちなみにこちらのボロ負け。


「立派な外見ですけど」


　夕菜の台詞せりふに、かおりは低く唸うなる。


「知らない武器ばっかりだ。やりこんでんな」


　試合開始。いきなりR-doctorがダッシュした。二本の刃はがkaoriに襲おそいかかる。


「うわっ、危ねっ！」


　かおりは自分のキャラクターを後退させる。夕菜が目をしばたたかせた。


「先生、なんだか走るスピードが速かったですけど」


「チート（ここでは制作者側が意図しない不正行こう為いの意）なわけないな。装備かコマンドか……」


　かおりは思わず爪つめを嚙かむ。その間にも、相手は二刀流でしかもラッシュを仕し掛かけてきた。竜たつ巻まきみたいに襲いかかってくる。


「うわわわわっ!?」


「先生のゲージが赤く」


「どうにもなんない！」


　あっという間に決着はついた。kaoriは地面に仰あお向むけになって転がり、R-doctorは片手を上げて勝利をアピール。


「くっ……」


　しかもスピーカーからは「こんなものか」ととどめの一いち撃げきである。かおりの頭は沸ふつ騰とうした。


「式森、電話」


「は？　どこにです？」


「アンタの家。風かぜ椿つばきを呼んできて。あの娘こにも参加させる」


「玖く里り子こさん、こんなゲームやるんですか？」


「開発したのが風椿グループで持ってる会社なんだ。早く、借金倍にして返すから！」


　和樹は携けい帯たい電でん話わを持っていないので、急いで公衆電話を探しに行った。


　しばらくのち。


　あくびをして眼を擦こすりながら、風椿玖里子と付つき添そいらしい神城凜りんが現われた。玖里子は寝ねていたとのこと。


「センセ、あたし眠ねむいんだけど」


「よく来た。やり方知ってるよな。参加してくれ」


「あんまり得意じゃないし」


「あの馬ば鹿か野や郎ろうをぶちのめしてやる」


　玖里子の文句には耳を貸さず、筐体に無理矢理押し込んだ。凜には「勝手に出ようとしたら斬って」と無茶なお願いをする。


「二人がかりなんですか？」


　と和樹。


「複数でかかってもいいんだよ。わたしもやられたことがある。思い知らせてやるぞ。全国一位の座はわたしのものだ」


　かおりは興奮した面おも持もちで、隣となりの筐体にいる玖里子に怒ど鳴なった。


「風椿！　コロシアムに入ってくれ。R-doctorってやつが相手だから、二人でやる」


「またそんなことを」


「勝つためにはなんでもやんの」


「R-doctor……？」


　言葉を漏もらしたのは凜だった。なにやら考える仕草。かおりは画面を見ながら返事。


「どした」


「確かこの方は……いえ、いいです」


　凜は自分で自分の台詞を否定していた。かおりはそれ以上訊きかない。全てをゲームに集中しなければならないのだ。


　画面が何度かブラックアウトし、やがてコロシアムに。左側にはwindという名の女性キャラクターが登場した。銀色の弓を持っている。


「やるよ、スタートと同時にダッシュして一撃食らわす」


「センセ、あたし弓使いなんだけど」


「弓で殴るの！」


　スタート。スピーカーから様々な声が流れている。ギャラリーが増えているらしい。かおりは構わずキャラクターを突つっ込こませる。


「うりゃー」


　kaoriが振ふりかざしているのは剣ではなく棍棒だった。装備をチェンジしていたのだ。鈍どん器きだとうまくすれば、防具も同時に破は壊かいできる。


　相手が紙かみ一ひと重えでかわす。


「こら風椿、早く突とつ撃げきしろ」


「でも……」


「でもじゃない！」


　玖里子は走り出したりはしなかった。その代わり、弓を引き絞しぼって放つ。


　R-doctorの動きが鈍にぶくなる。かおりのキャラクターへの注意がそがれていた。


「これでどうだ！」


　その隙すきに、黒い液体がほとばしる。例の油である。


　だが相手は転ばなかった。滑すべるようにして油面を歩き、斬りかかってくる。感心したような和樹の声。


「うわ、やる」


「こん畜ちく生しよう」


　かおりがスティックを倒す。すると画面に砂が現われる。kaoriは相手の顔面に向けて力ちから一いつ杯ぱい投げつけた。


　いきなりの目つぶしに、さすがのR-doctorもひるんだ。沸わき起こるブーイング。


「そんなことできるんですか」


「なんでもあんだよ、このゲーム」


「でもかなり卑怯じゃ」


「勝てば官軍！」


　だが和樹だけではなく観客もそう思ってないようで、非難が大きくなっていく。かおりはまったく無視。


　鈍器で殴なぐりかかるkaori。相手は防戦に回った。


「いまだ風椿。攻こう撃げき！」


「いくらなんでも」


「いいの！」


　windがいい加減な攻撃を開始。へろへろした矢が明後日あさつての方向へ飛んでいった。


「こら、もっとちゃんとやれ」


「……伊庭先生」


　凜がスピーカーに耳を近づけつつ、


「なにやら向こうから、『迷めい惑わくをかけてますが、もう少しの辛しん抱ぼうです』と通信が入っています。紳しん士し的てきな方ですね」


「丸め込むつもりか！　見てろ」


　今度はkaoriがまきびしを撒まいた。だがブーツが硬かたいため、平気で向かってくる。


　かおりは走り出した。そしてwindの後ろに回り込む。


「なにを……」


「よいしょ！」


　kaoriがwindの背中を押した。やる気のない攻撃をしていた玖里子のキャラクターはバランスを崩くずし、相手にのしかかるように転がる。二人は一いつ緒しよになって倒たおれた。そこに鈍器が乱らん舞ぶする。


「ちょっとセンセ！　あたしのキャラクターまで！」


「犠ぎ牲せいになってくれ！」


　敵も味方もない攻撃に、コロシアムはブーイングだらけだ。かなりの人数が見物しており、ほとんどがR-doctorの味方である。


　ここぞとばかり殴りかかっていたkaoriだったが、相手の体力はなかなか消しよう耗もうしなかった。むしろ玖里子のキャラクターが死にそうだ。そうこうしているうちにR-doctorが起きあがる。


「まずいっ」


　攻こう守しゆ交代。kaoriは再び追いかけられた。腹を立てたのか、相手は直線的に向かってくる。心なしか動きも荒っぽい。まるでトムとジェリーである。


「こらっ、こっち来るな！　あっち行けあっち」


　kaoriは油を撒きながら、あちこち逃にげ回った。だが速度でも差があるようで、結局壁かべ際ぎわに追いつめられる。


　唇くちびるを嚙みしめるかおり。スピーカーから「降こう伏ふくしてください」との声。


「この人の言うとおりですよ。もうやめたらどうですか」


　和樹が同調する。かおりは耳を貸さない。


「誰だれがするか」


「でももう負けでしょう」


「まだ手はある！」


　また怒ど濤とうの勢いでスティックとボタンを操作。すると、いきなりキャラクターが膝ひざをついて土下座をした。


　画面には「ごめんなさい」「許してください」などの文字がいくつも映る。かおり自身も必死で「悪意はなかったんですほんと」などと言っていた。


　観客のみならず、和樹と夕菜も呆あきれた。


「こんなことまでできるんですか」


　夕菜が信じられないといった感じで首を振る。ゲームの細かさというよりは、かおりの行為に驚おどろいた様子。


「プライドとか……」


「わたしはピンチから逃のがれるためならなんでもする！　風椿、一緒に土下座して」


　だが玖里子も呆れているのか近寄ってこない。仕方ないのでかおりは、必死になって謝罪の言葉を送り続けた。


「もう本当にごめん。ごめんなさい。ちょっと魔まが差しただけ。これからは絶対卑ひ怯きような手は使わないから！」


　ポリゴンのキャラクターが、床ゆかにごりごり額をこすりつけている。


　恥はじもへったくれもない行こう為いに、さすがのR-doctorも呆あつ気けに取られたかと思われた瞬しゆん間かん。


「なーんちゃって」


　かおりのキャラクターが相手の足首を摑つかんで、ひっくり返した。R-doctorが仰あお向むけにひっくり返る。


「……なんてことするんですか！」


　呟つぶやいたのは夕菜。かおりはなおもスティックを操作。なんと火のついたたいまつが現われた。撒かれた油に点火しようというのだ。


「わはは。これで丸焼きだ。覚かく悟ごしろ」


「先生、教育者として……！」


「止めるな宮間。正義は成さなきゃなんない」


「先生が正義に見えません！」


　全すべてが無視され、たいまつが投げられた。


　油に火がついた。一いつ瞬しゆんにして炎ほのおのグラフィックが広がり、コロシアムが黒こく煙えんに包まれる。立ちのぼる火が筐きよう体たいの画面を舐なめつくしていく。かおりはうっとりとそれらを眺ながめる。


「これで黒こげだ。勝った！」


　と思ったのもつかの間。


　炎の向こうから男性キャラクターが登場。kaoriの脳天に、剣けんを振り下ろした。


　ごん。


　卑怯の限りを尽つくした女性キャラクターは昏こん倒とうし、体力ゲージが真っ赤になった。そして「敗北」の文字が大きくなる。


「あー、負けたー！」


　かおりは筐体から転がるようにして出た。店内にもかかわらず床でじたばたする。


「ちきしょー。式森、もっと小銭──」


「もう貸しません」


　画面ではR-doctorが剣を高々と掲かかげ、声せい援えんを浴びている。一方スピーカーからはかおりに向けて、「因果応報」「自業自得」といった救われない台詞せりふが流れていた。


　和樹は画面を覗のぞき込み、


「R-doctorって人、当分全国一位みたいですね」


「うわー、腹立つ」


「先生のキャラは、なんか評判って数値がどんどん下がってますよ。あ、順位も一万より下になった」


「いいよそんなこと」


「R-doctorって、どんな人なんですか」


「さあ。どうせ暇ひま人じんのゲーマーだよ。つきまとってきやがって。キモいニートかなんかだ。顔も見たくない」


　かおりは床にあぐらをかいて毒づいた。


「こんなゲーム、二度とやるか」


　とはいえ、どうせ収入があったらまた再開するに決まっていた。なにがあろうとゲームから離はなれられない女なのだ。


　教え子たちはそのことをよく知っているので、なにも言わなかった。





　　　　○





「にゃー、もう終わっちゃったの？」


「ああ。終わった」


　紅尉は店員に軽く会え釈しやくをして、ゲームセンターから出た。ここは商店街の近くで、かおりたちが入った店とはそれなりに離れている。人もそれほど多くなく、規模も小さかった。


　そろそろ空も赤くなっている。長ちよう髪はつの養護教きよう諭ゆは舞穂と手を繫つないだ。


「紅尉先生ー、どうしてゲームやったの？」


「伊庭が熱中していたと聞いたから興味を持った。あまり肌はだには合わないな。確かに私は実験でもしているべきだ」


「でも勝ったよね」


「たまたまだ」


　長身で年ねん齢れい不ふ詳しようの青年と、小こ柄がらで可愛らしい女の子の組み合わせは、なかなか微笑ほほえましい。買い物らしき主婦がにこりとしてすれ違ちがった。
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「あれ、伊庭先生だったの？」


「そうだ」


「負けてあげればー？」


「伊庭は手を抜ぬくと怒おこるタイプだ。ゲームでなめられるのをなによりも嫌きらう」


　舞穂はきょとんとし、それから首をかしげた。


「でも、ゲームが弱い男の人が好きだって言ってた」


「そうだったな」


　紅尉が舞穂の頭を撫なでる。


「ちょっと残念なことをした」


　養護教諭は、わずかながら苦く笑しようしていた。




　第三十話　ｋｉｓｓ　１







　式しき森もり和かず樹きは、自分の唇くちびるを押さえた。


　熱を帯びている。先ほどまでは火のように熱かったが、今はほんのりと暖かい。唇から人差し指へと熱は移り、指先をわずかに痺しびれさせている。


　心臓の鼓こ動どうも速く、誰だれかに聞かれるのではないかと冷や冷やした。やはり緊きん張ちようというのは身体からだによくない。まあこれは、いずれ収まるだろう。


　すぐそばにいる女性も茫ぼう然ぜんとしている。それはそうだろう。和樹には初めてのことで、恐おそらく彼女も初めてだったのだ。それは見ていれば分かる。ある意味、二人の気持ちは通じ合っていた。


　問題は、おかげで互たがいに顔が見られないことだった。眼めを合わせるどころか顔を向けることもはばかられる。緊張と、やはり恥はずかしかったから。


　二人とも、この場を去ることができない。どちらかが動けばもう片方も動くのだろうけど、自分が口火を切ることにためらいがある。もう少しこの場にいたいのかもしれないが、よく分からない。積極性も決断力も失っていて、これはもうしょうがないと思い込むしかない。とにかく気き恥はずかしさという奴やつは、鉛なまりよりも重かった。


　和樹はぼんやりと思い返す。どうしてこのようになったのか。


　それは数日前にさかのぼる。





　　　　○





　和樹が珍めずらしく早く目覚めたとき、風かぜ椿つばき玖く里り子こはもう起きていて、台所で牛乳を飲んでいた。


「おはようございます」


「……おはよ」


　彼女はくぐもった声でこちらを見ずに返事をする。


　珍しいなと和樹は思った。玖里子は低血圧で朝があまり強くない。今の時間から起きていることはほとんどなかった。機き嫌げんが悪そうであったが、これはいつも通り。


「早起きですね」


「……早くないわよ」


　玖里子は冷蔵庫に牛乳パックを戻もどす。


「昨日からずっと寝ねてないの」


「完かん徹てつですか。どうしたんです」


「生徒会でトラブルよ。後始末に走り回っていたら、こんな時間になっちゃった」


「あー、今の会長、玖里子さんと相性悪いですもんね」


「あの坊ぼうやのことは言わないでよ。それよりあんたのクラス。まーったく、手間かかってしょうがないわ」


「はあ」


「二年Ｂ組はある意味平常運転ね」


　彼女はそこで会話を打ち切って、着き替がえようと二階へ上がっていった。





　和樹は登校してからようやく、玖里子の言葉の意味を知ることになった。


「見ろ、これだ！」


　ばん、と机を叩たたいたのは仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこ。和樹の所属する葵あおい学園二年Ｂ組で、もっとも騒さわがしい男である。


「また損したぞ。このままじゃ俺たちは闇やみ金きんに行くか、山やま奥おくのタコ部屋で働かされることになる！」


　朝っぱらからなに言ってんだと和樹は思った。久しぶりに余よ裕ゆうをもって登校できたと思ったらこれだ。演説はＢ組名物だが、騒がしいにもほどがある。それに働くといっても学生だろう。闇金とはまた穏おだやかではない。


「仲丸、なにがあったのさ」


「おお式森か。たいしたことじゃないんだが」


　闇金はたいしたことだろう、と和樹は心の中で思う。


「ちょっとした儲もうけ話があったんだが」


「あったっていうか、どうせ仲丸が考案したんじゃないの？」


「鋭するどいな。なんというか、俺は全員が幸せになるシステムを考えたんだ。俺が数名の会員を集める。会員はそれぞれ何人かの会員を集め、数が多ければ多いほどグレードが上がって特務会員となる。これを繰くり返かえすわけだ。幸せになるってのは……」


「待った。その時に勧かん誘ゆうしてくれた人にお金を渡わたすんじゃないの」


「よく分かったな。ちゃんとこの金は平等に配分されるんだ」


　仲丸は大げさに驚おどろいていた。和樹は密ひそかにため息をつく。さすがの彼もこの仕組みは知っていた。無限連れん鎖さ講こう、いわゆるネズミ講である。はっきり言って違い法ほう。


「……そんなの許されるわけないじゃないか」


「実際は金じゃなくて、チケットとかジュースでもよかったんだ。そうしたら、生徒会が介かい入にゆうしやがって」


　悔くやしそうな顔をする仲丸。


「クラスに手入れがあった。ろくに会員が集まらないうちに中止だ。学食のチケットも手放させられた。なんの恨うらみがあるってんだ」


　恨みもなにも、そんなことをしたら大問題である。これでは玖里子が徹てつ夜やするはずであった。


「失敗は失敗として反省し、次に生かさなきゃならん。それでも金が必要なので、働こうってわけだ」


「金って、仲丸は小こ遣づかいもらってないの」


「もらってるぞ。仕送りあるしな」


「じゃあいいじゃん」


「あればあるだけいいんだよ」


　きっぱりと言い切る。やはり仲丸は仲丸だ。一年生のときから考え方が一歩も前進していない。後退もしていないので、筋が通っていると言えば通っていた。


「でも働くって、売血でもすんのー？」


　女子生徒の声が上がる。松まつ田だ和かず美みである。拝金主義と博打ばくちで血肉ができているクラスメートだ。


「いまどき血なんか売るか」


「じゃあバイト？　地面師でもやる？」


「そりゃ詐さ欺ぎだろうが。手が後ろに回る危険をそうそう犯してられるか。働かせるのはここだ、ここ」


　仲丸は自分の頭をこんこんと突つついた。


「頭ず突つきを商売にするなんて、牛か猪いのししよ」


「そうじゃねえっつってんだろ。俺たちは頭脳労働者だ。頭を働かせて稼かせぐ必要がある」


　なにをだ、と和樹は訊きく気も起こらなかった。金に決まっているのである。この連中は他に考えることがない。一円玉が落ちる音を聞くだけでも、大おお騒さわぎして授業が中断する手合いである。


　しかし頭を使うといっても、どうやるつもりだろうか。和樹はＢ組の連中が成績がよく、頭の回転も速いことを知っている。しかし詰つめが甘いというか運が悪いというか、最後の段階で失敗することが多いのである。


「臓器でも売るの？」


　と和美。


「だからなんでお前は、すぐ過激な方向へ行くんだ。もっと俺たちの資源を有効に生かすんだよ」


「その生かすってなによ。考えるだけならただでも、とっかかりくらいないとはじまらないわよ。なにすんの。拾い屋？　コーチ屋？」


　仲丸はふっと笑ってクラス内を見回した。


「実は生徒会の手入れの最中に、俺は情報提供者と接せつ触しよくしたんだ」


「どこからよ」


「前から鼻薬かがせているやつがいて……ま、それはそれとして、そいつによると、来月にでかい企き画かくが用意されている」


　彼は不敵な笑みを浮うかべていた。和美はいらいらしながら指で机を叩く。


「早く言いなさいよ。教えないつもりなら、あんたの情報提供者を当局に売るわよ」


「余計なことすんな。実は今度な……ミスコンが開かい催さいされるんだ」


　仲丸の眼が、ぎらりと光った。


　ミスコン。いわゆるミス・○○コンテスト。丸には当然葵学園が入る。学校の中でもっとも美しい女子生徒を決める大会である。最近は性の商品化だなんだと風当たりも強く、あまり開催されなくなってきたが、それでも人気イベントであることに変わりはない。


「ついにミスコンがはじまるんだ。このチャンスを生かさない手はない。なんとかして実行委員会に食い込んで利権を手に入れ……」


　だが興奮する彼を、クラスメートたちは冷ややかな眼まな差ざしで見ていた。話を聞くのを止め、漫まん画がを読み始めた生徒もいる。


　仲丸もその白けた雰ふん囲い気きに気づく。


「おい、どうした」


「あんたねえ」


　和美が軽けい蔑べつしたように言う。


「ミスコン？　なんで文化祭でもないのにそんなのやんのよ。だいたい葵学園のミスコンが中止になった理由だって、風椿先せん輩ぱいが優勝しちゃったからでしょうが。結果が分かってるレースを楽しみにする観客なんて多くないわよ。胴どう元もとやったってもうかんないじゃない」


　そもそも高校レベルでのミスコンは多くなく、独立したイベントとして開催される例はさらに少ない。思春期の少女が生なま々なましさを出してしまうからだろう。大たい抵ていは学校側からなんだかんだと横よこ槍やりが入る。


　もちろん「売られている雑誌には女子高生が登場しており、誌上投票もあるのに、何な故ぜできないのか」という抗こう議ぎもあって、葵学園では文化祭の一企画として実行されていた。それが中止されたのは、玖里子が主しゆ催さいして自分で優勝してしまったからである。「なんの意味があるんだ」という文句が出たのだ。


「ミスコンなんて、学校も生徒会もやる気ゼロでしょうが」


「いや、そうじゃない」


　仲丸の不敵さは止まない。


「会長に直じか談だん判ぱんした。認めてくれるそうだ」


「一年の子でしょ。よく風椿先輩に怒おこられないわね」


「理由は知らんが好都合だった」


「そんでー。また風椿先輩が出たりするとつまんないわよ。前回優勝者は出られないとか規定は作らないの」


「フリーのオープン参加だ。規定は『葵学園所属の生徒に限る』のみ。予備選もない。出たけりゃだれだって出られる。公平だろ」


「面めん倒どうくさいだけじゃん。なんでミスコンでそんな……」


「待て。こいつはただのミスコンじゃないぞ」


「どういうことよ」


　和美の疑問に直接は答えず、仲丸は教きよう卓たくに近寄るとチョークを手に取った。


　彼の書いた文字は「Ｍ＆Ｍ　コンテスト」となっていた。


　胡う散さん臭くさそうな顔をする和美。


「なによ。チョコレートがどうしたって」


「違ちがう。ミス・アンド・ミスターコンテストの略だ。女子だけじゃなくて、男子も参加するコンテストになった」


　教室がざわつく。先ほどまでの無関心からは、やや元に戻もどりつつある。


「生徒会長は『女子だけだと問題がありますから、男子も参加するイベントならやりましょう』と請うけ負おってくれた。しかもだ。男子が参加することによって全校を巻き込む大イベントにすることができる」


「ということは……」


「全校生徒から、おおっぴらに金をふんだくれるチャンスってわけだ」


　和美が身を乗り出した。


「それよ仲丸君！　こんないい機会、逃のがす手はないわ！」


「さすがだ！」


「なんとしても食い込もう！」


　口々に叫さけび、何故か拍はく手しゆまで発生する。


　和美を筆頭に、さっきまでのことはどこかに置き去りにしてＢ組が盛り上がった。目の前に大金を積まれて動どう揺ようしない人間がいないように、このクラスの生徒たちは一いつ斉せいに熱ねつ狂きようする。なにしろ金の描かかれた絵だけで興奮する連中なのだ。


「ちょっと待った、待ってよ」


　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思ったが、和樹が口を出した。どうもこのノリにはついていけない。


　何度も呼んで、仲丸がようやくこっちを向く。


「なんだ式森」


「生徒会が主催するんじゃないの？　なんで僕たちが」


「お前にしてはいい疑問だ」


「誰だれでも分かるだろ」


「全校参加となるとどうしても大がかりになって、人手が足りなくなる。そこで俺たちが下した請うけとして手伝うわけだ。無論リ……いや、キ……いや、手間賃はもらう」


「リベートとキックバック？」


「黙だまれ。とにかくそういうことだ」


　仲丸は強引に会話を終わらせた。


　和樹は肩かたをすくめた。つまり理由をつけて金をせしめようとするつもりだろう。あらかじめ玖里子に忠告しておかないと。


　仲丸と和美を中心にして輪ができている。金かね儲もうけと陰いん謀ぼうの計画だろう。ドッグレースと同じで、このクラスは獲え物ものの匂においがすると止まらないのだ。ろくでもないことを考えているに違いない。


　ぼんやり「僕には関係ないからいいか」と思って、はっとした。いや、そうとばかり言ってられない。あれやこれやで巻き込まれたり、強引に引きずり込まれることはよくある。自分で言うのもなんだが、不幸体質なのだ。


　これは警けい戒かいしないと駄だ目めだ。下手な動きを見せると囮おとりとか生いけ贄にえとか、ろくでもないことに使われる。ダンゴムシみたいにじっと、息を潜ひそめていなければならない。


　夕ゆう菜なにもちゃんと言い聞かせておかないと。和樹はそう心に誓ちかった。





　　　　○





「そんなことやるんですか」


　家に帰って改めて説明すると、夕菜は感心した様相を呈ていしていた。彼女は校内でも一、二を争う美少女だが、およそ自分の魅み力りよくに自覚はない。なのでコンテストと言われても、どこか遠い国での出来事と同様に受け取ってしまうのだ。


　この日彼女は珍めずらしいことに、やや遅おくれて登校したのでクラスでのことを知らない。なので、ここで教えたのであった。


「でもミスターもありってことは、男の子も出るんですよね」


「そりゃまあ」


「和樹さん、出るんですか」


「まさか」


　和樹は手を振ふった。目立ちたがりでもなければ容姿に自信があるわけでもないのに、こんなとこに出させられるのは苦痛を通とおり越こして拷ごう問もんだ。ただでさえダンゴムシに転職しようと考えていたところなのである。


「えー、つまんない」


　夕菜は頰ほおを膨ふくらませる。


「和樹さんが出るなら、わたしも出ようと思ったのに」


「興味あるの？」


「ありませんけど、二人で壇だん上じように立つなんて、嬉うれしいじゃないですか」


　夕菜はにこにこしながら言った。


「なんか皆みなさんが二人の門出を祝福してくれるみたいで……結けつ婚こん式しきみたいな……やん」


　顔を赤らめ、両頰を押さえて身体からだをくねくね。妄もう想そうの世界に入ったらしい。


　和樹は極力邪じや魔ましないように気を遣つかいつつ、


「まあでも普ふ通つうの投票だし、僕にチャンスは……」


「普通じゃないわよ」


　別方向から声。階上から、玖里子が降りてきた。


　Ｔシャツ一枚で、ぼーっとした眼をしている。あまり他人には見せられない姿だ。学校には行かず、ずっと寝ねていたのであった。


「ああだるい……ミスコンの話でしょ」


「ミスターもやりますけどね」


「あれ、ゲーム形式にするんだって。男女ペアで出て、勝かち抜ぬきやるみたいよ」


　和樹は怪け訝げんに思いつつ訊きく。


「勝ち抜きは分かるんですけど……ゲーム形式ってなんですか」


「ただの投票じゃなくて、もっと遊び心を入れるんだって」


　玖里子はあくびを堪こらえていた。頭をぼりぼり搔かく。


「あの子、『普通のコンテストじゃやる意味がない』って言うのよ。全校生徒が盛り上がるお祭まつり騒さわぎにしたほうがいいんだって。なんかクイズやったり競争やったりするらしいわよ」


「らしいって、詳くわしく知らないんですか」


「知らない。なんか企き画かくは生徒会だけじゃなくて、色んなところと協力してやりたいからって」


「へえ……あの会長、真ま面じ目めなんですね」


「本気で生徒が楽しくなることを考えてんのよ。ま、そこだけはあたしも認めるわね」


　彼女は「うー」とうなりながら、リビングのソファに腰こしかけた。はっきりと目覚めるには、まだ時間が必要なようだ。


　夕菜は、玖里子のためにコーヒーを淹いれるつもりで台所へ行く。和樹はその後ろ姿をちらりと見ながら、


「でもそうすると、参加者が多くなったりしませんか」


「推すい薦せんなしのオープン参加だからね。多少は増えると思うけど……やんのが土日なのよ」


「えー」


　と和樹。恐おそらく平日は授業があるので、こういうイレギュラーな行事は休日に回したのだろう。確かにこれでは参加人数が落ちそうだ。部活動でもないのに休みの日まで登校したがる生徒はそうそういない。


　夕菜が、コーヒーをカップに入れて持ってきた。ソーサーに載のせてテーブルに置く。


「どうぞ」


「ありがと。なーんかあの坊ぼうやのおかげで雑務が増えて困るわ……ま、休みに学校来るのも少ないから、楽できるか」


「玖里子さんは出場しないんですか」


「あたしは無理かなー。生徒会に籍せき置おいてないんだけど、坊やが仕事振るから余計なことしてる暇ひまないのよ。あの子、それも狙ねらってるんだけどさ」


「もったいないですね。楽しそうなのに」


　玖里子はコーヒーの香かおりを楽しむことをせず、一気にカップを傾かたむけた。


「あら、夕菜ちゃんは出たいの？」


「和樹さんと一いつ緒しよなら考えちゃいます」


　その時、玄げん関かんの方角からなにやら物音。やがて、制服姿の神かみ城しろ凜りんが現われた。その後ろからは栗くり丘おか舞まい穂ほ。凜は部活帰りであり、舞穂は紅あか尉いの検査を受けたため遅おそくなっていた。


「おかえりなさい。コーヒー、飲みます？」


　夕菜が新しいお湯を用意しながら訊く。


「いえ、私はお茶がいいので。自分で淹れます」


　そう言って制服のまま台所に入る。着き替がえないなんて珍しいなと和樹は思った。


　夕菜はコーヒーの用意をやめ、冷蔵庫を開けてグレープフルーツジュースを出した。


　玖里子がコーヒーの残りに口をつけながら、


「凜、ＭＭコンのこと知ってる？」


「なんでしょう」


「ミス・アンド・ミスターコンテストだって。ミスコンの拡大版で……」


「そういうのに興味はありません。競争に意味がないとは言いませんが、容姿で個人に順位をつけるのが好ましいとは」


「また固いことを」


「集団内での自己の順位を知る前に、まず己おのれを鍛たん錬れんすべきなのです」


　剣けん豪ごう少女は湯飲みと急きゆう須すをお盆ぼんに載せてやってきた。お湯はすでに注がれている。


「あまり品のいい企画とは言えません」


「出る気ないの？　人気者のあんたが出れば盛り上がると思うけど」


　凜は湯飲みにお茶を注ぎながら、一いつ瞬しゆんだけ和樹に眼をやった。


「……私は自分の鍛錬には興味ありますが、見せ物になるつもりは……ありません」


「和樹が出るんだったら、一緒に出たいんじゃない」


「馬ば鹿かな」


「でも凜さん、舞穂に『しーっ』って言ってたよー」


　舞穂が、お茶うけのせんべいを齧かじりながら喋しやべった。


「あのね、舞穂が帰ってきたら凜さん身体を低くして聞き耳たてていて、舞穂を見つけたらこうやって」


　舞穂が大げさな動作で、人差し指を唇くちびるに当てた。


「和樹君の名前が出たところで慌あわてて……もが」


　凜は舞穂を両手で抱かかえ、口を塞ふさいだ。
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「な、なんでもありません。その……舞穂ちゃんが錯さく乱らんしているようで」


「はーん、聞いてたのね」


　玖里子が冷ややかな、ちょっと面白そうな顔をした。


「……盗ぬすみ聞ぎきをしていたわけではありません。たまたま……帰ってきたら会話が耳に入ってきて、出るタイミングを逸いつしたというか……」


「和樹と一緒に出たい？　凜のファンの女の子たちから文句が出そうね」


「へっ、変なことを言わないでください。私は式森と一緒など決して……ですが当人がどうしても出たいと言うのなら……」


「和樹さんがどうしました？」


　夕菜が自分の分と和樹の分のジュースを持ってきた。凜が跳とび上がり、身体が数センチ浮うく。


「ゆ、夕菜さん。聞いて……」


「聞こえませんでした。でも和樹さんの話ですよね」


「いえ……違ちがう……そうですが」


「凜がね、和樹と一緒に……」


「違います！」


　剣豪少女は大声を出して、玖里子の台詞せりふを遮さえぎった。


「式森のことなど話しておりません」


「喋ろうとしたんだっけ」


「そうではありません！　玖里子さんがＭＭコンテストなどと言い出すから、色々ややこしく……」


　玖里子は制するように片手を上げた。


「じゃ、凜は出ないってことで」


　凜がぐっと言葉に詰つまる。


「と……当然です」


「和樹が出るって言っても出ないわよね。見物客」


「問題ありません……」


「よかったわね夕菜ちゃん、ライバル減ったわよ」


「え、ええ」


　いまいち理解できないながらも、夕菜はうなずいていた。


「にゃー、舞穂も出たいー」


　舞穂はせんべいをかじりながら、ソファでぴょんぴょん飛とび跳はねていた。夕菜が慌てて手をさしのべる。


「こぼしちゃいます」


　和樹は小声で玖里子に言う。


「舞穂ちゃん、出る資格あるんですか」


「まあ……うちの生徒だからねえ。年ねん齢れい的には完全にアウトなんだけど」


　十四歳という年もさることながら、外見が小学校低学年か幼よう稚ち園えん児じそのものである。コンテストに出すと法に触ふれるのではないかとの、余計な不安まであった。


「坊や……会長に訊いておくわ。なるべく出さない方向で」


　玖里子はそこまで言うと、大きくあくびをした。


「ああ眠ねむい……もう一眠りする。夕食になったら起こして」


　なにか返事をする前に、彼女はリビングから出て行ってしまった。


　和樹も上に戻もどろうと、グレープフルーツジュースを飲み干す。


「あ……」


「和樹さん？」


　夕菜が不思議そうに訊く。彼は心の中で舌打ちをしていた。


（出ないって言うの忘れた……）


　どうもタイミングが悪い。こういうことはさっさとすませないと、どんどん悪い方へ傾いていくというのに。


　この心配は杞き憂ゆうではなかった。比ひ較かく的てき早いタイミングで、彼は思い知ることになる。





　　　　○





　翌日の葵学園は、朝から騒そう々ぞうしかった。


　元々朝の学校というのは登校する生徒たちの挨あい拶さつやお喋りで騒がしいものだが、今日はひときわ大きかった。知り合いを見つけては興奮したように話しかけているものが多い。そしてその手には、一人残らず大判の紙が握にぎられていた。


　和樹が「なんだろう」と思う前に、声をかけられた。


「式森君、おはよう」


　肩かたも叩たたかれる。振ふり向むくと、そこにいたのは山やま瀬せ千ち早はやであった。


「あ……山瀬さん」


「どうしたの。なんかきょろきょろして」


「いや、なんかみんなさ、興奮してるみたいなんだけど」


「あれ、新聞部の号外だよ」


　彼女自身は持っていなかったが、一緒に登校してきた生徒に見せてもらったとかで、説明してくれた。


「噂うわさ聞いてない？　ミス・アンド・ミスターコンテストのこと。新聞部はリークって言ってるんだけど、式森君も知ってたよねえ」


「うん」


「詳くわしい日程とか載っていたから、それでみんな興奮してるんだと思う」


　千早は楽しそうではあったが、必要以上に熱ねつ狂きよう的てきではなかった。このあたり、彼女は精神的に安定している。


「式森君は出るの？」


「みんな同じこと訊きくなあ。山瀬さんは？」


「んー、あたしはクラスのみんなを応おう援えんしたかったんだけど、妹が出ろってうるさいんだよね」


「あー」


　和樹はあの「お姉ちゃん第一主義」である千早の妹を思い出していた。なるほど、あの娘こなら自分の姉をプッシュすることを厭いとわないだろうし、必死で応援するに違いない。


「じゃ、出るんだ」


「まだ分かんないけど……式森君が出るなら、出てもいいかな」


「え……？」


　戸と惑まどいつつも、彼は聞き返す。


「冗じよう談だん……だよね」


「どうだろ」


　千早はにこりとすると、そのまま下げ駄た箱ばこへと向かっていった。





　二年Ｂ組の教室に入ると、大半のクラスメートは席についていた。夕菜と舞穂の姿も見える。これは当然で、朝食は一いつ緒しよに食べるのになんだかんだと出るのを遅おくらせ、遅ち刻こく気味にやってくる和樹がよくない。


　教きよう卓たくに担任である伊い庭ばかおりはいない。またゲームのやり過ぎで眼がん精せい疲ひ労ろうを起こして、自宅で寝ねているのだろうか。


　本来ならかおりがいるべき場所には、代わりに和美が立っていた。彼女はちらっと和樹に目をやる。


「はいそれじゃ説明するわよー。式森君も座って」


「なにすんの」


「決まってるじゃない。ＭＭコンのことよ」


　彼女はチョークで黒板を軽く叩く。


「企き画かくをうちが請うけ負おったんだから。気合い入れんの」


「……あれ、本気だったんだ」


「そうよ」


　自じ慢まんげに胸を張る。彼女はかなり「ある」方なので、突つき出だされる格好になった。


「仲丸君と二人で、ずっと会長を説得したんだから。最初は『コンペにする』って言ってたんだけど、それじゃ時間的に間に合わないから会長が判断してくれって頼たのんで」


「よく決まったね。うちの悪行は会長も知ってるはずじゃ……」


「なによ悪行って。あたしたちにそんなのあるわけないじゃない」


　和美だけではなく、そこかしこから「そうだ、そうだ」との声。例によって自分たちの過去をまったく悔くやんだり反省していなかった。


「誠意を見せたから、会長も納得して仕事が取れたのよ。あたし将来、メーカーで営業でもやろうかしら」


　ブローカーがいいんじゃないかと和樹は思った。それも非合法の、武器密輸か何か。


「もしかして、Ｂ組で裏方を全部やるの？」


「そんなことないわよ。ＭＭコンに参加したいってのもいるんだから。あたしたちだけじゃやっぱ足りないの。そのへんも含ふくめて説明するから」


　和美は半なかば強引に座らせた。そしてこほんと咳せき払ばらい。


「知ってると思うから、イベントの意義は省略。ようするにいかにしてあたしたちが儲もうけるかってこと」


　和樹は「そうだったのか」などと改めて驚おどろいたりはしない。分かり切っていたことである。その代わり、別の質問をした。


「コンテストの内容ってなに？　普ふ通つうに投票するんじゃないんだろ」


「式森君知らないの？」


「なんで知ってるんだよ」


「号外に書いてあるわよ。まあいいわ、内容はアドベンチャーゲーム」


「……へ？」


　きょとんとする和樹。


「なにそれ」


「よくテーマパークであるでしょう。あれよ。校内全部を使ってやるイベントにすんの。男女ペアになって、校内中にあるチェックポイントで問題をクリアして、一番成績の良かった人たちが葵学園のミスとミスターになれるってわけ」


「念のために訊くけど、顔とか成績とかは」


「ゲーム内に盛り込むつもりだけど、基本的には関係ないわね」


　それはいいことなのか。


　やることは分かったが、なんだか「ミスコン」の概がい念ねんから離はなれている気がしてきた。そもそもこれでは「ゲーム」であって「コンテスト」ではない。逆に参加者から苦情が出ないだろうか。


　そんなことを和樹は考えたが、和美も他のＢ組の面々も、特に疑問は抱いだいていない様子。ただ、同じクラスでも夕菜はさすがに怪け訝げんそうにしており、舞穂はそもそも理解をしていなさそう。


「えーと準備だけど、会長から強く言われているので、参加料を取ることはできないから。チケットは発行するけど、なるべく印刷代を安く……」


　教室の奥おくから手が上がる。


「でも特別参加費とか名目作って徴ちよう収しゆうすんだろ。整理券に値段つけちゃえばおいしいぜ」


「やりたかったけど、それも駄だ目め。遠回しに釘くぎ刺さされた。はっきり言われなかったけど、生徒会のスパイを校内に撒まくみたい。そいつらに証しよう拠こ握にぎられたら、その場でパーよ」


　そこかしこから、「やるな」「一年なのに」等の畏おそれと感かん嘆たんが入り交じった声が上がった。


「なんで、参加受付と整理券配布は無料。昼休みにでもやるから。暇ひま人じんは手伝って。あー、あと募ぼ集しゆうパンフね。来らい花かの新聞部と協力するからそっちをやりたい人は立候補。あんまりきつくないと思うけど、文才のある人がいいわ。本番じゃ校内全部使うことになるだろうから、要所にチェック要員とトラブル処理のための人手と。あとは……」


「おい、なんか松田が変なことばかり言ってるぞ」


　浮う氣き光みつ洋ひろという生徒が、失礼なことを言う。和美は説明を一度中断。


「なによ」


「普通の準備説明じゃねえか。もっとまともなことは」


「こっちが世間じゃまとも……なんて、信じないわよね」


「当たり前だ」


　Ｂ組的価値観から言えば、金や陰いん謀ぼうに絡からまないことは全すべて「変」に分類される。無料どころか万が一ボランティアなんてことを口に出した日には、伝染病に罹り患かんしたのかと騒さわぎになるところだ。


　和美はにやっとすると、いきなり黒板に板書をはじめた。


　書くスピードが非常に速い。おまけにペン習字と書道をやっているため読みやすい。瞬またたく間まに白い字で黒板がびっしり埋うまった。


　そこに書いてあるのは、複雑な計算式と倍率であった。


「賭と博ばくを開帳するに決まってるわ！」


　おお、沸わき立たつ教室。


「全参加者を対象、単勝あり連単あり三連単あり。男子のみ女子のみでもベット可。現金だろうと食券だろうと受付可能。事前予想も出して受付は小刻みに。久しぶりの大規模賭博よ！」


　うおおおと歓かん声せい。なにしろ金のことなので、容易に火が点ついた。このところやることなすことがうまくいかず、皆欲よつ求きゆう不ふ満まんに陥おちいっていたのであった。


　和美が静かにと言わんばかりに手を振る。


「ただし、あたしたちはプレイヤーにはならないわ」


「おい、なんでだ」


　と浮氣。和美は直接返答せず、仲丸に目配せ。


　彼はおもむろに立ち上がる。


「これは俺と松田で話し合ったんだ。博打は胴どう元もとが一番儲かる。今回はそれに徹てつしようってな。でかいイベントだ。むしろ客を集めたい」


「だけど博打のスリルも捨てがたいぜ」


「我が慢まんしろ。その代わり、俺たちは博打の胴元だけじゃなくて主しゆ催さい者しや側のスタッフでもあるんだ。操作なんか簡単だろ」


「確かに」


「これは絶対に損はしないぞ。重要なのは秘密保持だけだ」


「素す晴ばらしい。さすが仲丸と松田だ」


　拍はく手しゆをする浮氣。つられたように、何人ものクラスメートが手を叩たたいた。


　賞賛の嵐あらしの中、和樹は恐おそる恐る異議を唱える。


「えっと……ようするに不正をするってことだよね」


「人聞きの悪いことを言わないで」


　睨にらむ和美。


「お金の流れを是ぜ正せいするだけよ」


「自分たちだけ是正しても……」


「いいの。あたしたちは散々不幸だったんだから。ここら辺でいいことがあるはずなのよ。これは神様がくれたチャンス」


　彼女は両手を組んで天てん井じようの一角を拝む仕草。教会なんか行ったこともない癖くせにと和樹は呟つぶやく。


「だからコンテストの結果を賭かけたり、やってる最中に不幸な出来事があっても、それは神の意志なの」


「…………」


　せめてもの抗こう議ぎに無言になるが、もちろんそんな手は通用しない。


　コンテストの準備会議兼けん賭と博ばくの打ち合わせは、かおりがいないのをいいことに、延々続いた。





　昼休み。校庭の一角には長ちよう蛇だの列が出現していた。


　列の先頭にはテーブルと巨きよ大だいな箱。その背後に横長の板が立てられ、細長い紙が貼はり付つけられている。二年Ｂ組の生徒たちがその周囲で忙いそがしく働いていた。


　並んでいる生徒たちは箱に手を突っ込むと、取り出した札ふだをＢ組生徒に渡わたす。渡された生徒は札を引いた生徒の名を短冊状の紙に記入し、背後の板に貼り付けるのであった。


「えー、ただいま組み合わせ抽ちゆう選せん会をおこなっておりまーす。一列に並んでくださーい」


　和美がハンドマイク片手に叫さけぶ。その声につられ、校舎から生徒が出てきては後ろに並んでいった。


「ちょっと、松田さん！」


　教室から飛びだしてきた和樹は、和美に怒ど鳴なった。


「伊庭先生が、頭に響ひびくから静かにしろって……」


「あら。休みじゃなかったの」


「ゲームじゃなくて二ふつ日か酔よいだったんだって。さっきふらふらになりながら来て……」


「それより式森君も手伝ってよ。人手が欲しいんだから」


　和樹は周囲を見回す。確かに列があまり進んでおらず、そのわりにはみな忙しそうだ。


「もうやってるの!?」


「そうよ。朝に説明したじゃない」


「聞いてなかったよ。賭け事の説明はじめたから……」


　和美が「静かにしろ」のポーズを取る。それからマイクを置いて近寄ってきた。


「こういうのは早いほどいいの。無理にでも参加させちゃえば、盛り上がるでしょうが」


「辞退する人、出てくるんじゃないかなあ」


「誰だれが辞退するかで賭けもやるから平気」


　なにが平気なんだと思ったが、和樹は引きずられるように、強引に手伝い要員として組み込まれた。


　文句を言ったが、なにもしないのも具合が悪い、お人ひと好よしな性格もあってせっせと働いた。列の整理に短冊への記入、注意事じ項こうの説明といろいろある。


　忙しく働いたせいか、昼休みが終わるころには、ほとんど人はいなくなった。


　彼はこんなもんかと見回すと、


「松田さん、僕もう行くからね。ご飯食べてないから」


「あー、ありがと。ゆっくり食べて」


「あんまり時間ないけどね」


「ちょうどいいわ。引いていかない？」


　目の前に、抽選用の箱が差し出される。


「……僕に？」


「ついでだから参加しちゃってよ。男子の参加者が予想より少ないの。バランス悪いから」


「でも……」


　彼はきょろきょろしたあと、横に長い板を見上げて、


「組み合わせってなに。男女ペアを決めるの？」


「そ。ペアの組み合わせを無む作さく為いに決めるのよ」


「なにそれ。全然知らない人と二人になるかもしれないじゃないか」


「運の要素も重要ってことで」


　納得できるような、できないような理り屈くつを言う和美。彼は何度か逡しゆん巡じゆんする。


「……えーと、このコンテストでの僕の立場は？」


「にぎやかし」


「だよね」


　和樹は呟くと、あきらめて手を突つっ込んだ。


　ごそごそ。適当な一枚を引っ張り出す。和美に渡した。


「はいはい……式森君は、Ｅの十二番」


　彼は板を見上げた。隣となりはＥの十一番。そこはすでに埋まっていた。


「あの娘ことペア組むのね。えーと……」


　和美が眼を細めて名前を読む。


「……二年Ｆ組。山瀬千早」


　和樹の目にも、はっきりそう記されているのが分かった。
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　第三十一話　ｋｉｓｓ　２







　昼休みもそろそろ終わりそうな葵あおい学園の校庭。


「かーずーきーさん」


　ぎく。


　式しき森もり和かず樹きは声をかけられ、全身とまではいかないまでも、心臓がかなりの位置まで跳とび上がった。


　宮みや間ま夕ゆう菜なはきょとんとしている。


「どうしたんです？」


「い、いや……」


「なんだか変ですよ。まるで知られては困ることがあるのにいきなり声をかけられて動どう揺ようした人みたいじゃないですか」


「そ……そんなことないよ……」


　和樹は脂あぶら汗あせを流しながら、やんわり否定した。「相変わらず勘かんが鋭するどいなあ」と思いながら。


　彼が夕菜の言動にびくびくしたのは理由がある。周知の通り、葵学園でミス・アンド・ミスターコンテスト、通つう称しよう「Ｍ＆Ｍコンテスト」が開かい催さいされることになった。手で溶とけなくてもお口で溶けそうな名めい称しようだが、とりあえずチョコレートとは関係がない。


　いわゆるミスコンの亜あ種しゆであり人気投票である。普ふ通つうなら女子なり男子なりがステージに上がって芸の一つもやり、投票によってトップが決まる。


　これが誰もが思いつくコンテストで、大多数の人間もそう思っていた。ところが。


「Ｍ＆Ｍコンテストの抽選、見ました？」


　と夕菜。


「……うん」


「くじ引きで決めるなんておかしいですよね。松まつ田ださんに訊きいたら、『運の強い人が勝つ』なんて言ってるんですよ。あれじゃ好きな人と一いつ緒しよにできないじゃないですか」


「……そうだね」


「和樹さんは、くじを引いたんですか？」


　彼は無む邪じや気きに訊いてくる夕菜から目をそらしつつ、ごにょごにょと返事をする。


「えーっと、夕菜は？」


「引きました」


　彼女はちょっとつまらなそうに、


「でも相手はまだ決まってないんです。半はん端ぱな番号だったみたいで。和樹さんと一緒がいいんですけど……」


　若じやつ干かん不服そうであった。いつもの本気怒いかりではないので非常に可愛らしくはある。


「和樹さんはやらないんですか？」


「やるような……やらないような……」


「なんですかそれ。どっちなんです？」


　不思議そうな顔で見つめてくる。彼は焦あせった。


「いや……ほら……その、僕ってこういうのの主役になれないから。松田さんにもにぎやかしって言われてさあ。参加っていうか、裏方に近い感じで……」


「そういえば、松田さんそんなこと言ってましたね」


　和樹の適当な言い訳を、特に疑うことなく聞いていた。すると彼女の背後から「夕菜ー」と当の松田和かず美みが呼びかけてくる。


「じゃ、和樹さん。わたし、松田さんと一緒に教室戻もどりますから」


「うん……」


　夕菜は走りながら、手を大きく振ふっていた。彼は力なく手を振り返す。


　それから手の中にある、くしゃくしゃになった紙片を広げた。番号を見る。何度見返しても、Ｅの十二番だった。


　Ｅの十二はＥの十一とペアを組む。そしてＥの十一は山やま瀬せ千ち早はやであった。


　驚おどろき桃ももの木なんとやら、である。このコンテストは男女のペアとなり、アドベンチャーゲームよろしくあちこちのイベントをクリアして成績の良い組が優勝となる。ここまでいくとミスコンとはほど遠いが、「盛り上がるから」と二年Ｂ組の連中が強引に作りあげたのである。ちなみにＢ組は企き画かく立案・協力という立場。


　組み合わせはランダムなので知らない生徒と一緒になることもあった。なのに、和樹の相手は千早になってしまう。「なってしまう」という表現は適切ではないかもしれないが、とにかくそういう結果だった。


（どうしよう……）


　どうもこうもない。残された手は病欠くらいのものだ。


　悩なやんでいると、肩かたを叩たたかれた。


「や、式森君」


　振り返るとそこには件くだんの千早がいた。


「山瀬さん……」


「どうしたの。なんか暗かったけど」


　元々それほど明るい方ではない。


「山瀬さんはなんか元気だね」


「あたしはいつもと変わらないよ」


　にこりとする。確かにそうだ。彼女は悩みがあっても、極力押し殺すタイプで、表面上の変化は抑おさえる。


「ところでさ、Ｅの十二って式森君だよね？」


「うん……」


「あは、やった。あたしとペアだ」


　嬉うれしそうに笑う。


「珍めずらしいよね、式森君がこんなイベント出るなんて」


「山瀬さんこそ、出ないみたいなこと言ってたじゃないか」


「妹が勝手に申し込んだんだもん。くじだってあたしが引いたんじゃないんだよ。びっくりした」


「僕は強引に引かされた」


「当日はよろしくね。あ、でも……」


　少し困ったような表情を見せる。


「宮間さんに悪いかなあ。あの娘こ、きっと怒おこるよねえ」


「んー……多分」


　まだ知られていないが、事実を知って般はん若にやに変身するのはよくあることだ。それに対して無力というのもまたよくあることで、ここまでくると防衛本能よりは悟さとりが必要になってくる。


「先に謝あやまっておこうかな」


「山瀬さんは……嫌いやじゃないの？」


「なにが？」


「相手が僕で」


「なんで？」


　千早は純じゆん粋すいに不思議そうだ。あまりにストレートな反応なので、質問した和樹が戸と惑まどっていた。


「いや……だって山瀬さん綺き麗れいだから、もっと他の男がいいんじゃないかなって」


「あたしのこと綺麗って言ってくれるんだ。ありがと」


　千早はにこりとした。


「式森君でいいよ。むしろ嬉しい。式森君は、あたしじゃ嫌？」


「そんなことない……けど」


　千早と二人というのに驚いている。そうあることではない。夕菜や他の女の子なら、しばしばあるので慣れているのだが。


「よかった。じゃあ当日は楽しもうよ」


「僕、アドベンチャーゲームとかやったことないから、多分足引っ張ると思うよ」


「いいって。こういうのは楽しんだもの勝ちなんだから。じゃ、よろしくね」


　彼女は和樹の肩をぽんぽんと叩くと、自分の教室へと戻っていった。





　　　　○





　その日の夕方。


　和樹は学校の帰り道、スーパーへ寄って食材を購こう入にゆうした。食事当番の風かぜ椿つばき玖く里り子こに頼たのまれたのである。調理自体は女の子たちで回しているので彼にやることはなく、代わりに買い物を引き受けることが多かった。


　今日は鍋なべ物もの。「みんなでつつくことができて会話も弾はずむから」と玖里子が言っていたが、支し度たくが楽だからじゃないのかという気がしないでもない。


　家に帰り、「ただいま」と言って台所に入る。テーブルの上に食材の詰つまったビニール袋ぶくろを置いた。


「お帰りなさい」


「わっ」


　和樹は跳び上がった。いきなり夕菜に声をかけられたためだ。彼女は先に帰ってきており、すでに室内着に着き替がえていた。隣となりには神かみ城しろ凜りんもいて、こっちはなんだか小さくなっている。


「なんですか、わって」


「いや……」


　彼は心臓の鼓こ動どうを抑えようと努力した。


「学校でもそうでしたけど、やましいことがある人みたいですね。なんでいちいち驚くんですか」


「別に……やましいことは……ない……です……よ……」


　和樹は平静に平静にと心の中で呟つぶやいていた。千早のことがばれたら一ひと騒そう動どう起きそうだ。彼女の怒りは避さけられないとはいえ、極力引き延ばしたい。一分一秒でも長く生きたいのは、人間の本能でもある。


「ふーん」


　かすかに細くなる夕菜の眼め。と、彼女はなにを気づいたか、


「そうそう、聞いてください和樹さん。コンテストのわたしの相手が決まったんです。それが凜さんなんですよ」


　隣の凜は、どういうわけかますます小さくなっていた。和樹はびっくりして、
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「女の子同士もあるんだ」


「数の関係なんですって。凜さんったら、出る気はないみたいなことを言っていて、結局出場するんです。そんなことするから、わたしと一いつ緒しよになっちゃうんですよ。和樹さんがよかったのに」


「私だって出るつもりはありませんでした。剣けん道どう部ぶの人たちが熱心に推すい薦せんするものですから、仕方なく……」


　剣けん豪ごう少女は顔を赤らめながら反論する。あとで聞いたところによるとそれは本当で、周囲が囃はやし立てた結果らしい。もっとも、凜自身もまんざらではないようであったが。


「出ないって言ってたじゃないですか」


「ですから仕方ないんです」


「凜さんが目立ちたがりでもいいんですけど、わたしと一緒なんていつも遊んでいるのと変わりありません」


「私だって驚おどろきました。いっそ、式森との方が、あ……いや」


　急いで口をつぐむ凜。夕菜は不ふ審しんな顔つきになり、


「今、なにか聞こえましたけど」


「気のせいです。そ、それより……」


　彼女はぱっと和樹の方を向く。


「式森、お前はどうなのだ！」


「どうって……」


「二年Ｆ組の山瀬さんとペアになったと聞いたぞ!?」


　思わず和樹は「ぎゃー」と悲鳴を上げた。そのことは当然夕菜に話していない。しかもバレ方が最悪である。これはお仕置確定コースだ。


　だが夕菜は、憮ぶ然ぜんとしているものの、いつもの魔ま法ほう発動はおこなっていなかった。


「知っています」


「……え？」


　つい聞き返す和樹。


「山瀬さん本人から聞きました。和樹さんと一緒になってごめんなさいって。いきなり謝られてびっくりしちゃいましたけど、そうまで言われちゃったら、怒おこったりできないじゃないですか」


　仕方ありません、と付け加えている。和樹はほっとすると同時に、（我ながら失礼だと感じつつも）意外な気がしていた。凜も同感だったようで、眼を丸くしている。


「くじなんですから諦あきらめます。でも」


　ぎろっと和樹を睨にらむ。


「山瀬さんに変なことしないでくださいね」


「…………」


「分かりました？」


「……うん」


　彼はこくこくとうなずく。「ならいいです」と夕菜が言う。和樹は「ああ、やっぱりいつもの夕菜だ」と思い、奇き妙みような安あん堵ど感かんを得た。





　そして夕食。


　食事当番の玖里子は手て抜ぬきをしていた。鶏とり肉にくの鍋なべだったのだが、肉はパックに入った一口サイズ。野菜はただ切っただけ。買ってきたポン酢ずを用意して「さあ食え」と言わんばかりに出している。これは鍋では特に手抜きではないのだが、いつもの彼女ならポン酢を手作りするなどの工夫を欠かさない。帰りが遅おそかったせいだろうか。


　手抜きでも料理は料理である。誰だれからともなく「いただきます」と言い、夕食開始。


　和樹は煮にえた春しゆん菊ぎくを食べつつ、食しよく卓たくを眺ながめていた。夕菜に凜、栗くり丘おか舞まい穂ほはいつも通りだが、玖里子がいつもの調子ではなさそう。心なしか、目の下に隈くまができている気がした。


「あの……玖里子さん？」


「なによ」


　機き嫌げんの悪そうな返事だ。和樹を横目で見返している。彼はたじろぎつつ、


「疲つかれているんですか？　元気なさそうですけど」


「当たり。玖里子さんはお疲れです」


　鶏肉を口の中に放り込んでいる。熱さに負けず嚙かんでいた。


「あの坊ぼうやとあんたのクラスが厄やつ介かいでさあ。処理すんのに手間ばかり取らされたのよ」


　坊やとは現生徒会長のこと。あんたのクラスとは、当然二年Ｂ組のこと。


「それはすいません」


　一応謝ってから、


「あいつらなにしたんですか」


「賭と場ばの開帳。誰が勝つか倍率つけて、賭かけやろうとしてたのよ。しかも今度はインターネット上よ。全部電子化して紙の証しよう拠こ残らないようにしてたの。バレても手が出ないようにサーバをアメリカに置いて。悪あく辣らつにもほどがあるわ」


「よく発見しましたね」


「怪あやしそうなのに監かん視しをつけてたのよ。インターネットカフェに入ったところを確認して記録とって。姉の会社の系列だからなんとかなったけど、おかげでこっちもヤバイ橋渡わたらなきゃなんなくなったわ。それからアメリカに連れん絡らくしてサーバから遮しや断だんしたのよ」


　ぐびぐびと烏龍ウーロン茶ちやを喉のどに流し込む。本人はビールでも飲みたい気分だろう。


「面めん倒どうくさいったらありゃしない」


「でも玖里子さん、いつもこういうの見み逃のがしてませんでした？」


「坊やにハッパかけられたの！　『風椿さんならこれくらい軽いですよね』とか言って押しつけられて。あの子、二年Ｂ組に企き画かく任せておいたくせに、締しめるところは締めるのよ。あたしにやらせるってところが巧こう妙みようよね。矛ほこ先さきが自分に向かないようにしている」


「玖里子さんが従うのも珍めずらしいですね」


「あの坊や、駆かけ引ひきうまいのよ。主張だけじゃなくて譲ゆずるところは譲るし。こっちも反論するんだけど最後は頼たのみを聞いちゃってるのよねえ」


「玖里子さん自身は、コンテストには……」


「出ない。出られなくなったわ。こんだけ仕事があるんじゃ……。あー、出るんなら上位入賞狙ねらおうかって思ってたんだけど」


　これも会長の目的なんだろうなと、和樹は考えていた。有力な候補を不参加にさせることによって、場を盛り上げるつもりだ。確かにあの会長は中々のやり手である。


「にゃー、舞穂も出たかったー」


　和樹の隣となりの女の子が、口に白菜を詰つめ込こみながら箸はしを振ふり回した。


「駄だ目めだったんだ」


「あたしが止めた」


　と玖里子。


「やっぱ倫りん理り的に問題があるからって。変なカメコを呼び寄せちゃうから」


「出たかったのにー」


　舞穂は頰ほおを膨ふくらませている。そのまま白菜を齧かじっていた。玖里子が軽くいなす。


「今回は我が慢まんしなさい。十年後くらいだったらいくら出てもいいから」


「ずっと先だよー」


　まだ文句を言っていた。確かに、十年もたてばとんでもない美人になっているだろうが、今は幼児体型の女の子だ。


「舞穂ちゃんなにかやるの？」


　和樹が訊きく。


「んーとね、出られないから、仲なか丸まる君たちを手伝うことにした」


「なにを？」


「内ない緒しよ」


　舞穂はそれだけ言うと、また鍋をつつく。裏表のない性格なので、表面的にはなにか企たくらんでいるようには見えない。


「和樹は千早とペアなんでしょ」


「ええ、まあ」


「適当にすませて、あとは見物していることね。本気になったら腹を立てるのがいるから」


　玖里子の台詞せりふに、和樹は左ひだり隣どなりの女の子を盗ぬすみ見みた。


　夕菜はにこにこしながらカニの足を食べている。特に怒っているようには感じられない。


（でもいつリミッターが外れるか分からないから、大人しくしてよう……）


　いつものように、当てにならない誓ちかいを立てると、彼は食事を再開した。





　　　　○





　そして当日。


　本来なら休日で学校は休みである。逆に言うとそういう日しか空いておらず、Ｍ＆Ｍコンテストはカレンダーの隙すき間まを縫ぬうようにして開かい催さいされていた。


　休みの学校を使うのには煩はん雑ざつな手続きが必要だが、生徒会長と玖里子が手を尽つくして使用許可を取った。


　肝かん心じんの生徒たちはかなりの数が来ている。久しぶりのミスコンなので、興味を持つものが多い。この手のイベントは、思春期の少年少女の関心を集めるのに十分なものがあった。


　和樹は朝早くから出向いていた。二年Ｂ組は生徒会の委い託たくを受け、企き画かく全ぜん般ぱんを請うけ負おっている。彼も当然のように仕事が割り振られていた。


　学校の中庭では、簡素な屋台がいくつか組み立てられていた。ベニヤ板と厚手のシートで構成されたもの。その周りでＢ組の男子生徒たちが忙せわしげに働いている。和樹は中の一人に声をかけた。


「仲丸」


「おお、式森か」


　屋根を作っていた男が振り返った。


「早かったな。教室に顔出してくれ」


「これ屋台だろ。こんなことまでするんだ」


「見物してるだけでも腹が減るだろ。金が動くチャンスはこっちから摑つかまないとな」


「ずいぶん作るんだね」


「食い物は稼かせぎがいい。なるべくバリエーションを増やして客を飽あきさせないようにしないと」


　仲丸由ゆ紀き彦ひこは珍しくまともなことをいいながら、汗あせをぬぐった。


「食材の仕入れが大変だった。安いところを探すのに骨が折れた」


　和樹は地面に置かれたままの値段表を眺める。


「ずいぶん安いんだね。焼きそば五十円かあ」


「本当はもっと高くしたかったんだ。焼きそばなら最低五百円は取りたい。コンテスト開始後に門を閉めて出入り出来なくすれば買うしかなくなったんだが、会長から横よこ槍やりが入った」


　苦い顔つきである。


「参加者にも見物客にも負担のかからない値段設定を、なんて言いやがる。原価ぎりぎりまで下げざるを得なかった。人件費を考えたら赤字だ」


「赤字？　仲丸らしくない」


　金の亡もう者じやで利にさとい仲丸が、損をするなんて考えられないことであった。和樹は彼が、菓か子し屋の軒のき先さきで延々値切り交こう渉しようをやっているところを見たことがある。


「最終的な決定権は会長が握にぎったままだから、どうにもならん。しかも企画が進んで引き返せなくなってから駄だ目め出だしをするんだ。こっちの動きを読みきってやがる。値下げを呑のむしかなかった」


「へーえ」


　仲丸はまた骨組みにシートを張りつつ、


「松田が探していた。行ってやってくれ」


「ん。分かった」


　和樹は校舎の入り口へ向かった。


　Ｂ組の教室内では女子生徒たちが右に左に走り回っていた。ほぼ全員が携けい帯たい電でん話わを持って電話をかけまくっている。


「倍率四のバック二じゃ受けられない？　リベート率上げるから、それで呑んで」


「手入れでノートパソコンごと差し押さえ!?　データはフラッシュメモリに避ひ難なんさせてるんでしょうね!?」


「三十分後に取り引きを再開させるわよ。駅前の喫きつ茶さ店てんは監視されているから裏のファミレスに変へん更こうよ！」


　黒板には一目見ただけでは分からないような記号が乱らん舞ぶし、何度も消されては書き直されている。皆みな、入ってきた和樹には目もくれなかった。


　和樹はとりあえず、教きよう卓たくで難しい顔をしている松田和美のところに近寄った。


「松田さん、どうなってんの」


　和美が眼だけを動かして彼を見た。


「……大変なのよ」


「これ、賭と博ばくの計算式だよね？」


　和樹は指で黒板をさす。和美はうなずいた。


「そうなんだけど、生徒会から何度も邪じや魔まが入るのよ。おかげで中々始めらんないわ。頭くる」


「でも博打は禁止されていたんじゃ」


「はいそうですかって従っていたら、アングラカジノは経営できないわよ」


　高校生が経営したら駄目だろうと和樹は思ったが、口には出さない。どうせ聞き入れたりしないのだ。


　和美は忌いま々いましげに、


「あちこちに窓口を分散してしっぽを摑まれないようにしてるのに、どこからか嗅かぎつけるのよね。何か所も潰つぶされたわ」


「直接抗こう議ぎすればいいんじゃない？」


「したわよ。そしたら『高校生らしくないことは好ましくありませんね』だって。博打なんて一番高校生らしいじゃない。青春よ青春」


　どんな青春なのだろう。少なくとも金に血道を上げるのは、高校生の本分ではない。


「それにしては、Ｂ組には手入れが入らないんだね」


「そうね。やっぱ子供だから、どこか甘いんでしょ。好都合っちゃあ好都合ね」


　そうかなあと和樹は呟つぶやく。あそこまで圧力をかける会長なら、博打の総本山を見逃すわけないだろう。ひょっとすると、わざと手をつけないでいるのかもしれない。二年Ｂ組は金が絡からむと信じられないパワーを発揮する。それを利用してコンテストの盛り上げに使っているのかも。事実、仲丸たちは赤字覚かく悟ごで屋台を出そうとしているのだ。


　和美は熱心に他の女の子たちに指示を飛ばし、計算式を何度も書き直している。余計なことを言わない方がいいなと和樹は思った。


「で、僕に用はなんなの」


「そうそう、式森君は実際に出場してもらうんだけど」


「うん。だからたいしたこと手伝えないよ」


「やってもらうことがあるのよ。あのね、Ｍ＆Ｍコンテストの詳くわしい仕組みは知ってる？」


「知らない」


　和美は黒板の一部を消して、図を描かいた。簡単な校内の見取り図である。


「アドベンチャー形式でやるのね。スタートが校庭のここ」


　中央をとんとん叩たたく。


「ゴールも兼かねてるの。で、参加者は二人一組になってここから校舎に入って、順路をたどりながら階段を上り下りする。チェックポイントにＢ組のスタッフが何人かいるから、そこで出される課題をクリアして、次へ向かうと。高い点数をゲットした組が優勝」


「なにがコンテストなんだかさっぱりだね」


「男女のペアなんだから、ミスもミスターもどちらも決められるでしょうが。知力と体力を尽くした人のみが、栄えい冠かんを手に入れることができんの」


「女女のペアもいるんだけど……」


「片方が男役をやればいいの」


　あっさりと和美は言い切った。趣しゆ旨しがどんどんずれているようだが、まったく気にしていないらしい。


「はあ……。で、僕はただ参加してればいいんだね」


「駄だ目めよ。にぎやかしでもやるべきことはやってもらわないと。式森君にはね、これを身につけてもらうから」


　彼女は携帯電話と黒く小さなイヤホンを取り出した。和樹に渡わたす。


「ワイヤレスのイヤホンよ。携帯電話は通話状態にして、耳に付けておいて。こっちから適てき宜ぎ指示するから。これ、式森君の声も拾えるやつだからね」


「指示聞いてどーすんの」


「参加者がやる気なさそうだったら、盛り上げてもらうのよ。いわばサクラね」


　和樹は眉まゆを顰ひそめる。


「やだよそんなの」


「だーめ。やんの。熱気が激しいようだったら好きにしていいけど、どんよりしてるときは、無理にでもヒートアップしてもらうからね。適当な人に喧けん嘩かでも売って」


「やだよ！」


　まるでヤクザの言いがかりだ。そもそも喧嘩したことがなく、怖こわくて痛いことはやりたくもないのになんでそんなことを。


「その場で切腹とかでもいいわ。血が噴ふき出せば否いやが応おうでも盛り上がるでしょう」


「死んじゃうよ！」


「他にも大穴が出るように他の参加者を妨ぼう害がいしたり、わざと負けてもらう仕事があるから、遊んでる暇ひまはないわよ」


「八や百お長ちようだろ、それ！」


「あたしたちの儲もうけのためよ」


　和美は断言した。


　なおも彼は抗議をしたが、まるで聞いてくれなかった。頑がん固こというより、自分の正しさをまるで疑っていないのである。他の女子生徒にも訴うつたえたものの「それが式森君の役目よ」「頑がん張ばって。わたしたちのために」と妙みような励はげまされ方をした。皆、和美と同じ思考の持ち主であった。


「さあ、そろそろコンテストスタートよ。式森君、校庭に行ってて」


「あの……僕Ｆ組の山瀬さんと一いつ緒しよなんだけど、八百長の荷担させるの？」


「荷担なんて人聞きが悪いわね。協力してもらうの。さあ、行って行って」


　彼女は強引に和樹を教室の外に出した。彼は仕方なく、校庭へと向かった。





　　　　○





　校庭には早くも出場者が集まっていた。本気で優勝を狙ねらっているもの、話の種に参加したもの、とにかく目立つことが好きなもの、和樹みたいに訳が分からないうちにここにいるもの等々。とにかく数だけは多い。そして周囲には野次馬がこれまたたくさん。


　これらは大半が葵学園の生徒である。中には「生徒の親しん戚せき」と称しようして他学校の生徒やカメラ小こ僧ぞうも紛まぎれ込んでいた。玖里子によると「わざと入れておいて、あとで検挙して取り引き材料にする」とのことであった。


　人混みの中で、千早が手を振ふっていた。


「式森君、こっちこっち」


　和樹は足早に近寄る。彼女はほっとしていた。


「よかった、棄き権けんしたのかと思ってた」


「ごめん。山瀬さんは早くからいたの？」


「うん。妹にね、急せかされちゃってる。絶対優勝しろって」


「あー……あの妹さん、相手が僕なんかで怒おこらないかなあ」


「どうだろ。あたしは式森君と組めてよかったんだけど」


　照れくさそうに笑っている。


　校庭の中央にはゲートが二つ。それぞれ色分けされていて「スタート」「ゴール」と書かれていた。その前に、マイクを持った鳴なる尾お来らい花かが立つ。


　彼女はマイクの先せん端たんをこんこん叩いた。


「えー、お集まりの皆みなさんお待たせしました。葵学園Ｍ＆Ｍコンテスト、司会をつとめる新聞部の鳴尾でーす！」


　会場から拍はく手しゆ。和樹も一緒になって手を叩いた。


「では簡単なルールを説明します。やり方自体は事前に説明を受けていると思いますので省略して……出場者の皆さんには、カードが渡されます」


　スタッフが歩き回り、銀色のシールが貼はられた、薄うすいカードを手て渡わたしていった。和樹と千早も受け取る。


「ここには点数とチェックポイント通過の印しるしが記き載さいされます。課題をクリアしたら係員に渡してください。これのみで各得点数を証明しますので、絶対になくさないようお願いします。再発行はしません」


　遊園地のアトラクションにあるものと似たようなシステムらしい。設備投資に金がかかっただろうに。


「チェックポイントはカードの裏に書いてある場所に点在しています。どの順番から回っても構いません。ただし最後は必ずゴールゲート前の最終課題をクリアしてもらうことになります」


　周囲がざわつく。伸のび上がってゲート前を確認しようとする生徒もいるが、まだなにも設置されていない。


「ところどころに新聞部の映像記録班がいますがチェックとは関係ないので無視してください。説明は以上です。えー、駅前の創業百二十年を誇ほこる老舗しにせ和わ菓が子し、丸まる浜はま屋やの提供でお送りしました。丸浜屋の菓子は元々小豆あずきだけではなく……」


　その後延々と菓子作りの説明が入った。恐おそらく多額のスポンサー料を受け取ったのであろう。


　バブル崩ほう壊かい後の不景気をくぐり抜ぬけたあたりで、ようやく来花の和菓子物語は終わりを告げた。


「ではコンテストを始めます」


　彼女は号ごう砲ほう用のピストルを空に向けた。


「よーい……スタート！」


　乾かわいた火薬の音が鳴なり響ひびく。参加者が一いつ斉せいに走り出した。


　和樹と千早は人の流れに飲み込まれそうになった。巻き込まれないよう注意しながら駆かけ出だす。


「式森君、向こう、教員棟とうの方行こう」


　千早が言う。


「あっちの方が人が少ないと思う」


「うん」


　足を別方向へ。人の群れを搔かき分けながら進んでいく。


　ぴりりり。いきなり、耳に入れておいたイヤホンが鳴った。


（式森君、聞こえる？）


　和美の声だ。背後ががやがやしているから、教室からだろう。


「聞こえるよ」


（どこに向かってる？）


「教員棟」


（じゃあ、チェックポイント七番へ行って）


「え？」


（早く）


　いきなり切れた。もっとも通話が終しゆう了りようしたのではなく、向こうが喋しやべるのを止やめただけ。


「どうしたの？」


　千早が不思議そうな顔をしていた。


「い、いや、なんでも……」


「ふーん？」


　このことを彼女に言うことはちょっと難しかった。千早の性格を詳しく知らないが、不正に寛かん大だいではなさそうだ。


　教員棟に着いた。本来ならこんな遊びに使っていけないところだが、そこは玖里子の手しゆ腕わん。姉が葵学園の理事である。


　千早がカードの裏を確認する。


「えーっと、チェックポイントの六番からやるのが早いのかな」


「あの、七番にしない？」


　和樹がいきなり言い出したので、千早は眼をしばたたかせている。


「……いいけど？」


「じゃあそっちへ」


　理由を訊かれる前に、自分から走ることにした。


　廊ろう下かには張り紙がしてあって、矢印とチェックポイントの番号が記されている。おかげで迷うことがない。


　チェックポイントの七番は、教員用の小さな会議室であった。すでに何組か先客がいる。やはり人の少ないところを選んだのだろう。


　会議室の中からは、時々「ぎゃー」とか「うぎゃー」等の悲鳴がしていた。


「……なんだろ」


　思わず呟つぶやく。


「なんだろうね、ちょっと……怖いかな」


　千早が和樹の服の袖そでを、ぎゅっと摑んだ。


「あ……」


「ごめん、式森君」


　と言いながらも離はなさない。動きづらいんだけどなと、彼は思った。


　やがて順番が回ってきた。中に入る。


　スタッフをやっていたのは浮う氣き光みつ洋ひろであった。和樹のクラスメートである。こっちに気づいたはずだが、なにも言わなかった。


　浮氣は素そっ気けなく告げる。


「ここでの課題は知力のテストです」


　和樹の口の形が「い」の字になった。


「このボックスに入って、出される問題を解いてもらいます。入るのは一人だけ、どちらでもいいですが、もう一人はアドバイスもできません。そこのテレビで解答するところを観みていてください」


　浮氣の真後ろに真っ黒なボックスが設置されていた。証明写真を撮とるのに使う設備を改造しているようだ。


「じゃあカードを」


　二人は渡わたす。続けて浮氣が、


「どっちが入ります。いや……あー」


　よく見ると、彼も耳に同じようなイヤホンをしていた。


「そっちの男子ですね。はい、入って入って」


「え？　ちょっと……」


「いいから入って」


　和樹は無理に押し込められる。カーテンが閉められた。仕方がないので、置いてある丸まる椅い子すに座る。


　目の前にブラウン管が設置されていた。他に見るものもないので眺ながめていると、文字が映し出される。


『問題です。信号を進むときの色は青ですが、止まるときの色はどれでしょう。


一　赤


二　赤


三　赤』


「なんだこりゃ」


　思わず和樹は呟いた。問題が簡単な上に、選せん択たく肢しも簡単だった。まるで意味がない。これは果たしてチェックなのか。なにを答えても一緒である。


「……じゃあ三番」


　ちゃちゃーん。ファンファーレが鳴り響き、ブラウン管に「正解」の文字。


「おめでとうございます。はいこれ」


　今度は浮氣に引っ張り出される。カードを返された。


　外では千早が拍手していた。


「すっごーい、式森君。よくあんな問題分かったね」


「……そうなの？」


「一いつ般ぱん相そう対たい性せい理り論ろんの数式だったよ。あたし全然分かんなかった」


　ぎょっとして浮氣を見る。そっぽを向いてとぼけていた。


「式森君頭いいんだね」


「……別にそんなことは」


「次に行こう」


　会議室を出た。するとまた、和美から連れん絡らく。


（うまくいったみたいね）


「……松田さん、これインチキじゃないか」


　和樹は小声で抗こう議ぎをする。


（言ったでしょう。盛り上げるためよ）


「こんなのバレたら……」


（式森君の独断だって言うわよ。さ、次はチェックポイント十番ね）


　苦情はあっさりスルー。さらに走らされることになった。


　今度の場所も教員棟の中。さっきよりは大きめの会議室である。ちょうど真上に位置していた。


　扉とびらは開け放たれていて、順番待ちはない。なんとなく嫌いやな予感がしたので、恐る恐る足を踏ふみ入れる。


「いらっしゃーい」


　やはりクラスメートの中なか田た一いち子こが待ちかまえていた。その隣となりに座っているのは片かた野の坂さか雪ゆき江えである。「Ｂ組きっての未亡人」という妙みような肩かた書がきを持っている女の子だ。


　一子が和樹と千早を招き入れた。


「お二人様ご案内」


　二人がけの椅子に座らされた。目の前では雪江が、なぜかデジタルビデオカメラをセットしている。


「……なにするの？」


「ここでは、カメラの前で芸をしてもらいます」


　にこやかに説明をする一子。


「ビデオに収めて審しん査さ員いんがリアルタイムで点数にします。芸によってはボーナスもあるという太っ腹イベント」


「芸って、僕たち椅子に座ってるんだけど……」


「座ったままでもできることです。それはですね……」


　一子は和樹と千早を見比べ、何な故ぜかにやりとした。


「お二人にはカメラの前で……キスをしてもらいます！」


「……えええっ!!」


　和樹は座ったまま跳とび上がった。
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　番外編　ちょっとメイドの巻







　ベルギーのメルスブローク空軍基地に到とう着ちやくしたとき、リーラの手は無意識にサングラスを探していた。彼女の指揮する第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは、かつて太平洋南方の島にいた。そこではサングラスは必ひつ需じゆ品ひんで、昼間、屋外にいるときは着用していることが多かった。現在でも癖くせが残っており、外に出るときはつい着けたくなってしまう。


　一いつ瞬しゆんだけ指が動いたが、すぐにやめた。心の中で舌打ちをする。現在、中隊が駐ちゆう屯とんしているのは日本だ。夏場の日差しは強いが、地元の人間でサングラスをしているものは滅めつ多たにいない。郷に入っては郷に従うべきだ。今は日本にいるのではないから着用しても問題はないが、かつての癖なら消した方がいい。


　それに、彼女が心の底から慕したっている最愛の主人が、サングラスの女を好むかどうか分からない。恐おそらく嫌がらないはずだが、似合わないと思われたらことだ。なにより自分の主人の姿は肉眼で見たかった。


　飛行機内は全員軍人だった。ベルギー空軍の機体に便乗したのだから当たり前ではある。折り目の利いた軍服が並ぶ中、一人だけメイド服がいるのは若じやつ干かんおかしくもあった。


　私物のバッグを手に、一番最後まで待ってから降りる。エンブラエルＥＲＪ１３５のタラップは、ほんの少しだけきしみを上げていた。


　リーラは周囲を見回した。離はなれたところにイベコＬＭＶが停車している。運転席側の扉とびらには、背の高いメイドが暇ひまそうに寄りかかっていた。


　そのメイドはタバコを取り出そうとして、やめた。それからリーラを発見し、にやっとして手を振ふった。


　リーラはバッグを左手に持ち替えると、彼女の元へ歩いた。


「リーラ！」


　そのメイド、リーラの部下のセレンは、航空機の発着音に負けじと大声を出していた。


「久しぶりだ！　長旅はどうだった!?」


「快適だ」


　リーラはよく通る声で答える。


「軍用の輸送機に比べれば、旅客機は天国だ。日本からベルギーまでの直行便がないのが難点だな」


「米軍の機体でもチャーターしてこいよ！」


「ドイツからベルギー空軍の機体に乗れた。これで十分だ」


「あの坊ぼうやはどうしてる!?」


　ここではじめてリーラは、言葉に少しの感情を込めた。


「式しき森もり様を坊や呼ばわりするのは、感心しない」


　セレンはにやにやした。リーラの言葉の後ろにある気持ちを、感じ取ったかのようであった。


　それ以上リーラは喋しやべろうとしなかった。セレンが乗るようにうながす。


　第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー長は、助手席の扉を開け、バッグを先に入れてから乗り込んだ。セレンは運転席に乗る。イベコＬＭＶの中は、この二人だけだった。


「お前が運転するのか」


「そうだよ」


「下のものにやらせろ。仕事を奪うばうな」


「たまにはハンドル握にぎらないと、腕うでがなまっちまうんでね」


　セレンはイベコＬＭＶをスタートさせた。イタリア製の軍用車両は、低く唸うなるようなエンジン音と共に走り出した。


　車は幹線道路に乗り、そのまま直進する。しばらくそのままだったが、郊こう外がいに出て、背の低い灌かん木ぼくのつらなる、典型的なベルギーの田園風景が見えるようになった。そこではじめて、リーラは気を抜ぬいた。


　シートに身体からだを沈しずめる。軍用車両のため、それほど座り心地はよくなかった。


　対向車両が遠えん慮りよしがちにすれ違ちがう。ベルギー軍からの借り物だが軍用は軍用だ。勝手に気を遣つかっていた。


　リーラは風景に眼めをやっていた。


「眠ねむけりゃ寝ねてもいいぞ」


　セレンが前方から眼を離さずに言う。リーラは首を振った。


「いや。眠ねむ気けはない」


「ぼんやりしてんじゃねえか」


「……住むのにいいところかどうか考えていた」


「おや。もうリタイアを考えてんのか」


「式森様の別宅だ」


　リーラは田園内の、平へい坦たんでひとけの少ないところを観察していた。


「ゾマーフェリエン（夏休み）にお過ごしいただく場所はどこがいいか検討中だ。湾わん岸がん諸国か南半球が有力な候補だが、欧おう州しゆうも候補の中に入っている。西せい欧おうか北ほく欧おう、あるいは黒海沿岸だろう。治安に問題がなく、中隊が駐屯してもいい場所にする。資金はマネートレードで調達できた。あとは一流の設計士と建築家をリストアップし、場所の選定と同時に設計を開始して……」


「分かった、分かったよ」


　リーラの台詞せりふをセレンが遮さえぎった。際限なく続きそうだと感じたためだ。普ふ段だんは要点のみをきちんと伝える女性だが、和樹のこととなると饒じよう舌ぜつになる。


「お前さんが坊や……シキモリのことばかり考えていることはよく分かった。訊きいたあたしが馬ば鹿かだった」


「メイドが雇やとい主ぬしのことを考えるのは当然だ」


「そういうことじゃなくてだな」


　セレンはなにか言おうとしていたが、口をつぐんだ。代わりにアクセルを踏ふみ込む。


「……ま、主人のことを忘れねえのは大事だな」


「お前は忘れすぎだ」


「あの坊やのことじゃなくたって、わりと忘れる方だぜ」


「自じ慢まんになるか。それと、坊やと呼ぶな」


「そりゃ悪かった……もうすぐ着くぜ」


　運転席からの言葉に、リーラはふうとため息をついた。


「リーラともあろうものがため息とは珍めずらしいな」


「……面めん倒どうなものだ」


「生理か」


「ここは生理周期について語る場ではない。……これからの会議だ」


「わはは」


　セレンが大口を開けて、遠慮なく笑った。


「おいおい。リーラが弱気になるなんて珍しいな。今週はきっとブリザードだ」


「弱気になってるわけではない。面倒だと考えているだけだ」


「お前さんの口から面倒なんて言葉が出てくるのが珍しいんだよ」


「会議が好きな人間などいるか」


　リーラはセレンの笑い声を受け流すことが出来ず、そう返答した。


　彼女が和かず樹きの元から離れて、日本からベルギーまでやってきたのは他でもない。この地でＭＭＭの中隊長会議があるのだ。


　もっともっとメイドさんＭＭＭのメイド中隊は、基本的に独立しており、それぞれが現地で活動している。まれに敵対する反メイド組織との戦せん闘とうで臨時大隊を形成することがあるものの、緊きん急きゆうの要素が濃こい。


　だからといってまったく顔を合わせないわけにもいかず、年に数回は各中隊長が集まって情勢やノウハウの交こう換かんをするのである。


　リーラも第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー長として出席するために駆かけつけた。だからといって、会議が好きだとは限らなかった。


「せめて式森様の別宅候補地でも探さないことには、来た意味がない」


　リーラの言葉を聞いているセレンは、いまだ含ふくみ笑わらいをしている。


「強引なこじつけだな」


「会議の必要性は理解している。個人的にはインターネットでのテレビ会議にしてもらいたいが」


「あれは気分がふわふわして落ち着かないって人間が多いからなあ」


「なにより、式森様の元を離れるのが辛つらい。せめて、なにかあったら急行できる場所で開かい催さいすべきだ」


　メイドたちの長は、真しん剣けんな顔でそう言った。セレンはまたからかおうとしたのか、皮肉っぽくなっていたものの、すぐにやめて苦く笑しようする。


「……リーラの忠誠心には感心するよ」


「それがメイドというものだ」


　リーラは字句通りに受け取っていた。


　軍用車両が左折する。道路は舗ほ装そうされているものの、片側一車線に変化していた。


　イベコＬＭＶは車しや幅はばが広い。セレンは対向車線にはみ出さないようにしつつ、スピードを上げた。


「でも会議には昔の馴な染じみが出るんだろ」


「まあ、な」


「世間話でもしとけ」


「会議中に世間話をしたらそれこそ問題だ」


「いいんだよ。適当に時間を潰つぶせばいいじゃねえか」


「そういうことを嫌いやがる中隊長もいる」


「まずお前さんが嫌がりそうだもんなあ」


「…………」


「あと真ま面じ目めそうな人だと、クレア大尉ハウスキーパーとラインヒルデ大尉ハウスキーパーか」


「お前の元上司も職務に忠実な方だぞ」


「マリアンヌ大尉ハウスキーパーは結構気を抜くぞ。あたしには冷たかったが」


「それがお前を働かせる一番有効な方法だったんだろう」


　セレンは元々、第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのマリアンヌ・ルフォー大尉ハウスキーパーの部下だった。彼女の下でアフリカを転戦していたが、ひょんなことからリーラの眼に止まって引き抜かれたのだ。


　褐かつ色しよくの肌はだを持つメイドは、指でハンドルをとんとん叩たたいた。


「あー、マリアンヌ大尉ハウスキーパーも出席するんだよな」


「もちろん」


「顔を合わせねえようにしないと」


「旧交を温めるのもいいぞ。今でもマリアンヌ大尉ハウスキーパーからわたしに『セレンを引き抜かれたから仕事がしづらい』と文句のメールが来る」


「遠回しにあたしのことを批判してんのかな」


「本心だろう」


　セレンは若干困ったようになった。それから強引に話題を戻もどす。


「……ま、マリアンヌ大尉ハウスキーパーのことはいいよ。それより、シンシア大尉ハウスキーパーも出るんだろう。彼女も真面目な人だぜ」


「メイドが職務に忠実なのは当然のことだ」


「シンシア大尉ハウスキーパーの場合は、なんつーか自分のご主人様以外を認めてないんだよな。一つの価値観だけで動いている。前にシキモリが捕つかまったときもそうだった」


「…………」


「あの人、リーラと仲悪いんだろ」


「切せつ磋さ琢たく磨ましている、というべきだ」


「おいおい」


　セレンがハンドルから手を離はなし、ひらひら振ふった。


「あんな切磋琢磨があるかよ。仲が悪いだけだ」


　否定しても無む駄だだと思い、リーラはなにも言わなかった。そもそも、セレンの言葉はオーバーですらなかった。


　第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー長シンシア・フロスト大尉ハウスキーパーは、リーラの終生のライバルというべき存在だった。リーラ自身はライバルと思ったことがないが、向こうはそう考えていた。


　二人は同い年だ。メイドの訓練施し設せつに入った時期も同じ。なにかと比ひ較かくされてはいたのだが、ドイツのムンスターで将校訓練を受けていたときに火が燃え上がった。


　成績は常にリーラがトップであった。シンシアも優ゆう秀しゆうなのだが、常に一つだけ下なのである。これがシンシアにとっては屈くつ辱じよくであり、上を目指す原動力ともなった。


　彼女は昼夜分かたず技能上じよう昇しように努め、「祖父の名を辱はずかしめない女性」とまで言われるが、リーラが「ＭＭＭ創設以来の大だい傑けつ作さく」と呼ばれるほどの存在であるため、陰かげに隠かくれることになってしまう。


　どちらも訓練小隊の長であり、張り合うようにして成績が伸のびた。上層部は「この期はあたりだ」と喜んでいたのだが、二人は余計な神経を使わされていた。


　訓練施設を卒業後、シンシアは第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーに新任の少尉パーラーメイドとして任官する。リーラはいったん別の道を歩んだものの、第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーに赴ふ任にんしてからは、前評判通りの技術を発揮。自身の評価とシンシアの敵てき愾がい心しんを高めていた。


「シンシアは優秀な中隊長だ。あれで式森様に手を出さなければ、なおいい」


「リーラの嫌がることならなんでもするだろうなあ。いっそ上層部に訴うつたえるか？」


「みっともない。外部から敵でも招かない限り、内々で処理できる」


「いずれそんなこともするんじゃねえの」


　その言葉に、リーラは返事をしなかった。仮定とはいえ、考えが危険すぎる。いくらシンシアはとはいえ、敵を呼ぶほど、頭に血が上ることはないはずであった。


　ふと、一人の少女が浮うかんだ。全メイドを憎にくみ、地球上から消さない限り戦い続ける少女。


　かすかに頭を振る。


「どうした？」


　セレンが訊いてくる。仕草が見えたのだろう。悟さとられないようにしたつもりだったが、無意識のうちに動きが大きくなったようだ。


「……なんでもない」


　リーラはそれだけ言って、また車外に眼をやった。彼女の脳裏には、髪かみを二つに縛しばった日本の女子高生が、目を吊つり上げて叫さけんでいた。
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　着いた先は林の中にあるペンションであった。ここはオーナーが株取引に失敗して手放したものを、ＭＭＭの管理部が購こう入にゆうしたのである。そのため元ペンションと呼ぶのが正しい。


　簡素な門を抜ぬけ、セレンは正面脇わきの駐ちゆう車しやスペースに止めた。


「えらい貧びん乏ぼうくさい建物だな」


　セレンは車を降りて、ペンションを見上げながら言った。


「外見はな」


　リーラはバッグを左手に持つ。右手は万が一のために空けておいた。


「外がい壁へきは百五十五ミリ砲ほうの至し近きん弾だんに耐たえられるよう改良されている。窓ガラスはレーザー盗とう聴ちよう対策のため二重にして防ぼう弾だん処置を施ほどこしてある。地下シェルターは外部が放射能汚お染せんされても三か月は自活できる。通信施設は米軍の衛星とリンクして、世界中と交信が可能だ」


「……お前が設計したのか？」


「まさか。二年前に来たことがあるだけだ」


　ＭＭＭはこのペンションを、メイドたちが主人と共に籠ろう城じようできるよう改良したのだ。このような施設は世界中に作られている。ただ、緊きん急きゆう用だけではもったいないため、このように会議施設として使用されることが多い。


　二人は玄げん関かんからペンションの中に入る。歩ほ哨しようのメイドがしゃちほこばって敬礼した。セレンが笑う。


「おー、あのメイド緊きん張ちようしてるぜ」


「新米なのだろう」


「リーラが来たからだろ。ＭＭＭの中隊長クラスが一堂に集合だもんな。それゃ緊張もするわ」


「お前はいつもと変わらないがな」


「変わんねえほうがいいだろ」


　それはその通りだ。セレンの態度はプライベートだろうと戦場だろうと変わらない。過緊張からなるパニックを絶対に起こさないので、リーラも安心して重要な任務を任せることができた。ただ今日迎むかえに来させたのは、必要だからというよりは近くにいたためである。


　会議室は奥おくにあった。白く塗ぬられた壁かべの廊ろう下かを歩く。


　両開きの扉とびらの隣となり、喫きつ煙えんルームに一人のメイドがいた。ただ、タバコは吸っていない。紙コップでコーヒーを飲んでいる。


　そのメイドが気づき、呼んだ。


「リーラ大尉ハウスキーパー」


「これはマリアンヌ大尉ハウスキーパー」


　リーラは敬礼しようとして、やめる。階級は同格なのだ。ただ相手の方が年上でメイド歴も長いので、それなりの敬意は払はらわなければならない。


　マリアンヌは一見穏おん和わな、スーパーでレジ打ちをしているパートタイマーのような容よう貌ぼうだった。実家が農家だけあって腰こしが重そうにも見える。これで陣じん地ち戦の達人とはとても信じられなかった。


　彼女は二人に歩み寄った。


「久しぶりだ」


「マリアンヌ大尉ハウスキーパーこそ」


　リーラはマリアンヌの差し出す手を握にぎり返した。


「南部フランスの気候はどうです。今はまだ暑いと聞きましたが」


「気候より、中隊の駐ちゆう屯とん地ちでガリア人の遺い跡せきが見つかった。これで二つめだ。当局に申しん請せいして発はつ掘くつ調査があるから、また訓練に支障が出る」


「ご主人様はなんと？」


「ワイン畑にしてしまえ、と」


　マリアンヌはくすりとした。


「実際はそうもいかないが」


　それから彼女は、ちらっとセレンを見た。


「セレン」


　肝かん心じんのセレンは横を向いており、窓の外の風景をしきりと観察していた。


「セレン、久しいな」


　褐色の肌はだを持つメイドは、そっぽを向いたまま、口笛を吹ふきそうな様相であった。


　リーラが注意をする。


「セレン、マリアンヌ大尉ハウスキーパーの前だぞ」


「……へーい」


　ようやくセレンは正面を見た。ふてくされているというよりは、ばつが悪いといった按あん配ばい。


　マリアンヌは苦笑いしている。


「第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは慣れたか？」


　セレンはもごもごしながら返事。


「普ふ通つうっすね。給金も変わりないです」


「不満があったらいつでも戻もどってこい。ご主人様は今でも『セレンのポーランド料理は絶品だった』と思い出話をされる」


「ありゃばあさんの料理を作っただけですよ。あたしはあれしか知らない」


「三中隊では腕うで利ききのメイドが必要だ」


　お世辞には聞こえなかった。世間話じみているが、真しん剣けんさがあるのも確かである。そもそもセレンを引き抜いたのはリーラで、マリアンヌが放ほう逐ちくしたわけではない。セレンはマリアンヌに冷や飯を食わされたと思っているが、第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーではまだ必要としていたのだ。


「失礼だが」


　ここでリーラが咳せき払ばらい。


「セレンはうちの大事な人材だ。五中隊の戦力を落とさないでもらいたい」


「元々こちらの将校だ。鳥はいつか巣に戻るものだと思わないか」


「こっちで越えつ冬とうしたまま居着いてしまったのでね」


　言葉による応おう酬しゆうであったが、どちらも冗じよう談だんめかした台詞せりふの後ろに真剣さを潜ひそませていた。


　家事と戦せん闘とう能力に秀ひいでたメイドを集めるのは、中隊にとって死活問題であると言っていい。無論部隊で育てたりはするものの、いきなり前線に投入されるケースもあるため、優ゆう秀しゆうな人材はどこも喉のどから手が出るほど欲しがっているのだ。これに、各主人候補が中隊丸ごと欲しがるケースも加わるため、ややこしい。


　なおもリーラとマリアンヌは「セレンは私たちのものだ」「いやわたしたちのだ」と奪うばい合いをしていた。当のセレンはもじもじと、居い心ごこ地ちが悪そうだ。


「……ま、今は諦あきらめるしかない」


　マリアンヌが咳払い。


「また異動の季節が来たら考えることにする。本部も有能な将校を一か所に置いたりはしないだろう」


「去年も、二年前も同じ台詞を聞いた」


「それよりも、だ」


　マリアンヌが話題を変えた。リーラを眺ながめる。


「今日の会議内容を聞いているか？」


「いいや」


　リーラは首を振ふる。


「聞いてはいないが、どうせいつもと同じだろう。事務連れん絡らくにメイド就業規則と戦闘規則改定の承認。必要なのは分かるが退たい屈くつだ」


「ああ、やはりリーラは聞いていないのか」


「？」


　銀ぎん髪ぱつのドイツ人のメイドは、はじめて不ふ審しんな表情を作った。マリアンヌは少し意地悪な表情。


「なるほどな、知らされていなかったか」


「どういうことだ？」


「ドイツ人の困る姿は楽しい」


　マリアンヌは南部フランスの出身で、北部出身よりもドイツへの対たい抗こう意識は持っていないが、どこか嬉うれしそうだ。


「いったいなんだ？」


「すぐに分かる」


　マリアンヌはそれからセレンを眺める。


「お前をうちに戻す申請はあとにしよう。今日は面白いものが見られそうだからな」


　そして彼女は、そのまま、会議室の中へ入っていった。


　しばらくの間、リーラとセレンは、その場にたたずんでいた。


「……なんだありゃ」


　とセレン。


「マリアンヌ大尉ハウスキーパーってあんな人だったのか。なあリーラ、お前、マリアンヌ大尉ハウスキーパーに金を返してなかったりすんのか」


「借金はしない主義だ。昔、家族の借金で酷ひどい目にあった経験がある……それよりもお前はなにか聞いていないのか？」


「いいや」


　セレンは首を振って否定する。そしてなにか気づいたような仕草。


「そういや、なんかＭＭＭ本部の直ちよつ轄かつ小隊が日本に向かったって聞いたな」


「なんだと？」


「極秘任務だ。本部付きのダチがいて、こっそり教えてくれたんだ。でも今日帰き還かんしたらしい。なにをしたのかまでは知らない」


「…………」


　リーラは不審な顔つきになった。


　現在日本に駐ちゆう屯とんしているのはリーラが指揮する第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー（の一部）である。個人で出張するのならともかく、部隊移動ならばリーラに一報があってもよさそうなものだ。もちろんなんの連絡もないこともある。たとえば第一騎兵キヤルバリー侍女メイド中隊カンパニーみたいに、攻こう撃げきをかけてくる場合とか。


「……とりあえず、このことは会議で持ち出してみる」


　とリーラは言った。


「セレンも一いつ緒しよに来い」


「え、あたしもかよ!?」


　セレンは露ろ骨こつに嫌いやな顔かおをした。リーラ以上に会議だの打ち合わせが嫌きらいなのである。リーラの場合は「少しでも和樹の元にいたいから」という理由だが、彼女は「面めん倒どうくさいから」に尽つきる。


「中隊長会議は、部下の同席が認められている。発言権はないが」


「書記とかできねえぞ」


「座っているだけでいい。……いずれお前も中隊を率いるだろうから、参加しておいて損はないはずだぞ」


「あたしは一生、リーラの部下でいいよ」


　二人は揃そろって会議室の扉を開ける。リーラは先ほどの台詞に、我知らず微笑ほほえんでいた。
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　会議室は広く、机は円形だった。米国の安全保障会議を真ま似ねたと言われているが定かではない。中隊長会議に出席するのはほぼ全員が大尉ハウスキーパーであり、年次に差があっても階級には差がない。上座も下座もないので、円形が適切ではあった。


　リーラたちが一番最後だった。遅ち刻こくしたわけではない。開始五分前だ。まずリーラが着席し、セレンは斜ななめ後ろに座って机には近づかない。


　ほとんど全すべての中隊長が出席していた。なかなか壮そう観かんな光景だ。大尉ハウスキーパーの印である赤のカチューシャが円を作っている。敵対コスチューム組織と交戦している部隊は、代理で小隊長クラスを派は遣けんしていた。


　各メイドの胸や襟えり元もとには様々な勲くん章しようが下がっていた。鉄メイド十字章は当たり前、メイド戦傷章や戦車撃げき破は章、家庭内裁さい縫ほう十字章のようなマイナーな勲章を着けているものもいる。全メイドが羨せん望ぼうする騎き士しメイド十字章ですらメジャーだった。


　中でももっとも価値のある勲章が、リーラのカチューシャ付き紺こん色いろ騎き士しメイド十字章であった。これは滅めつ多たに授じゆ与よされない。佐さ官かんになるとさらに上の勲章をつけているメイドもいるが、前線で主人と共に戦っているメイドとなると、名実共にリーラがトップであった。


　リーラの左ひだり隣どなりのメイドが、にこりと微笑んだ。


「ＭＭＭきっての鋼鉄パンツアー侍女メートヒエンと同席できるなんて光栄ね」


「……グラフィーラ！」


　リーラも笑みをこぼした。第五〇一戦車パンツアー侍女メートヒエン中隊カンパニー中隊長、グラフィーラ・ロラーノヴァ大尉ハウスキーパーはリーラの友人である。やはりムンスターで訓練を受けていたころに知り合った。以来、しばしば連絡を取り合っては親しん睦ぼくを深めている。


　第五〇一戦車パンツアー侍女メートヒエン中隊カンパニーはＭＭＭの装そう甲こう予備部隊で、火急の際に投入されることが主人に義務づけられている。即そく応おう部隊のため常に緊きん張ちようを強いられており、中隊長自身が会議に出席するのは珍めずらしくもあった。


「グラフィーラの中隊はさらにＳさらにＳスチュワーデスＳと交戦したと聞いた。心配していたぞ」


「救きゆう援えんに狩かり出されただけよ。すぐにすんだわ。リーラは以前よりもずっと美しくなったわね」


「世辞はいい」


「本心よ。同じ女として羨うらやましくなるわ」


　グラフィーラは金きん髪ぱつで背が高く、ロシアのファッション雑誌の表紙を飾かざったこともある。その彼女がリーラの姿に驚きよう嘆たんしていた。


「よほどいいご主人様なのね。生き生きしている」


「残念だが、誓せい約やくをすませていないので、ご主人様ではない」


「あら。じゃあなんて呼んでいるの？」


「普通に、ファミリーネームを」


「ファーストネームで呼べば、喜ばれるんじゃないかしら」


「……さすがに失礼にあたる」


　リーラはそう言ってから、「わたしの意思はともかく」と付け加えた。


　話に区切りがついた。着席しているメイドのひとりが壁かべの時計を見た。


「……少し早いがはじめましょう」


　その言葉をうけ、歩ほ哨しようも兼かねたメイドが会議室から出た。外から扉とびらが閉められる。


「ではＭＭＭ中隊長会議を開かい催さいします。進行役は私、シモーネ・バルクマンが務めさせていただきます」


　シモーネは軽く礼をする。彼女は第七装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー長であり、趣しゆ味みは釣つり。一週間前までは休きゆう暇かであり、シチリア島で釣り糸を垂れていたという。なお進行役は持ち回り。


「手元の資料をご覧下さい。家庭内就業に関する一部改定は前回会議での内容がそのまま反映されています。その下にあるのは……まあ細かいことが書いてありますが、肖しよう像ぞう権けんと使用料の支し払はらいに関することです」


「肖像権？」


　疑問の声が上がる。第十装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー長の、エレン・フォシュマン大尉ハウスキーパーだ。スウェーデン人だが雪が大の苦手。


「誰だれの肖像権ですか？」


「私たちのです。正確にはＭＭＭのメイドたち」


「それはご主人様が決めることでしょう。各中隊によって対応が違ちがうのではないですか」


「お金が絡からんでくるとそうもいきません。日本をはじめとするサブカルチャー先進国で、ＭＭＭ所属のメイドたちの写真が出回っていると報告を受けました。簡単に言って『使用料を取るかどうか』意見が聞きたいと本部から通達が来ています」


「今までそんなことで揉もめたりしなかったのに？」


　シモーネは書類を繰くりながら答えた。


「どうも日本で写真を撮とられたメイドがいたそうです。名前は……あー、黒くろ塗ぬりになっていますが、将校が二人とか。一人は得意げになっていたとの報告も」


　席上から「出しゃばりすぎだ」「不届きな」との声が上がる。


　リーラは心の中で肩かたをすくめた。写真を撮られたのは自分のことだ。コンベンションセンターで、写真のモデルを頼たのまれたのである。


　もう一人、リーラの反対側で苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をしているメイドがいた。シンシアである。得意げにしていたとは彼女のこと。


「誰かはともかく、本になって出版されるようなことがあれば、料金の問題も見過ごせません」


　とシモーネ。


「サブカルチャー方面は規制する意味があまりないので、本部としては使用料のことだけを解決すればあとは自由にと考えています」


「……料金を取るかどうかは、やはりご主人様の裁量だろう」


　シンシアが腕うで組ぐみをしたまま意見する。


「主命ならモデルもやむを得ない。個人的には……モデルくらい自由にするべきだと思うが。撮られるのが好きなメイドもいるだろう」


「シンシア大尉ハウスキーパーはしたことがあるのですか？」


「…………」


　シモーネの質問には沈ちん黙もくして答えなかった。きょとんとするシモーネ。代わりにシンシアの後方で座っている幼い顔をしたメイドが、バイエルン生まれのメイドを睨にらんでいた。


　セレンがリーラの背中をそっと突つついた。


（おい、そういやお前、シンシアとコスプレ大会に出たって言ってなかったか）


（ああ。写真もその時のだろうな。シンシアは宮みや間ま様との勝負で負けたから、思い出したくないようだ）


（へー。あそこで睨んでるちびっ子はなんだ）


（シンシアの部下だろう。確かルーシーといった）


（なんか自分の上司以外は親の敵かたきみたいな顔してるぜ）


（忠誠心だろう）


（持ちすぎだ）


　セレンは小さく首を振ふっていた。


　それからなおも、シモーネは淡たん々たんと書類の必要事じ項こうを読み上げ、特に反対もなく承認されていった。唯ゆい一いつ、半はん袖そでのメイド服を中隊で供給するかどうかの話題で「一兵卒に至るまで一いつ括かつ供給」と「長なが袖そでが制服なのだから、半袖は認めても自弁にすべきだ」との意見が対立した。これは以前から議論になっており、そのたびに決が採られては「自弁」になっている。今回もまた同様の結果であった。


「では次です」


　シモーネが手元の書類を机に置いた。そして紙片を取り出す。


「緊きん急きゆうの議題がＭＭＭ本部より送られてきました。ご主人様の資格に関してです」


　かすかだが、円えん卓たくからざわめきが上がる。


「周知の通り、我々はご主人様に忠誠を尽くすメイドです。ご主人様としての資格を持つ人物はＭＭＭ本部にて審しん査さにかけられ、認められ次第中隊長との面会となります。そこでご主人様と我々メイドの双そう方ほうがイエスと言ってから、仮誓せい約やくとなって誓約式を迎むかえます。そこまでの手順を踏ふんで、主従関係が成り立つわけです」


　それらのことは、ここにいる誰もが承知していることだが、彼女は嚙んで含ふくめるように説明をしていた。


「ご主人様になることに基本的に制限はありません。ＭＭＭ本部の審しん査さ会かいでご主人様に相応ふさわしくない人物は拒きよ否ひしますから、制限の必要がなかったのです。ところが最近になって、一部から年ねん齢れい制限を設けるべきだとの声が上がったそうです」


　リーラの目が、ほんの少しだけ細くなる。シモーネは構わず続けていた。


「つまり、年が若く資産のない人物を主人とするのを禁じようということです。これは戦力である中隊を遊び半分に戦場に投入される事態を防ぐ意味もあり……」


「反対する」


　誰よりも早く発言したのは、もちろんリーラであった。


「審査会の承認が下りれば、いや、メイドが主人と認めればその方はご主人様だ。年齢や資産などというのは二次的要素にすぎない」


「そうですが、やはりあまりに若いご主人様は無理があるのではと……」


「メイドが認めるかどうかだ。ゼロ歳児でも承認されれば可とすべきだろう」


「リーラは、自分の所の主人が不在だから、そう言ってるのだろう」


　こう言ったのはシンシアだ。口調がすでに皮肉っぽい。


「あの少年はまだ十八にもなっていない。資格にはほど遠い」


「シンシア。我わが中隊は式森様を次期ご主人様として認めている。幾いく度ども申しん請せいをした」


「誓約もおこなっていないはずだ」


「重要なのは心の繫つながりだ。式森様との間には、すでに主従関係がある」


「そこのところは、常に疑義が出されている」


「お前が勝手に言い続けているのだろうが」


　リーラは机を叩たたくことはしなかったが、冷れい徹てつな視線を向ける。


「この議題も、どうせお前か、バックにいる人間の差し金だろう」


「リーラともあろう者が陰いん謀ぼう論ろんに与くみしたか」


「わたしのところにも本部から報告は入る。宮間様に敗北して以来、ずいぶん落ち込んだそうだな」


「……シンシア様への侮ぶ辱じよくは許しません！」


　立ち上がったのは、シンシアの後ろに控ひかえていたルーシーであった。小こ柄がらながら全身に力がこもっている。


「正当な手続きを踏んで議題は提出されています。リーラ大尉ハウスキーパーは慎つつしんでください。日本になぞ駐ちゆう屯とんするから、メイドとしての感覚が鈍にぶるのです」


「おーい、ずいぶんな言いぐさじゃねえか」


　反論したのはリーラではない。セレンだった。


　セレンは立ち上がりこそしなかったが、ルーシーを睨ねめ付つけている。


「少なくともあたしたちは場数は踏んでいるぜ。シキモリが来てから戦せん闘とう回数はやけに増えた。二中隊はイギリスの田舎いなかでぐうたらしてっから、だらけちまったんじゃねえのか」


「第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは常に全力を尽つくしています」


「ご主人様の孫連れて日本なんぞにきたのは、あんたのとこの中隊長だぜ」


「侮辱するつもりですか」


「間ま抜ぬけに間抜けっていう癖くせがあるんでね」


「……そのへんになさってください」


　静かだが通りのよい声がする。出席者は一いつ斉せいにそちらを向いた。


　発言の主は栗くり色いろの髪かみをした、物静かで優ゆう雅がなメイドであった。第一装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの中隊長、クレア・エバートン大尉ハウスキーパーである。


　クレアはこの中で一番の年上だ。そして限りない尊敬を集めている。指揮している中隊は、エセックス第一侍女大隊第一中隊の伝統を引ひき継ついでおり、昔から高い技能を誇ほこることで有名だ。中隊長も「中隊が自らにふさわしいメイド長を決める」と言われていて、並のメイドでは放ほう逐ちくされるとまで言われている。


　クレアは完かん璧ぺきな礼れい儀ぎ作法によって中隊を指揮していた。個人技量ではリーラの方が上だが、ビクトリア式の「空気」を主人一家に味わってもらう手法は、彼女とその中隊が勝まさっていた。


「ここは中隊長会議です。発言権のないものが不規則発言を繰り返すのは、好ましいものではありません」


「…………」


　セレンとルーシーから緊張が抜ぬける。クレアの言葉には場を落ち着かせる効果があった。


「自分たちの中隊長を擁よう護ごする姿勢は見上げたものですが、やはり場というものが大事です。今後このようなことのないように。それはそれとして……」


　クレアの視線はリーラに向けられた。


「リーラは今回の議題そのものに不満があるようですが」


「……式森様のことでしたら、そもそも前のご主人様が推挙されたはずです」


　リーラはクレア相手だと丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいとなるが、疑義は隠かくしていない。


「規則改定の題材となることそのものに疑問があります」


「何な故ぜ今になって、このようなことが取り上げられるのか、わたくしにも分かりかねますが……」


　クレアがシモーネに視線をやる。見られた相手は慌あわてて封ふう筒とうから書類をいくつか取り出した。


「上層部から下りてきた案件ですので、詳くわしい経けい緯いはなんとも。内容の問い合わせもしてないので」


「聞くまでもない。反主流派の企たくらみです」


　リーラは言った。


「式森様を認めない一部の人間が、様々な圧力を加えてきています。今回はこの様な卑ひ劣れつな手を使ったのでしょう」


　クレアは静かに発言する。


「リーラ、上層部批判ととられますよ」


「構いません」


　彼女は断言した。その台詞せりふ、シンシア以外のメイドたちは感心していた。リーラの忠誠心は折り紙付きだ。そのことはここにいる誰だれもが知っている。たとえ相手が上層部であろうと引くところを見せない態度に、強さを感じたのであった。


「あなたの考えは分かりました」


　クレアはわずかながら苦く笑しようしている。


「ご主人様候補とはいえ、忠義を尽くす姿勢はさすがです。ですが、わたくしたちとしては、上層部からの通達を無視するわけにもいきません」


「ならばなにをせよとおっしゃるのです。ＭＭＭ本部の査問が必要というのなら、喜んでかけられましょう」


「そういきり立たないで。つまり、あなたのご主人様候補に、それに相応しい能力があるとわたくしたちが証言すればよいのです。中隊長クラスがそう発言すれば、本部もむげにはできません」


「本部には知人がおります。わたしが話をしに……」


「リーラ。ゼルマ中佐ハウスホールドヘルパーはコネクションを優先される方ではありませんよ」


　リーラは沈黙した。ＭＭＭ本部で勤務しているゼルマ・グーデリアン中佐ハウスホールドヘルパーは、第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの二代前の中隊長だ。結けつ婚こん後引退していたが、卓たく越えつした指揮能力を買われて、近ちか頃ごろ復帰した。


　クレアは話を続ける。


「ようはわたくしたちが納得すれば、それですむ話なのです」


「どういうことです？」


「あなたたちのご主人様候補……式森和樹さんをわたくしたちが評定しましょう」


「は？」


「ここにお連れしましょう、ということです」


　クレアはにこりとして言った。


　表面上、リーラは平静を保っていた。彼女は滅めつ多たなことでは慌てないのだ。しかし心中は穏おだやかならざるものがある。ようするに和樹を連れてきて見定めるのだ。ＭＭＭの中隊長が揃そろって眺ながめるのである。牛か馬の品評会のようだ。


　リーラは自分の言葉に、少しだけ怒ど気きを含ませた。


「式森様を見せ物にせよと？」


「そういうことではありまん」


「似たようなものです。前ご主人様の推すい薦せんがあったのですから、十分のはずです」


「それだけでは不十分だと感じたから、本部の通達があったのでしょう。それに……もう呼んでしまいました」


　クレアが机に備えつけの電話を取り上げ、「すぐに」とだけ告げる。


　会議室の扉とびらが開いた。入ってきたのは、二人のメイドに挟はさまれた日本人の高校生。


「……式森様！」


　リーラは驚おどろいて椅い子すから立ち上がり、和樹の元へ駆かけ寄よった。


「お怪け我がはございませんか」


「うん……でも、ここどこなんだろ」


　和樹はきょとんとしていた。


「なんかいきなりメイドがやってきて、僕を飛行機に乗せたんだけど。夕ゆう菜なたちにも伝言できなかったよ」


　彼は困ったような表情をしていた。


　会議前にマリアンヌが言っていたのはこれだったのだ。恐おそらく、一部中隊長にはあらかじめ通達されていたのだろう。リーラに教えなかったのは、反対されることが分かっていたから。


　リーラはざっと和樹を見て、怪我がないことを確認した。ほっとするのもつかの間、今度は本当に怒いかりから発言する。


「第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー長として、式森様への所業に抗こう議ぎする。他の中隊長が式森様を拘こう束そくするなどもってのほかだ。セレン、記録しろ。あとで文書化して本部に送る」


「へーい」


　セレンは汚きたない字で書類にメモを取った。事務仕事を嫌きらうタイプだが、日付と時間をチェックして記録するあたり、抜け目はない。


「許可は得てます」


　とシモーネ。


「あくまでご主人様候補なので、ＭＭＭ本部の判断により拘束が可能となっています。これは以前の第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーによる、式森さんの拘束の根こん拠きよともなっており……」


「理り屈くつの問題ではない！」


　リーラはまだ怒おこっていた。彼女にとって和樹はいくら忠節を尽くしても足りない存在である。その人物が不当に連れてこられるなどとは、あってはならないのであった。


「抗議は記録しましょう」


　クレアが認めた。


「ですが評定は続行します……式森さんに椅子を」


　その言葉で、メイドの一人が椅子を持ってきて和樹を座らせた。


「では式森和樹さん」


「えー、はい」


「ご無礼はお許しください。どうしてもあなたご自身にお会いする必要があったものですから」


「それはいいですけど……日本語上手ですね」


「ありがとうございます。ウェストミンスター・スクール時代に学びました。ところで、メイドによる奉ほう仕しを受けてからどれくらいになりますか？」


「えーと」


　和樹は少しの間思案していた。


「長いようで短い……のかな。色々とんでもないことがあったから」


「そうですか」


　クレアが眼で合図をする。シモーネが立ち上がって発言した。


「では、リーラ大尉ハウスキーパーにもお訊きします。式森さんのご主人様としての資格をどのようにお考えですか」


「決まっている。誠実さだ」


　間かん髪はつ入れずにリーラが答えた。


「式森様は誠実であられる。報告書にも記き載さいしたし、前のご主人様もそうおっしゃっていた」


「本部から取り寄せた資料では、女性に限りなく縁えんがあり、なのに命に関かかわる危機に陥おちいりながらも生存する能力に長たけているとのことですが」


「それもある。だから本部主流派にも認められているのだ。だがやはり式森様は……」


　リーラは珍めずらしいことに、言いよどんだ。


「み、魅み力りよく的てきでもあるのだ。ご主人様とはいえ年下の男性にこのような言い方をするのは不適切だと思うが……。魅力に理由はない。魅力的だから魅力があるのだ」


　その言葉にきょとんとしているのは、他ならぬ和樹であった。リーラに言われているというのもさることながら、あまり褒ほめられ慣れていないこともある。


　リーラが意を決したように発言する。


「この言葉に噓うそはない。式森様は誠実で、魅力的な男性なのだ。お優しい方で、お仕えするのはこの上ない名めい誉よであり、幸せでもある。皆みな分かっていないかもしれないが……」


「なるほど」


　と言ったのはエレン。


「では、私たちが式森さんを評定しても構いませんね。私たちも式森さんの魅力が知りたい」


「……無論」


　リーラの言げん質ちをとった彼女は、席から立つ。和樹の元へ近寄った。


　じっと、日本人の高校生を見つめた。


「な、なんです……？」


　たじろぐ和樹。エレンは全身を眺めていた。


「健康体とお見受けしますが」


「まあ、多分」


「歯を見せてもらえますか？」


「え？」


「私は元歯医者ですので」


　和樹は口を開ける。エレンはざっと観察した。


「……ありがとうございます。虫歯はないのですね」


「うん」


「健康なのは素す晴ばらしいことです。……分かりました。もし他に式森様と話がしたい人がいれば」


　今度はグラフィーラとマリアンヌが立ち上がった。二人揃って和樹の元へ行く。


「……綺き麗れいな瞳ひとみね」


　とグラフィーラ。ロシア美女に見つめられ、和樹は戸と惑まどうばかり。


「ど、どうも」


「リーラはこういう黒い瞳に弱いの。気持ちが分かるわ」


「そうですか……」


「グラフィーラ、私にも」


　今度はマリアンヌが正面から見つめてきた。


「なるほど……私はこういう髪かみが好きだな。癖くせ毛げだから憧あこがれる。それに、雰ふん囲い気きがとてもいい。今、おいくつでしたか」


「十七だけど……」


「年ねん齢れい差を気にしたくない気分も、まあ分かる……テーブルマナーを学ばれたことは？」


「いや、ないけど」


「ダンスや女性をエスコートした経験は」


「縁がないよ」


「……ふむ」


　二人はなにやら納得して離はなれていく。シモーネが「えー、他の方はどなたか」と言っていた。


「あたしが、いいかしら」


　ラテンっぽい陽気そうな女性が進み出た。クララ・ネーリング大尉ハウスキーパーである。ドイツ系だがアルゼンチン生まれで、すっかり現地に染まっている。元カソリックのシスターという経歴の持ち主。


「んー……」


「わっ、なんですか」


　クララは和樹に鼻を近づけていた。


「日本人は体たい臭しゆうが薄うすいっていうけど、あなたはいい匂においがするね」


「香こう水すいとかつけてないけど……」


「あたしはこのままがいいなあ」


　クララは和樹の耳元に顔を接近させている。リーラが「クララ、式森様にあまりくっつくな」と苦情を言っていた。


　すっと離れた。


「ありがとう。あなた、見かけによらず素敵ね」


「見かけによらずってのが、なんか変……」


「褒めていると思って」


　その後も、入いれ替かわり立ち替わりメイドたちが和樹の元にやってきた。


　皆、全身をくまなく眺めたり、なんらかの質問をしたり。知りたいことは様々だ。詳くわしいことに突つっ込こむ女性はいない。大たい抵ていのことはあらかじめ調べてあるのだ。そのため見た目や雰囲気が重要になってくる。


　日本人の学生を見るのがはじめてというメイドもいる。なにもしなかったのは、クレアと苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしっぱなしのシンシアくらいのものである。


「他にはいませんか」


　シモーネが会議室を見回す。挙手はなかった。


「では、ご意見のある方はお願いします」


　ここで発言したのは、意外なことにエレンであった。どちらかというと寡か黙もくな方で、自分でもよく「北ほく欧おうだから寒くて口が動かない」と言っている。さっき真っ先に和樹の元へ歩いたのも、珍しくはあった。


「式森さんをじっくり見させてもらいましたが……結論から申し上げますと、第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーには推挙できません」


「なっ……エレン、なにを言う!?」


　さすがにリーラが叫さけぶ。


「納得したのではないのか!?」


　エレンがにこりとする。


「納得というか……式森さんは第十装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーで引き取らせてもらいます」


「なに!?」


「今のご主人様のご息女が同い年です。家を継ついでもらう人材を捜さがしていたところでした」


「ノルウェーの貴族でも連れてくればいいだろう！」


「誠実な方がいいので」


　リーラだけではなく、和樹も眼を丸くしていた。連れてこられたと思っていたら、いきなりじろじろ観察され、あげく引き取ると言われたのだ。無理もない。


「まて、異議がある」


　ロシア女性が口を開いた。リーラが安あん堵どした表情。


「グラフィーラ、頼たのむ」


「彼は第五〇一戦車パンツアー侍女メートヒエン中隊カンパニーが適任だ。我々のご主人様は高こう齢れいなので、後任が欲しい」


　しれっとグラフィーラが発言する。隣となりのリーラは泡あわを食った。


「おい、お前まで……！」


「リーラの言うとおり、魅力的な男性だ。任務に張りが出る」


「やめろ、友情にひびを入れるつもりか!?」


「それだけの価値はあるな」


　彼女はうっとりとした目で和樹を見つめていた。扇せん情じよう的てきでもある。


　リーラは立ち上がった。


「会議の中止を要求する。こんな状じよう況きようでは……」


　進行役のメイドは無視。


「他に意見のある方は」


「シモーネ！」


「私が」


　これはマリアンヌだ。


「式森様にはうちに来てもらいたい。他の娘むすめたちも喜ぶ」


「マナーがどうこう言っていたのはお前だろう……!?」


「これから学べばなんとでもなる」


「ちょっと待って。彼はあたしのところに連れて行くから」


　クララが勢い込んで言っていた。身体からだを乗り出さんばかりだ。


「アルゼンチンはいいわよ。広いし、牛も羊もいる」


「式森様はインドア派だ！」


「お屋や敷しきも広いよ。びっくりするくらい」


　彼女もまた、和樹に熱い視線を向けていた。


「可愛い男の子じゃない。一度サムライの国の男を食って……いや、ご主人様に迎むかえてみたいから」


「不ふ穏おんすぎる！」


　リーラは珍しく動どう揺ようしていた。和樹のことを分かってもらえればよかったのだが、それ以上の所まで来てしまったのである。なにしろ各中隊長が、口々に「自分たちの所へ」と言い出してしまったのだから。


　メイドたちの「式森さんを私のところに」「いや、私たちの元へ来ていただく」という意見は止やまなかった。どのメイドも、卓たく越えつした技量と才能の持ち主だ。千金を積んでも雇やといたいという富ふ豪ごうが後を絶たない。それが自分から「ご主人様に」と願っているのだ。堅かた物ぶつと思われていたラインヒルデ・オブストフェルダー大尉ハウスキーパーまでが、「今ここで式森様に忠誠を誓ちかってもいい」と発言し、リーラの焦あせりは頂点に達していた。


「うはははは」


　けらけら笑っているのはセレンであった。


「シキモリはもてるな。やっぱあれか、母性本能を刺し激げきするのか」


「笑ってる場合か。わたしの部下だろう」


　マリアンヌがセレンを向く。


「もし式森様が第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーに来るのなら、セレンはずっと第五にいても構わないぞ」


「おー、いい提案ですな」


「セレン、裏切る気か？」


　リーラがこれ以上ないという殺意を向けた。セレンは首をすくめる。


「うわ、おっかねえ」


「各中隊長もいい加減にしてもらいたい。式森様は物ではないのだ。そう簡単に引き渡せるものか」


「物ならいいのかい？」


　茶化してきたクララを視線だけで黙だまらせると、彼女はさらに言った。


「わたしたちはすでに式森様以外のご主人様は考えられない。他の方は遠えん慮りよしていただく」


「式森様の独どく占せんには反対」


　ラインヒルデが言う。学者のような雰囲気を漂ただよわせていた。


「赤旗を振ふってデモをしてもいい」


「皇こう帝ていに逆らった水兵ではあるまいし、メイドが集団抗こう議ぎをするな」


「うちの中隊でも諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいしましょう」


「断る！」


「……皆みなさん、落ち着いて」


　クレアが静かに、それでいて力強く制した。和樹の争そう奪だつ戦せんに加わっていないのは、彼女とシンシアだけだった。


「シンシア、式森さんの元に」


「私が、ですか」


「なんの感情もなく接していけるのは、あなただけのようですので」


　クレアに頼まれ、シンシアは渋しぶ々しぶながら和樹の横に立った。一種の監かん視しである。


「さて、意見は出そろったようですが」


「一方的です」


　リーラが抗議。クレアが手で抑おさえる。


「皆みなの気持ちが分かったという意味です。シモーネ、こういう場合、本部はなにをしろと言ってますか」


　シモーネが急いで書類をめくる。


「えーと、特にありません」


「でしたら、やはり式森さんに、ご主人様として相応ふさわしい男性になっていただくしかありませんね」


「あたしのところなら今のままでも」


　クレアはクララの意見も制した。


「やはり優先権は──ご主人様候補に使う言葉ではありませんが──リーラにあります。もっと一流の人間になっていただかないと、皆も本部も納得できないでしょう。もちろんテーブルマナーも必要です」


　その言葉に、マリアンヌが肩かたをすくめる。リーラはクレアを見つめていた。尊敬するメイドだが、視線に遠慮はない。


「つまりどのようなことです」


「リーラのところで、式森様にマナーを講習してもらいましょう。ご主人様に相応しい人間となれば、誰だれも文句は言いません。本部にも堂々と報告できます」


　即そく座ざにグラフィーラが文句を言った。


「異議がある。それではリーラが有利だ。式森様にはサンクトペテルブルクに来ていただいた方が……」


「グラフィーラ、お前との友情が終わりに近づいたぞ」


「式森様との交こう換かんなら十分だ」


　リーラの台詞せりふにも引かない。クレアが少しだけうんざりしたように、


「落ち着きなさい、リーラらしくもない。とにかく、式森様にマナーを知ってもらう役は第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーです。もし失敗するようであれば、責任問題としてご主人様候補から外れてもらいます」


「そうなったら、他の中隊の餌え食じき……候補になってしまいます」


「それくらいのリスクは負ってください。ここで自由競争にするわけにもいかないでしょう」


　リーラは瞬しゆん時じに頭を動かした。どこかで妥だ協きようしなければいけない局面である。こちらから見れば一方的な譲じよう歩ほだが、和樹と誓せい約やくをしていないのがネックでもあったのだ。大人しく一歩下がるのが守備を固めるコツだろう。


「……分かりました」


　とリーラは言った。


「式森様にはわたしが責任を持って全すべてを伝授します。あらゆるメイドにふさわしい男性となるでしょう」


「期待してます。実はわたくしも、式森様に引かれるものはあるのです」


「……クララ大尉ハウスキーパーは冗じよう談だんが過ぎる、とだけ言っておきます」


　リーラはセレンをうながした。和樹の元へ近寄る。


「ご苦労をおかけしました。このようなことになってしまったことを、お詫わびいたします」


「苦労っていうか、実はなに話していたのかよく分からなくて」


　困ったような和樹の顔。メイドたちは英語で言い合いをしていたのである。


「あとでじっくりと説明いたします」


　それからリーラは、シンシアの方を見る。


「返してもらうぞ。わたしのものだ」


「……せいぜいミヤマに狙ねらわれないよう気をつけるんだな。あの女はお前に悪意を持っている。私たちの手て駒ごまとしていいかもしれん」


「宮間様を利用しようなどとは考えないことだ。あの方は全てのメイドを憎にくんでいる」


　それからリーラは和樹の腕うでをとった。


「セレン、車の用意を……さあ式森様、日本へ帰りましょう。ここは空気がよくありません」


「挨あい拶さつしなくていいのかな」


「構いません。退席しても誰にも文句は言わせません」


「僕のことでなにか話してたの？」


「はい。わたしとしては……式森様とここで主従の誓いをすませたいくらいです。誓約だけでなく、色々」


「なにが」


「口づけとか……それ以上のことも」


「口……え？」


「なんでもありません」


　リーラは和樹の腕に、自分の右腕を絡からませた。見せつけるようにしてから各中隊長を一いち瞥べつすると、会議室から出ていった。







　あとがき




　築つき地じです。久しぶりのまぶらほの新刊となります。今回は書き下ろしに、メイドの短編がつきました。メイドの話はどうしても一年に一冊程度になってしまうため、こうやって小出しにしていければと思っています。お楽しみください。





　さて、どこかで書いたことがあるかもしれませんが、私の家ではＦＰＳブームが来ています。ファースト・パーソン・シューティングゲームです。前に伊い庭ばかおりがやっていたあれ。内容はもっぱら現代戦せん闘とうもので、銃を撃うちまくってストレスを解消しています。以前はすぐに酔っていたのですが、最近はすっかり慣れました。





　ゲームは基本的に一人でプレイをするものですが、それだけでは寂さびしいので、オンラインにして作家仲間とやっています。ついでにボイスチャットつけて、遠えん隔かく地ちの人ともリアルタイムコミュニケーションです。


　喋しやべりながらやっているため、プレイが途方もなくにぎやかとなってます。もっともそれはゲーム内でのこと、現実には男が一人画面に向かって呟つぶやいているのと何ら変わらないため、不気味なものです。私はあえて客観視しないことによって、キモさをシャットアウトしています。


　で、この喋ることによってゲームにどれだけ有利になっているのかというと、これがまったくなし。作戦を打ち合わせたり、せめて「右」「左」くらい言えばいいのにそれもなし。「わー」「わー」と騒さわいでいるだけなのです本当に。有益な情報ときたら、撃たれたあとに「しまった、後ろにいたのか」と呟くくらい。しかも仲間に生かされないという。なんのために喋っているのか不明です。


　つまり雑談がメインなわけです。大半がその場限りで忘れてしまうネタばかりですが、たまに有益な情報ももたらします。どこの餃子がうまいとか。マンションの外を救急車が走っているとか。パトカーが通過したとか。


　もちろん作品の話もします。しかし突っ込んだ会話はありません。「××ってキャラは～」「やめろ」がほとんど。何な故ぜか自分の本が読まれたと知った直後に、「やめろ」と返すのが慣例になっています。





　ＦＰＳをプレイしている作家は、富士見書房だけではなく、いくつものレーベルにまたがっています。こう書くと美しい友情の話みたいですが、単に物好きが集まったとも言います。しかもゲーム開始が夜の０時とか尋じん常じようじゃありません。普ふ通つうの人にはとても無理ですが、そこはライトノベル作家なので問題なしです。


　作家仲間で一番いい声なのが田た口ぐち仙せん年ねん堂どうさんです。スピーカーを通して聞くと、これが洋画の吹き替えみたいにいい声。ジャック・バウアーもびっくりです。ただし喋る内容が「×××××」のネタばかり。伏せ字を外すと訴そ訟しようになりかねません。田口さんは一時期猛威を振るっていたのですが、最近はお忙しくなって滅めつ多たに入ってくれなくなりました。


　次にいい声なのが鈴すず木き鈴すずさん。この人はゲームの腕前も凄すごく、一人で敵陣に突入しては皆殺しにして帰ってきます。我々はもちろん「なんかおかしい」「上手すぎてキモい」と大歓迎です。作家は一割の才能と九割の嫉しつ妬とでできています。


　我々で勝手に「その実体は幼女好きの美少女」のレッテルを貼っている水みな瀬せ葉は月づきさんもいい声です。ゲームの腕前も凄いです。一人でじゃんじゃん実績を伸ばしていく姿は、さながら求道者のごとし。人格的にも立派な方で、ネガティブなことを滅多に口にしません。そんな水瀬さんに我々は、作品のキャラ名を連呼して手元を狂わせる技に出ています。人間のクズです。


　ヤマグチノボルさんもやってます。この人もいい声なのですが、ゲームではあまり喋ってくれません。家族の迷めい惑わくになるからというのが理由のようです。家族がいようが騒いでいる私がｄｉｓられました。でもこの前「俺も××××とか絶叫してえ」と嘆いていました。わりと洒しや落れにならない台詞せりふなので、やっぱり言わない方がいいと思います。


　ちなみに私はというと、まあ人前では口を開かない方がマシといった程度です。じっくり聞いていると首を吊つりたくなってきます。なんで自分の声って、スピーカーを通すとあんなに気持ち悪くなるんでしょうね。


　ではこれで。





二〇一〇年二月十日




築地　俊とし彦ひこ





　初　出







第二十七話　『玖里子、結婚する　上』




　　　　……月刊ドラゴンマガジン２００７年12月号




第二十八話　『玖里子、結婚する　下』




　　　　……月刊ドラゴンマガジン２００８年１月号




第二十九話　『かおりのゲーム人生・その２』




　　　　……月刊ドラゴンマガジン２００８年２月号




第三十話　　『ｋｉｓｓ　１』




　　　　……月刊ドラゴンマガジン２００８年３月号




第三十一話　『ｋｉｓｓ　２』




　　　　……月刊ドラゴンマガジン２００８年４月号




番外編　　　『ちょっとメイドの巻』


　　　　……書き下ろし





まぶらほ


～じょなんの巻・ろく～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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